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序

大宰府条坊跡は奈良・平安時代に大宰府政庁を中心と
してつくられていた都市遺跡で、奈良・平安時代には

「遠の朝廷JI天下の一都会」と唱われました。このこと
を実証するように太宰府市内で行われる発掘調査では、

中国や朝鮮半島から持ち込まれた大量の陶磁器が出土

し、大宰府という都市の経済的繁栄ぶりを知ることがで

きます。

本書はこれら発掘調査によって蓄積された陶磁器の内

容を整理し、広く理解と活用頂けるよう意図し、これま

での成果を集約し作成したものであります。

本書が、発掘調査報告書を理解するための手引きとし

て利用して頂き、さらに、内外の学術と文化の交流にさ

さやかにも一助となれば幸いに存じます。

最後になりましたが、資料の提供や御指導頂いきまし

た各機関の皆様に心よりお礼申し上げます。

平成12年3月

太宰府市教育委員会

教育長長野治己



例言

1. 本書は太宰府市の文化財調査の整理・報告おいて使用される陶磁器の分類の改訂版であるo

2. 遺物の実測は既報告分についてはそのまま使用し、未報告や追加資料については森田レイ子、

宮崎亮ーが行った。

3. 写真撮影は宮原健吾(京都市埋蔵文化財研究所)の協力により宮崎、森田が行い、一部はフォ

トハウスおか(代表岡紀久夫)に委託した。写真の色調の補正作業等は宮原、森田が行った。

4. 図の浄書は宮崎が行った。既報告分についても再トレースした。

5. 本書の執筆は山本信夫が行った。

6. 全体の編集は山本、森田と協議のうえ、宮崎が行った。
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1、本書の目的

太宰府市教育委員会の刊行した古代、中世遺跡の報告書は、出土遺物に関して一定の分類基準

をつくり、紙面の制約などにより掲載できない遺物に対しては、記号化を行って、把握が可能な

ように努めている。本書はこの手引きとなる陶磁器分類編である。

今後、太宰府市教育委員会が刊行する報告書や整理等で使用される陶磁器の分類は、原則とし

て、本書の分類基準を用いることとするo また、過去の報告書や整理に用いられた分類との整合

については表2を参照していただきたい。

2、整理体制と組織

平成11年度の整理に関する庶務体制は以下のとおりである。

総括 教育長 長野治己

庶務 教育部長 小田勝弥 (~6月 30 日)

白石純一 (7月1日，，-)

文化財課長 津田秀司

文化財保護係長和田敏信

文化財調査係長 山本信夫(整理担当)

藤井泰人

今村江利子 ("-6月30日)

野寄美希 (7月1日，，-)

鈴木弘江

城戸康利

山村信楽

中島恒次郎

井上信正

高橋学

宮崎亮一(整理担当)

下川可容子

森田レイ子(整理担当)

なお資料収集に際しては次の方々からご指導、ご協力を得た。記して感謝いたします。

(順不同・敬称略)

事主任
事

主

主

嘱託

調査 技術主査

主任技師

技師

技師(嘱託)

横田賢次郎(九州歴史資料館)、池崎譲二(福岡市教育委員会)、吉武学(福岡市博物館)、

加藤良彦(福岡市埋蔵文化財センター)、奥村俊久、藤尾薫(筑紫野市教育委員会)、宮原健吾

(京都市埋蔵文化財研究所)、石田琳園(観世音寺)



3、分類の問題と補足

1、対象範囲と年代範囲

陶磁器分類のうち白磁、青磁の一般的器種である椀・皿は横田・森田1978(以下適宜旧版と記

す)を基礎として踏襲したものであるが、この後に追加、修正があり、表2にこの点の出自をまと

めているo 陶器の分類は「大宰府条坊跡11. IIIJを基礎にして追加、改変したものである(下記文

献(1 )参照)。

ここに掲載する陶磁は主として出土陶磁に限定し、美術陶磁の種類まで網羅したものではない。

また、出土陶磁についても一般的で、全国的に分布が確認される類に限定している。

年代範囲については8世紀後半から14世紀中頃までの陶磁器を対象とした。

陶磁器は遺跡の年代解明に有効な編年資料である o 陶磁器編年には諸学説もあるが、ここでは

大宰府編年に基づく年代観を中心とした。年代の基礎部分は在地土器編年の方がより適していて、

陶磁器編年は土器編年からマクロ的に帰納された部分である O 現在の大宰府土器編年と陶磁器の

年代対照は表1にあげた。

2 分類基準

現在使用している陶磁器分類の原典は以下のものである O

(1)横田賢次郎・森田勉「大宰府出土の輸入中国陶磁器についてJr九州歴史資料館研究論集4j
1978 

山本信夫「土器の分類Jr大宰府条坊跡IIj太宰府市の文化財第7集 1983 
山本信夫「土器分類の追加Jr大宰府条坊跡皿』太宰府市の文化財第8集 1984 

白磁I-IX、越州窯系青磁1-11、同安窯系青磁I-IV、龍泉窯系青磁1-111の分類、 8世紀末----14世

紀中頃までの椀・皿の分類。記号として1. 11...・..を使用。

(2)森田勉 f14-16世紀の白磁の分類と編年Jr貿易陶磁研究NO.2j1982 
白磁A-Eの分類、 14-16世紀、時代順にA・B・C・D'Eの5群に分類。

(3)小野正敏 f15-16世紀の染付椀、皿の分類と年代Jr貿易陶磁研究NO.2j1982 
明染付の分類、 15-16世紀、大宰府分類は設定していないので小野分類を使用するo

(4)上田秀夫 f14-16世紀の青磁椀の分類についてJr貿易陶磁研究NO刈 1982
龍泉窯系青磁の分類、 15-16世紀。(1)で分類化されていない14世紀後半以降の龍泉窯系青磁

分類は上回分類を使う o記号として(器形、文様系統)A・B…・o (施文)1-11...・..0 (施粕法)a-

b..・...。を使用。なお(上田)AI類=(大宰府)111類、 BI類=IIb類(I日版15b類)、 BI' ・CI-DI 

類=IV類であり、この部分は後者の大宰府分類を使う o

(5)山本信夫「日本における初期高麗青磁について一大宰府出土例を中心としてーJr貿易陶
磁研究No刈 1985
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表.1大宰府土器型式と国産陶器・貿易陶磁器編年

↑出現.lttI加.，減少 2αJO.2補訂

I r*~~ L.).. 国産陶器型式(型式の上限)
紀年銘 IAD.I大宰府土器型式|磁器区分 |一一一一一一千一

灰紬 : 緑紬
標識磁器 準標識磁器

⑥-
I 8∞ 

825 

850 

9∞ 
①--1925 

V 

A 

VI ト一一一

B 

VII 

VIII 

IX 

A 

XII .-・・・・-

: B 

唐三彩・二彩

紋胎

青磁褐彩・褐紬

初期イスラム陶器

紀年銘資料 ①IAD.927延長5年大宰府74次SD205A溝

②IAD.1091寛治5年，平安京左京4条1坊SE8井戸

③'AD.1224貞応3年，大宰府33次SDω5溝

④'AD.l304嘉元2年，大宰府109.111次SD32∞溝

⑤IAD.1330元徳2年，大宰府45次SX12∞池

@AD.784延暦3年長岡京102次SDI0201溝
⑦'AD1459・1465，長禄3・寛正5年，福岡市井相田CII・SG16池

@AD.1501文亀元年，大宰府70次SD1805i誇
⑨IAD.1265文永2年博多62次713土繍

文献 ①九州歴史資料館『大宰府史跡昭和56年度発掘調査概報J1982 

②田辺昭三・吉川義彦『平安京跡発掘調査報告左京四条一坊J1975平安京調査会

①九州歴史資料館 f大宰府史跡昭和49年度発掘調査概報J1975 
④九州歴史資料館『大宰府史跡昭和63年度発掘調査概報J1989 

⑤九州歴史資料館『大宰府史跡昭和52年度発掘調査概報J1978 

@長岡京市埋蔵文化財センター『長岡京市埋滋文化財調査報告書第1集J1988 

⑦福岡市教育委貝会「井相田C遺跡I1J 円高岡市埋蔵文化財調査報告書179J1988 

③九州歴史資料館『大宰府史跡昭和56年度発掘調査概報J1982 

@福岡市教育委貝会「博多48J r福岡市埋蔵文化財調査報告書397J1995 
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初期高麗青磁1--IIIの分類、記号として1. II...・..を使用。南条坊報告ではA類青磁(越州窯系青磁)

に含まれて報告されたが、現在、高麗青磁であることが明らかとなっているo

(6)山本信夫「北宋期貿易陶磁器の編年-大宰府出土例を中心として-J r貿易陶磁研究No.8j 1988 
白磁XIの分類。北宋前期、(1)に白磁XI類を追加。類の設定以前に鴻臆館跡(福岡城)調査で

まとまった資料が得られていたが、その出土年代の確証は後日に得られた。

(7)山本信夫「新安と同時期の大宰府出土陶磁器j貿易陶磁研究会第9回発表要旨 1988 

龍泉窯系青磁IVの分類、(1)の分類に追加されたもの。

(8)山本信夫「土器の分類Jr大宰府条坊跡nj太宰府市の文化財第7集 1983 
中国陶器の分類A (器形の判明する場合)、 B (器形では不明。破片の粕・胎土で分類)

まず分類の基軸となる横田・森田(1978)作製の磁器分類基準(註1) について、若干触れてお

くが、この後に提示された森田報告も重要な点があるO

この研究は、大宰府出土資料を中心にして、 8世紀後半から14世紀中頃までの体系的な貿易陶

磁分類・編年・出土傾向を提示した。大宰府出土輸入中国陶磁器の型式分類と編年のこの時点に

おける集大成といえるもので、白磁・青磁椀・皿など出土量の豊富な器種を分類し、共伴関係に

ある在地土器型式編年から輸入陶磁器の出土傾向を分析した。分類基準として、個、類、群の系

列関係が重要視されており、未分類の新出資料に対しても系列拡張が可能なように配慮されてい

るo この分類法は文様など美術的視点よりも器形、手法、胎土、施粕法、焼成方法などに判断の

優位性を求めたものである(註2)0これらの点は器形に集約される o まず大分類・器形特に高台

形 (1--IX類に記号化)、中分類・器形の若干の違い(1、 2……に記号化)、小分類・文様の有無及

び文様差 (a、b……に記号化)という分類基準軸が示された。ただし上記の分類のごく一部には、

記号法レベル段階のミスがあり、以後の追加分類の際に若干の混乱を生じた。

3 器種分類化における問題点

型式分類化は資料の整理・データ化に有用な方法であるが、いったん記号化すると硬化した方

法となり、新出資料がそれまでの系統的記号法になじまない場合が生じてくる o 1978年の分類は

その時点の陶磁器を網羅しており系統的に整理されたものであったが、それ故に追加分類をいか

に取り込むかという苦慮すべき一面も出てきた。下記にその一例を示す。

0越州窯系青磁I.n.III類

旧版1978(註3)では越州窯系青磁一般器種、椀・皿・杯については1. II類に分類している O 森

田氏は翌年に早くも越州窯系青磁田類の追加分類を行っている(註4)。

I類は精製品で良質の胎土を用い、全面施粕が多く、高台畳付の紬を削りこの部分と内面見込み

に目跡が付く o 11類は粗製品で胎土に黒色の斑点が入るO 部分施紬で施紬前に白化粧を行う on類

は形態、手法、質からみるとI類とは異質の青磁であり、系統を異にするもので、その窯は福建省

北部にも分布する。次に111類はI類から直接系譜をヲ|く精製品で、紬の削り取りがなく(合子など
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一部器種は除外)目跡は高台見込の際にあり、内面にはない。

ここで直接的に系譜を有するのはI、111類であり、異質の11類がI類の次に番号上配置されている

のは、分類整合の面で極めて都合が悪い。これは分類した森田氏も感じていたが、あえて修正す

ることはしていない。ここに分類の記号認識と科学的根拠を同一視しようとする際の現実的なパ

ラドックスが存在する。従って1978年段階では一応の系統的分類を完成させたが、これ以降の分

類は系統的分類と非系統的追加分類の2つを含むという点を理解しておく必要がある O

0分類の拡張化と将来的な記号法

そこで分類上の問題点に対して、森田分類を今後どのように取り扱うのか意見を出してみたい。

1、分類の完全化には限界がある O すべてのものに有効な分類を待つならば、当面、記号法に基

づく量化は困難となる。現状の成果から、個→類→群の関係が理論的に整備されている分類法を

採用することは当然として、帰属の明らかでない陶磁器に対しては、とりあえず便宜的に記号を

付けておくことも量化上必要である O

2、すでに汎用された分類方法は、より上位の科学性に結びつかない限りむやみに変更しない

(ただし基準の暖昧な分類方法は訂正すべき)。もとの分類と変更した分類のつきあわせに無駄な

労力と時間をとるD

3、系列、系統関係は別に考える O 仮に例示をあげると

現在の分類 白磁椀H類、椀XIII類

将来の分類 広東系A (潮州00号窯)型白磁椀11類、椀XIII類

広東系B (西村00号窯)型 白磁椀氾11類

この例では器形分類の上に統合的な系列をつけることでさらに分類の上位属性を集約させる o

こうした方法をとれば器種の記号上に矛盾は生じても許容できる範囲に止まる O

分類の正誤について検証する場合、与えられた定義の範囲は何かという点を周知しておく必要

がある。定義内容が単純であれば、個別にそこを訂正すればよいというレベルに止まる。例えば

単に器形を仕分けしたというレベルであれば、ただの記号として認知すればよい。ところが定義

に複合した問題が含まれている場合は注意を要する o 生産手段、技術手法、装飾などの共通性や

影響関係、時代性といった時間、空間の系統化を背後に意図するならば、分類方法に一定の法則

が導き出されていなければならない。旧版では多少この点も考慮されている。例えば白磁椀1---IX 

類は年代順にI→1I.1I1.1V.V. VI→VILVIII→IXと並び、属性では (1)(11) (111 ---VIII) (IX)という群

に順に整理されていて、二重の法則の上に手際よくまとめられていることが解る O

4 分類個別論・器種分類の追加と修正(表2)

旧版への影響が低い変更点や、中分類以下の追加、修正の内容については本文各項目と表2を参

照してもらうこととし、ここでは旧版の分類における明らかな誤りの修正点や、今回も含めこれ

までに大きく変更した点について簡単に報告しておく o

0越州窯系青磁椀I・2類の細分
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椀1-2類(輪状高台)は体部形態、高台形状、目跡、法量の観察により5つの型に細分される可能

性があり、それらの型の特徴は高台形状に集約されると考えている。ただしこの点は確定できな

い部分もあるので、あくまで筆者の仮分類として、条坊内の整理に実験的な適用を行っていた。

しかし認知不充分のまま既刊行の報告書に掲載されたこともあり、今後混乱が生じると懸念され

るので、今回の細分類に加えることとしたD

この5つの型の高台形分類としてア・イ・ウ・エ・オという記号を用いる。ア.細めの端正な角

高台。イ.畳付け幅の広い角高台。ウ.端部外面を幅広く斜めに面取りし、端部内面側は浅く削る

高台。エ.端部は鋭利で比較的粗く削る逆台形の高台。端部外面側がやや浮き、下面は斜行する O

白磁XI類の高台形と共通点もあるO オ.高い角高台。 111類とは異なり一定肉厚。これらの高台形と

器形の関係は本文で図示ーしたように相関する点が多く、高台形=1-2類の器形細分とすることができ

るo ただしア・イ・オの体部は類似点もあり、またウはこれらと区別できる体部、目跡であるが、

高台形のみではイと区別しにくいものがあるO この場合は目跡で分けることはできるo 現在のと

ころ高台形分類は器形細分に有効であるという点は引き出せるが、もう少し統計的な分析も必要

である O

O越，'1'1窯系青磁椀1I-1a類の削除

越州窯系青磁椀1I-1a類と図示されたものは、実は長沙窯系青磁椀であり、現在は真正の1I-1a類

の図を使うか、ないしは欠番とする(註5)。

0越州窯系青磁椀11-3類の類変更

これはI類に属する。筆者は相当量のこの類を点検したが11類に属するものはなかった。化粧土

がなく、胎土に黒斑点がない点から大分類の11類に属するものではないことが明らかである o ただ

このタイプの胎土には綾密な例が少なく、ガサっき、焼成も不十分な例が多いので、精製品のI類

に見えないものが多い。体部外面下位から底部は施紬しない特徴から11類に属すると判断したらし

い。 1類には少数であるが外面下位から底部は施粕しないものも含まれる(椀I-lb、1-2の一部など)。

すでに番号はI・5類(1日11-3)のような表示に変更して用いているO この椀1-5類(1日11-3) と質・部

分的器形の類似する類は1-2ウ、エ類などである。森田氏は輪状高台の細分が必要と考えていたよ

うだが、以後追加公表することはなかった。なお、すでに土橋理子氏は11類に属するものではない

ことを指摘している(註6)0

0越州窯系青磁111類の分類

旧版において皿1-3類とされたものは大分類レベルの誤認であり、皿111類が正しい。また森田

1979 (註7)において椀凹類はa'無文、 b.有文という 2種の小分類のみなされているが、杯、皿

の資料を増補して中分類の追加を行った。

0龍泉窯系青磁0類の追加

I類に先行する類として近年認知された。 0番号という記号は適切ではないが、 I-IV類が系統的

分類であるため、やむを得ず0類とした。なおこのO類はi折江省以外に福建省の窯においても例が

あり、正確に言うならば龍泉窯系・同安窯系0類としておくべきである o
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0龍泉窯系青磁IV類の追加

IV類は韓国新安沈没船の発見により、内容が克明になった類である。この分析により、旧版の

椀1-7類、 11類はIV類への修正が必要となった。

0龍泉窯系青磁1-5類→11類への変更

上記により、空白となったH類には、今回旧版のI・5類をあてることとした。変更する利点につい

て述べると、 (1)1-5類はこれまでの分析で、年代的には1-1~4 ・ 6類よりも後出することが明らか

となっている o 龍泉窯系青磁は年代}I¥夏にO→1-1~4 ・ 6→1-5→111→IVと並ぶので、変更により 0→I→

11→111→IVという型式・年代が系統的に整理される o (2)外面蓮弁文椀の系列について注意してお

く o 椀1-6類はI・ 1~4類と同一の群に属し、 1-5類よりも年代は古く、 I・6類→1-5類への系列変化が正

しい。¥日版では1-5類の次に配置されている点で、 1-5類の亜種と見られていた。今回の変更でこの

点の矛盾も解消できる。次に欠点としては、上記のように記号変更に伴う混乱が生じることであ

るが、従来記号との併用で11類(旧1-5) という表示方法とし、 1-5類という番号を永久欠番にする

ことでこの点の回避策とできる o 1-5類の番号使用を継続しても問題は生じない。また体部欠損の

高台を分類する場合に、旧版では flJ (1-1 ~6を含む)という表示になるが、今回は flまたはIIJ

という表示になる o これらの欠点に対して、変更することの意味はより大きいと判断した。すで

に全国的レベルで1-5類という記号が定着している現状にあり、筆者も変更を行うことに悩んだが、

その決断には吉岡康暢氏の適切な指摘も重きをなしているo

0白磁椀V-1~3類と V-4類の差異

V-4類の口縁は水平に屈折し内側に鋭い稜線がつくのが基本だが、口縁上部の紬が厚く盛り上が

った例(玉縁と誤認し易い)、口縁内側稜線が鈍くなる例がある O 体部下位はV-1~3類が丸く深い

形態に対して、 V-4類は直線的に横に聞き中位で上方に鈍く屈折気味になる o ¥日版V-3c類の図はこ

の点からみてV-4類の可能性が強いと察知していたが、今回実見した結果V-4類であると確定した。

O白磁皿VI類の難点

白磁皿VI・1a. b類は中・小分類で記号化に失敗しているO つまり器形の違いでは中分類 (1. 2….) 

の数字番号を用いなければならなかった。 VI-1a. b類はVI・1・2類としなければならない。実はVI

類に有文のものが追加される O この場合VI-1類に対してVI-2の番号を付すことにした。つまり VI-

1a . b類の器形で有文のものはVI-2a. b類とした(註8)0旧版の小さな混乱を踏襲すると、細分類

追加の際に矛盾の程度が広がる例を示した。ただこの程度は記号上の小さなミスがあるという認

識で解決できる問題である。

0白磁分類の同一異称について、白磁IX類=白磁A群

旧版1978と森田1982(註9)では同一型式に対して別分類名称が付けられているが、前文献の分

類名であるIX類を使用する。また、後文献のB~Eに到る分類は新出記号であり、前文献にはない

ので14世紀以降の白磁はこの類別を使用するo

0白磁の空白期と白磁XI類の追加

旧版1978で設定された白磁空白期 (11世紀前後~中頃)は、これを埋める資料白磁XI類がその
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後確認された。ただし量的には少なく、空白期に近いという表現になる o この結果、 1(晩唐、五

代)→XI(北宋前半)→n.IV.V類(北宋後半)への時代的、内容的変遷がスムーズに理解され

るに到った。

5 陶器の分類補足

今回は北部九州以外にも出土例が確認される普及型というべきものに限り、掲載することにし

た。

「大宰府条坊跡uJおよび fIIIJの分類基準について、再度補足しておく。陶器は小形品から大

形品におよぶ多種の器形を含み、破片から特定の器形に照合することは困難な場合が多い。同一

器種においても粕調が非常に異なる場合がみられる O そこで陶器の分類については (A)特定の器

種に分類が可能な場合。 (B)破片の特徴から数群の異なる器種に該当し、特定の器種に限定でき

ない場合……の2つの分類方法を併用する o (B)は胎土の質・色調や混入粒子の情報と、施粕・発

色の傾向の相関を整理するための作業である o (A) との併用により、特定の器種に通じる胎土の

特徴、紬色が把握されると考える O

分類 (A)の大、中、小分類は磁器分類に準じたが、もともと雑器に有文の例は限られており、

中、小分類については各器種内の内容で記号順位が異なる場合もある O

分類 (B)陶器の胎土について、肉眼で観察される胎土中の混入物について次のような略記号を

使う o a 白色粒子。 b:黒色斑点(粒子というよりは高熱のため物質が溶解した感じで、焼成条

件により胎土の発色が異なり、それに応じて斑点も茶色、暗紫色などの色に変化する)。またこれ

ら混入物の相対的な量に対しては、 0:混入物なし。粒子のやや多い場合は(')、かなり多い場合

は(')の記号を英文字の右上に打つ。 a、b両方含むものもある。同一群の陶器に属する場合でも、

器種が異なると紬を変える場合があり、また同一器種においても粕発色にかなりのばらつきがあ

るので、胎土の特色に注目する。ただし同一群において器形の大小や用途別に陶土の質を変える

場合もある O 先にあげたC群の中形と小形品はその一例であるo今後、生産窯の資料においては、

このような視点も踏まえて使用目的、材料選定、製作技術という点から器種構成を検討する必要

がある o

次に分類 (A)の上位にくるべき複数器種を統合した群分けについて追加しておきたい。これは

産地推定に結びつく分類となる o胎土の特徴によりA・B.Cに大別できる。

A群・胎土は均一だが粉味を帯び、ごく少数の白色微粒子を混入するものO これは1・2に細分さ

れる o 1は黄灰色の胎土で、紬は黄褐色・茶褐色を基調とするO 盤111、四耳壷、壷、水注(未分類)

などがある o 2は糧色・濃茶色の胎土で、紬は濃茶色(チョコレート色)を呈する o壷(未分類)、

耳壷XIII、XIV、水注目、 V、VI、鉢11、IVなどがある D

B群・灰色を基調とした粘性の強い細かい胎土で、黒色斑点がまばらに入る o 1 . 2 . 3に細分さ

れ、器形や出土年代の差がある。鉢111、VI、査I、11、IV、耳壷V、VI、VII、水注1(?)、 H、IV、

VII (?)、 VIII、灯皿、燭台などがある。
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C群・胎土は中形品と小形品で若干差がある o 両者ともベースは黄灰色で比較的粘性の強い細か

い胎土であるが、中形品ではやや粒子の粗い白色砂を多く混ぜ、黒色斑点も多い。小形品は砂や

斑点が少なく綴密である o 両者とも器体の大きさの割には軽く、薄手に作られる傾向があり、特

に中形品では多数の混入材が器体の成形や焼き上がりの強化に結びついたと思われる O 中形品に

は盤I、11、耳壷11、111、IV、XI(無紬)、蓋など、小形品には小口瓶、壷、行平形など多様な器種

がある。これらは年代的にみて1・2に細分される。

上記のうちC群の一部は福建省磁仕窯などで類品があり、福建省産として捉えることができるo

A群・ B群は現在のところ窯が確定できるわけではないが、 A群・広東省系、 B群 .i折江省系と推定

しているo

上記の胎土に一致しない器種として鉢I、耳査XII、水注X、斐I----V類などがある O これらのうち

耳査XII類の胎土は比較的良いが、他は白色粒子や黒色斑点を多く混入した粗いもので、使用目的

や大型器種という点で、陶土を変えたと考えられる o このうち鉢I類と類似した胎土の例は福建省

の窯に認められるという意見がある(註10)0

なお仮にA・B.C群の産地として広東・漸江・福建省を比定したが、各群の生産地範囲につい

てはまだ正確に解明されているわけではなく、各省の境界と生産範囲が必ずしも一致するとは限

らない。従って福建省「系Jという表現方法が現状では適切であろう O また仮にB.Cの2群が一地

域で重複して生産された可能性が全くないかという点についても、今のところ否定できるわけで

はない。従って生産地名よりもA・B.C群という記号を用いることがより適切と考える O

6 陶磁器の編年(表1、3、4)

青磁、白磁などの一般的器種である椀、皿は表1にA----Gの編年区分を設け、大宰府土器型式・

編年と対照させて年代傾向を示した。本文中にも各類の編年区分を記述しているが、その出現時

期は編年区分の最初頭である O 次に陶器は青磁、白磁の年代区分と完全一致するかは明らかでな

く、別に区分を設定し、貯蔵具と盤・鉢に分けて表3・4に出土傾向を示した。陶器の出現年代に

ついては例示した年代よりも古く遡り得る資料もあるが、それらの検証が完全でない部分もある

ので、無難なところに留めた。一例として陶器鉢11類は14世紀前後としているが、 13世紀に遡る可

能性を持つ。陶磁器の年代で注意しておくべき点は、出現、増加、残存という年代幅は土器の場

合よりもかなり長く、残存部分に関しては、伝世としての使用継続も視野に入れる必要がある O

註 (3章)
1、横田賢次郎・森田勉「大宰府出土の輸入中国陶磁器についてJr九州歴史資料館研究論集J4 九州歴史資料館 1978 
2、前川威洋ほか『福岡南パイパス関係埋蔵文化財調査報告8J(上・下巻)福岡県教育委員会 1978 
3、前掲書(註1)
4、森田勉「毛彫文様のあるこ・三の青磁についてJr古文化談叢j第6集 九州古文化研究会 1979 
5、山本信夫「大宰府の発掘と中国陶磁Jr北九州の中国陶磁』北九州市立博物館 1988 
6、橿原考古学研究所附属博物館編 f貿易陶磁一奈良・平安の中国陶磁J1993 
7、前掲昏(註4)
8、山本信夫「土器の分類Jr大宰府条坊跡IIJ太宰府市の文化財第7集 1983 
9、森田勉 114-16世紀の白磁の分類と編年Jr貿易陶磁研究jNo.2 日本貿易陶磁研究会 1982 
10、森本朝子氏からご教示を得た。
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表2、磁器分類新旧対照表

分類者積森回出 森田森国百草E星山本 山本

分類年 19798219821983 198αm  

芳又「献 虫記l 粂坊日 粂坊1lI※2粂事事xv
I1.311143..11 •. 21 →→ 114 .za 

I・3 ・ 1・3 →空1・2白b 

1-4 1-2 ・ 1-4→ 1-4
1-4 
1.5 

11-1 ・ 8・・1 → 依II.I1I・0

11-2a 11-2a →I1-4a?  

11-2b ・ H・2b →I1-4b7
H・3 → 11-3a

I1-3b n・3b

11-4(迫力的 I111・43caf追加〉

II36且1Im I1114・5bf迫加)

lmIV.1a •. 皿N-la →『 IIVV-・Z1(a|白血}

N-lb IV-lb → IV-lb 
IV-Ic 

IV-2 N・2 → IV-2a
IV-2b 

IV-2ac(追加》

-. -， IV‘'イ二金二2Z}Lbc盗fa追，、加'"〉

V-I ・ V-I → Y-la

Y-lbr追加3V→-Icr追加) VV.・11cN迫加》

Y-2a Y-2a → VV..Z1da i追加h

V-2b ・ 4V、.街2bVf修正:→ → 小VvV.-.2椀ZkbN{2繍箆b花'花弁f弁変}〉(更f修修}正正)〉
V-2b 

V-2cr追加 → 
Y-IX2 

V-3a ・ Y-3a → V-3a
V-3b Y・3b → V-3b

Y-3br追加〉

vV4.3ca .・ vV.43ca →→ VV44da f変更》

Y-4b V.・-4b → VV44b f追加}

Y-4cr迫力日〉 → V・4c
y-，ω{l日VK)

|VVIH・1ba -- U YViI-・1lba →→→ VV羽V1I1却・・.2l1tfbM修変変正更更〉】h 

- ・ 4反YI-3(I白川、

VII VII → VVIIII-.b M追加〉

YII-<:(itl1JhV1114¥ 

VIII・1 ・ vm・1 → 仮VIVn-EIld追加

YIII-2 vm-2 → VIII-2 
VIII-3 Vill-3 → YIII-3 

-ー VIII4

|円山E政疋必x-寸.之21 .• A A Eα恥刷x-之2l →→ I収はx司2a
A 以-2br追加 IX・2b

ぽ A IX-2a亜種
X-1a 
X-Ib 
X-2a 
X・2b

λ氾l.・21 

XI' -2 
氾-3

ー・ 氾4
XI-5 
沼'.5

(博多0-町)X氾III-・l1ab 

氾λIlHl-.1lb a 

氾11-2a
X111-2b 

X氾IVV--ab 

IS IS 

C・1
C C-2 
D D 
E E 
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分類君1森横田田 つ森因縁出山本白磁 山本 山本

奇寸:書1rZ 
11978 1982烹19「82努19胃83冒 寝19坊84置 zα)() 

→ 一米一Zτ粂1-す5勿一X一V I・3 ・・ 1-3

Ic 

V-2a(迫力的 → 2c 

Y-2br追加〉 → 2bc 
-・ 4bc' 

X・1
沼V-a
XIV-b 

皿 ロ I - 1-1 → I-la 

I-lbi'迫加】

-En-. la 
『

lIl1-.l1b a 
II-Ib → 

11-2 
川E

持nIVI.#・11fb変a更u》i → 
IIIEI・.21 

→ 

回:z IIVV-.l1b a → 

IIVY.-ZZ駈a(追迫加主m】

内F V 
v→-21追加) VV.-h 1{変更}

V-2b 
河r-ra:

VVII二.日Ib 
『

VVI1-.l1a b 
VI・Ib → 

- VV1I-.22NM迫;自力加的、 → 
VI-2a 

'n "'L，~I!2 ..n ， - VI・2b
rvn:ra: VII・la → YII-la 

VII-Ib 

VII-lcr迫力0¥VII-Ic 
YII-2a 

VII・lb VII-lb → VII-2b 

VIIl-l vm-l 一
VVIIEn-. la 
lb 

ー-
VVIIIIII--2lca f迫力的

VIII-2b vm-2 ー VIII-2b 
VIII・2a VIII司2c

仮VITI-l'
IX-la A 政IX二.la → IX-la 
IX・lb A IX-lb → IX-lb 
IX-lc A IX-lc → IX-lc 
IX・ld A は・ld ー lX・ld
IX・2 A IX・2 → IX-2 

ー A IX-~(\自如、 → IX-3 
X-a 
X-b 

λX1I・.21 

沼司3
XI・3?(泊7小形7)
氾， -3 

XI-4 
XI-5 

ー，・ー
X氾1.. 6 7体屈折

氾・7
B B 
c? C? 
D D 
E E 

士事 ・ B 
C B 

C 
D D 
E E 

毒事 ・
11・1
11-2 
IU 

育蔓
I II 

-ー
1II-1 

II1-21追加 IU・2
-ー 1II-3 

小京耳宮環 TIT-I!i自11m I11-2 

III II 

守E τ I 

※1、森田勉「北九州地方から出土する越州黛系青磁の線相J

『考古学ジャーナルJ211 1982 

※2、1985-1999年までに、部分的に分類の追加、変更を適宜

行った文献については省略した。



1・lc(迫力的

I・1a
1・lb
I・Ib'

I-ld追加】
1-2a 
I・2b
1-2c 

1-2d(ia1Jm 
1-3a 
1-3b 
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〔白磁〕

【1]磁器の分類

(1)白磁

椀|類 (Fig.1、Pla.l)

4、陶磁器分類

耶窯・定窯系のもので、胎土は純白、乳白、乳黄灰色を呈し、綾密で精良であるo 紬は平均的

な厚みで表面はなめらか、紬色は乳白色もしくはやや空色を帯びているo 高台径より大きい焼台

を使用している。

1、小さな玉縁口縁で、直線的な体部に幅広の蛇ノ目高台を持つ。施紬に二通りの方法があり、①

全面施粕後、高台畳付の紬を削るが、これは手持ちで数方向に行う例が多い。②体部外面下位か

ら底部外面には施粕しない。①の例が多い。

2、口縁部は直口で体部は僅かに内湾し、蛇ノ目高台(玉壁高台)を持つ。図示例は幅の狭い蛇ノ

目風で角形に近い。施紬は1類と同様で①②がある o

a、無文。

b、口縁端部に輪花。稀に内面を縦の隆線で5分割する例がある。

3、小椀の項目参照。

4、やや扇平の玉縁状の口縁と低い高台を有するものであるO 高台は幅狭い蛇ノ目風で、畳付幅を

減じ輪状に近づく O 粕調は他と異なり、やや空色味の発色で胎土もやや粗い。胎土や紬調はXI類

に近づく O この中でI類の特色を離脱し、次期のXI類と近似する特色を有するものを4'類とするo

5、直口縁で輪状高台のものである O 一般に肉厚の角高台であるO 完形の良好な例は乏しく図示例

は小椀を代用した。

1.2・5類はA期 (V---IX期、 8世紀末---10世紀中頃)の標識磁器で、 10世紀後半以降は減少するo

中でも 1・2類はA期古段階 (V---VI期、 8世紀末---9世紀前半)に出土する o 4類はやや遅れて出土

開始し、上限はVIII期である o

椀 H類 (Fig.l、Pla.1・ 2)

高台部外面は直に、内面は斜めに削る。斜めの面は平坦でなく僅かに膨らみ、ここに削り工具

のすじ目を残すことも多い。体部は内湾し、丸味を帯びているo 体部外面口縁部以下は箆削りを

行い、口縁部周辺は横ナデしている O 胎土には微細な黒色粒または白色粒を含んで、いる o 紬色は

黄白色、茶黄色で、上質の場合は乳白色、淡緑白色を呈する O 化粧土を有し、紬は全体に薄めに

かけられ、貫入が見られるo体部外面下半には施糊されない。なお上質のII-l類の口縁部破片はI類、

XI類に誤認されることも聞くが、 II・1類の上半部は立ち上がりが強く、外面の横ナデ範囲は狭いと

いう点でI類、 XI類との区別が可能である。

C期 (xn---x皿期、 11世紀後半---12世紀前半)の標識磁器であるo

以下0・1・2・5類は玉縁。 3・4類は玉縁ではなく、直口、内湾である D

O、紬は緑味で透明。胎土は白く他のII類より良好。 XI類と判別困難な例があり、上質の一例に限

ってO類とした。
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〔白磁〕

1、小さな玉縁を持ち、見込みに段がないものo現段階での出土例は全て無文であるo

2、旧版では1類と同様な玉縁で、見込みに段がつき、見込み側が体部よりも一段凹む(以下これ

を段1と記述する)。図版例は底部の破片であるため、下記の4類の可能性も残る o 現在全形の判明

するものはない。

a、無文。

b、体部内面を白堆線で分割するo

3、口縁はやや内湾した直口縁を有するo見込みに段はない。

a、無文。

b、内面を白堆線で分割するo

c、口縁端部に輪花を有する o

4、口縁はやや内湾した直口縁を有する o 内面見込みに段1を持つ。

a、無文。

b、内面を白堆線で分割するO

5、長い肩平な玉縁で、内面見込みに段1を持つ。

椀川類 (Pig.1、Pla.2)

全体の器形はIV類に似て、体部は直線的。高台はIV類よりも内部の割りが深く、口縁部は小さ

い玉縁を持つ。胎土は灰白色を呈する。紬は薄く、体部外面下半には施紬されておらず、紬色は

やや灰色もしくは黄色味を帯びているo

この類は現在IV類の亜種としてみており、 IV類の中で比較的、端正な造形となる。下記の椀IV-

2類の範障に入ると考えている。旧来の記号を使う場合はIV・2(旧III) と表示してもよい。

椀IV類 (Pig.1、Pla.2・3)

口縁部はI、II、XI類などの玉縁よりも肉厚な玉縁である。玉縁の個体差も大きく、やや小形の

例から極めて厚い玉縁まで、また、高台についても端正なものから粗雑なものまで差が大きい。

体部の器肉は厚い。高台は幅広で、また削り出しが浅いため、底部の器肉も厚い。玉縁直下から

底部にかけ回転箆削り痕を残し、外面の横ナデ範囲は玉縁周囲の狭い範囲に限られる場合が多い。

胎土は粗く、大方灰色気味の白色を呈し、胎土についても比較的良好なものと小さく空洞をつく

る粗雑な例まで落差が大きい。粕は黄色ないし灰色を帯びた白色を呈し、若干厚目に施紬され、

紬表面には気泡や凹凸があるo 体部外面下半以下、底部には施紬されない。施粕は外面上位、中

位で止まるものと下部まで達する例があるO 例外的に内面見込みに目跡を持つ例がある o

IV類の底部内面は①沈線、②大きく凹むもの(段1)、①+②となるもの、③段や沈線がなく平滑

なものがあり、以下小分類を①③はa類、②はb類とするo

C期 (XII---氾H期、 11世紀後半---12世紀前半)の標識磁器で、 12世紀後半まで一定量を占めるo

1、高台は内部の割りが浅く、 2類に比べて肉厚の底部となる o

a、底部内面が上記①③の例であるo

b、上記②及び①+②の例である。
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c、扇平な玉縁を有するものo

2、IV-1類より高台内部の削りを深くしたものであるo

a、上記と同様。

b、上記と同様。

c、上記と同様。

上記のうちb、C類の特徴を合わせ持つ場合は、例としてIV・2bcと表記することにしたい。

椀V類 (Fig.1、Pla.3・4)

〔白磁〕

高台は細く高く直立する。胎土は灰白色で灰色味の強いものが多い。体部と高台部の境付近ま

で施紬するが、高台部まで一部かけられている例もある o 外面は口縁端部近くまで箆削りされる o

V-1---3類はC期 (XII----XIII期、 11世紀後半----12世紀前半)の標識磁器であるが、 V-4類はD期

(12世紀中頃)から出土開始し、後半まで量を占める O

1、体部は下位で丸味を持ち、口縁部に向かつて外上方に延び、直口縁をなす。口縁端部は丸くお

さめている O

a、無文。

b、外面に箆描きの弓形縦線を一周させ、花弁とする(以下、縦箆花弁文と略する)。

c、内面に短い櫛目文を持つ。完形の例はなく VIII-O類の可能性もあるo

d、口縁部に輪花、内面に短い櫛目文を持つ。完形の例はなく VIII-O類の可能性もある。

2、口縁部は外反するが1類との口縁部形態の差は小さく、 1、2類は同ーと見てもよい。

a、無文。

b、外面に縦箆ないし縦櫛目文を一周させ、花弁とする(以下、縦櫛花弁文と略する)。

c、口縁端部に輪花を有する O

3、口縁端部は小さく丸め、一見玉縁風に仕上げている o 体部の器肉は全体に薄い例がある。こう

した例は造形が鋭利で、良質製品が多い。

a、無文。

b、外面に縦箆ないし縦櫛花弁文。従来このうち櫛目のみが表示されていた。施文具が異なる

点では2類の場合も含め細分を要する o

c、旧版では口縁端部に輪花を有する例として図示されたが、これは実見の結果、 V-4類に属す

るものであり、今回は新たにV-4d類に編入した。現在、真正のV・3c類は抽出できず、そのま

ま番号は保留した。

4、口縁部は屈折し、上端部は水平にする o 端部内面には鋭い稜がつき、外方に尖る(鴫状)。同

様な口縁としてはVIII-1、3類などがあり、口縁部破片では区別が困難である o

a、無文。

b、内面に短い櫛目で花文を描く。箆+櫛目の例あり o

c、内外面に文様。内面は櫛目文、外面に縦箆花弁文。

d、口縁端部に輪花を有する(I日版V-3c類)0
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〔白磁〕
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Fig.2 白磁椀VI---XIll類(1/4)
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〔白磁〕

椀VI類 (Fig.2、Pla.5)

他の椀と比べて口径が一段小さい12""""14cm程度の中形椀で、器高は低く浅形を呈する o 体部は

やや内湾気味に傾斜する O 胎土、粕調ともIV・V類と同じであるO 以下、 VI........VIII類の高台は類似

し、 V類高台を短く切った形であるo

C期 (XII........XIII期、 11世紀後半........12世紀前半)の標識磁器である o

1、口縁部は直および弱く外反する。体部内面上位に沈線を一巡させる例もあるが、特に細分はし

ない。

a、無文。

b、内面に短い櫛目文。体部外面に縦箆花弁文を追加する例もある O

2、口縁部をV-4類のように屈折するo従来VI-l類に図示されたものであるが、ここでVI-2類と改め

るo

a、無文。

b、内面に櫛目文および箆描き文を追加する O

その他、体部内面下位に段または太い沈線を有するものがあり、 1、2類に比べて体部中位が若

干屈曲する(仮VI-3)0 この手の有文の例は1、2類よりも文様が複雑で、体部内面上半に連続した

縦箆文帯が追加される例があるo

椀VII類 (Fig.2、Pla.5)

この類は青白磁椀と形態、文様が類似する o ただし、青白磁に比べて器肉(特に上半部)が厚

く、高台は鈍重であるo 体部は高台の付け根から直接延びてロート状を呈し、体部上半は外方へ

開く O 口縁端部は長めに外反する o 内面見込みの径は小さく、その外周は太い沈線状の段がつく o

高台はV類より低い。胎土、紬調はIV'V類等と同じである。

D期 (XIV........XV期、 12世紀中頃~後半)の準標識磁器である。

a、無文。例はあまり見ない。

b、口縁部は輪花の有無があり、体部内面には櫛万や箆による草花文様が施されているo

c、体部内面を白堆線で分割する例がある o Cは下記のVIII-4類の形態とほぼ同形であり、体部

のみでは区別がつかない。内面の紬掻き取りの有無でVII. VIII類と区別できるが、掻き取

りのある例が比較的多い点から二者含めてVIII-4類とした方が適切と考えるo この場合、 C

類に紬掻き取りがない点は、 VIII-4類の重ね焼きの際に最上段に置かれたためと理解される o

椀VIII類 (Fig.2、Pla.5・6)

内面見込みの紬を環状に掻き取ったものであるo 高台はVI'VII類と類似するo体部は斜上方に

直線的に聞き、 V類の丸味を有する体部と区別が可能である o !日版では下記の1類と3類は見込み掻

き取り部分の段形状で区別されており、 1類・体部内面に沿って段が付かない。 3類・体部と底部

の境で段が付くという基準で分類されているo このため全体は有段の0・2・3類、無段の1類とい

う分類上のくくりとなるが、 0→2→3→1の分類系列の方がよいと思われるo胎土、紬調はIV・V類

等と同じである o D期 (XIV........XV期、 12世紀中頃~後半)の準標識磁器である o
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〔白磁〕

0、 VIII類の中では古相の可能性があり、 1~3類よりも後で明らかになった類であるため0類(仮番

号)とした。この類は内面掻き取りの有無があり、 1~3類に比べて体部は内湾となる例が多い。

無文と内面に短い櫛目文を有する例がある O

1、口縁部は屈折し、 1. 3類の口縁部はV-4類と同一形である o 見込みの紬を掻き取る部分は体部

に沿って行われるため、 2.3類のように段が付かない。

2、直口縁。見込みに段が付く o

3、口縁部は1類と同じo 見込みに段が付く o

4、口縁部は外反する o 内面は縦白堆線で5~6に分割する o 前記したように形態で、はVII-c類との差

はないD

椀IX類 (Fig.2、Pla.6)

口縁部周辺は施紬後に紬を掻き取り、口禿げとするo 施紬方法により2つに大別する O 内面見込

みに圏線を持つ例があり、その径が高台径より広い場合と(図IX-1例)、高台径よりも小さく段状

になる例があり(図IX・2a例)、後者では底部中心が凸状に膨らむ場合もある o 高台は一見、 VI~

VII類のように短いが、これらよりも小形で下端面が広く断面方形に近い。胎土は灰白色を呈し、

粕は空色を帯ぴた灰白色や灰緑色を呈し、厚く不透明のものが多い。上手から下手まで精粗のば

らつきが多い。 F期 (13世紀中頃~14世紀初頭前後)の標識磁器であり、 13世紀後半-----14世紀前半

に増加するo

1、高台まで全面施粕されている。

2、体部外面下位から底部外面に施粕しない。

a、無文。

b、見込みに花などの印文があるもの。数は少ない。

椀X類 (Fig.2)

薄胎(1.5---3mm) で精巧・上質な作りである o 小形品も含め器種は多く、椀・小椀・皿・小

皿・合子・小査・小水注等があるo青白磁的な器形・器種であるが、粕は白色の例が大半であり、

白磁として分類する o 大半は内面型文で、精織な凸文(浮文)を持つが、無文もある O 全面施粕

後に口縁部の小範囲に粕削りを行う。ただし、小皿・小水注などの一部は口縁部の紬削りをせず、

体部外面下位から底部外面に施粕しない例があるo椀は他の類に比べて高台が極めて小さいが鋭

利である O 体部はゆるく丸味を持ち、体部形から2つに大別される o鎌倉市今小路遺跡などでは豊

富な器種がある O 分布は広いが出土数は少ない。 F期(13世紀中頃~14世紀初頭前後)の準標識磁

器であるが、 13世紀後半~末頃に到って出土するようになるo

1、2類よりも器高比が低く、浅形となる。体部上半は2類より傾斜するo

a、無文。

b、内面全体に型文を施すものo

2、口径に対して器高比が高いものo 1類より深形をなす。

a、上記と同様。
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b、上記と同様。

椀XI類 (Fig.2、Pla.6・7)

高台は低い輪状で内側は斜行し、底部外面は丁寧に水平に削り、 11、IV類より薄く端正であるo

XI類の高台畳付は外面端部が若干浮く例が典型的な形状であり、しかも11、IV類と比べて鋭利であ

る。見込みには段や沈線があり、この径が広い。胎土は僅かに青白色を帯びる白色で淡灰色味を

帯びるもの古ある。 I類より硬質でやや粗いが11、IV類よりは精良である o紬は平均的な厚みで、

貫入があり、表面は滑らかである。粕色は僅かに水色味を帯びる白色で淡緑白色味や黄白色味

(焼成のあまい場合)を帯びるものがある。体部外面下位から高台外面には施糊されず、露胎部は

樫色味に発色する o 体部外面中位以下は箆削り、中位より上は横ナデでIt.IV類より横ナデ範囲は

広い (11、IV類は口縁直下より箆削りされる)。焼台は高台径より小さい円形のものを使用してお

り、底部外面に円形焼台痕がある O なおI類のように施粕後高台部の紬を再度削り落とすことはな

く、また化粧土も通常ない。 B期 (X~XI期、 10世紀後半~11世紀中頃)の標識磁器である o

1、口縁部は折り重ねて玉縁とする O 器形は椀I類に類似するが、体部上位は丸味を帯び、見込みに

浅い段1を有する点は異質であるo

2、図示例の胎土は淡灰色でやや粗く気泡がある D 紬は灰色で軟らかい光沢を有し細かく貫入が入

るO 紬調が灰色味を帯び、やや欠点となる例は分類の右上に f'Jを付して区別する o 口縁部断

面は扇平な三角形で外面に鈍く稜を有し、体部は1類よりも丸味を有する o 高台形、体部形、粕色

などは11、IV類に近い例があり、注意を要するが、上記したように丁寧な手法と鋭利さ、紬、胎土

の均ーさ等で判別可能である o

3、口縁部は外側に大きく曲げる o 紬は水色味の白色。透明で柔らかい光沢がある。

4、口縁部は直に聞き、外面に幅広の陽刻鏑蓮弁文を有するo 図示した例はやや焼成があまく、柔

らかい光沢を有し、貫入があるO

5、体部は丸味を有し、口縁部は直もしくは薄く僅かに外反する o 体部外面に5分割前後の箆押圧

縦線、口縁に輪花を持つ。口縁部は白磁椀V-l・2類に類似するo

xI'、 XI類の典型例に対し、粕調、造形、手法などに若干の欠点を持つ例を(')とした。

椀XII類 (Fig.2、Pla.7)

1、体部は内湾気味に立ち上がり、上位で反転し、端部は外反する。内面の見込み外周に段(体部

側が薄くなる)が付く(以下、段2と記述する)。高台は椀11類と同じか、やや長く高めとなるo 胎

土、紬調、化粧土を有する点は共に11類と同様で、あるが、上質のものが多い。広東系。

C期 (XII~XIII期、 11世紀後半~12世紀前半)の標識磁器である O

a、無文。

b、外面に縦箆花弁文を施す。

椀XIII類 (Fig.2、Pla.8)

1、皿としてもよいが、浅形椀として分類した。口縁部は外反するo 底部内面径は広く体部下位は

横に延び、体部中位で湾曲する。高台は椀11類を長くした形状で11類よりも高い。胎土、 紬、化粧
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土を持つ点はII類と同様であり、やや上質の例が多い。

C期 (XII----XIII期、 11世紀後半----12世紀前半)の標識磁器であるo

a、無文。

b、内面箆描き文を施す。

2、1類よりも一段小形品であるo 高台はやや低い例が多い。粗質の例も多い。

a、1類と同様。

b、1類と同様。

椀(小椀)XIV類

口縁部は外側に大きく屈曲し、体部は丸く腰が張り、その上位は直に立ち気味となる o 高台は

細めで高い。全体的に薄手で、小形の椀の例が多い。胎土は白色で硬質、紬は白色で表面は滑ら

か、光沢を有する。上質例が多い。

a、無文。

b、口縁部に輪花、体部内面に白堆線を有する。

椀B類

口縁部は外反形と、直口の2種があり、体部上半は薄手に仕上げる O 体部下半は丸く腰が張る。

高台は肉厚で畳付は幅広い。内側部分は斜めに削り出され、外側下端は横方向に面取りされる O

体部上半の薄さに比べて、下半は肉厚で力強く、元型式特有の造形を見せる O 高台内側斜行部分

に黄褐色に変化した砂粒が焦げ付く。胎土は白色を呈し、硬質、綴密である o 紬は淡く青味を帯

びた白濁色で、高台外側の面取り上端までかかり、底部外面は無紬。また、粘性の強い紬のため

大きく紬が垂下することは少ない。内面に繊細で綴密な型文(凸文)を有する例も多いが、紬厚

のため不鮮明となるo枢府系。 G期 (14世紀初頭~後半)の標識磁器であるo

椀C類

体部は内湾し器肉は厚く、腰が深い形態をとるo 高台は幅広肉厚の角形。形は力強く、上記のB

類(枢府系)に形態は類似点もあるが、全体に肉厚で、鈍重な感がある O 胎土は粘質味を帯び鍛

密であるが、白灰色、灰色、淡茶色など灰色系の色調をなす。粕は灰色味を帯び、高台外面近く

まで施紬され、底部外面は無紬。内底面に草花文の印文を持つ場合が多い。また、 B類は砂底にな

るのに対して、砂は付着しない。

1、浅形。口縁部が直口形。

I類、内面上位に圏線があり、また圏線以下に櫛目文を持つ例があるo

II類、無文。

2、深形。口縁部は直ないし外反形。底部内面中央のみに凹印文(草花)を持つ例があるO

上記のものをピロースク型とも呼ぶが、その由来は、沖縄県石垣島で出土した白磁(椀)の一

群に対して、調査者である金武氏が型式名をつけた。ただし金武氏は上記1類のみをピロースク型

に限定して分類するが、森田氏は1、2類を併せて白磁C類・ピロースク型に包括し、 2者の分類基

準には若干の差異がある o なお1、2類の胎土、柏、高台形に差はない。近年、沖縄だけでなく九
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O 10ω 

州以東でも発見されるようになったが、極めて少数で、まとまった量を出す遺跡は現在沖縄に限

られる。年代については沖縄県今錦仁城跡、勝連城跡などで15世紀前後と推定され、金武氏は1類

を13世紀末.......14世紀中頃、 2類を14世紀後半とみるが、大宰府において2類の直口形に近いタイプ

は14世紀初頭~中頃に編年される例があるo

小椀

小椀は出土数が少なく、椀と器形が一致する類 (VIII、XIVなど)もあり、椀分類と同記号を援

用可能と予想される O しかし小椀特有の形もあり、適用にあたって難儀な部分もある o この点で

小椀分類は今後の課題としておく O 一応便宜的に大分類記号のみは椀と一致させておくことにし

たい。

小椀 l類 (Pig.3、Pla.8)

3、旧版では椀1-3類としている。一般サイスの椀とは区別され口径が一段小さく、輩の可能性があ

るD 細く高い高台で、全面施紬後、畳付けの紬は掻き取る o 高台形も椀I・1・2・4類とは異なり特

殊品の類に入れた方が適切と思われ、椀からは除外した。出土例については極めて少なく、今の

ところ古い年代に帰属する例はない。北宋期に時代が下がる可能性もある o

5、椀1-5類の項目参照。

小椀V類ないしVI類 (Figム Pla.8)

文様、口縁形から椀V類と同系列と見られるが、 VI類系列の可能性もある。高台は小椀特有の形

であり、にわかに決め難い。仮に椀V類の口縁形分類1.......4を適用するが、大分類記号は保留してお

くo また、細分類(文様)は下記に示す。

a、内外無文例も想定されるので仮に記号化する o

b、外面に縦箆花弁文を施す。

b'、外面に縦櫛花弁文を施す。

c、内面に箆描き文を施す。

c¥内面に櫛目文を施す。

小椀X類 (Fig.3、 Pla.8)
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1、前述の椀X-l類を参照。

小椀XIV類 (Pigム Pla.8)

前述の椀XIV類を参照。

坪B類

口縁は直で、体部途中で大きく屈折し、その上位は直線的か、やや外湾させながら立ち上がる o

体部外面上位に沈線を数条巡らした結果、隆帯状となる例が多い。高台形、施紬、文様は椀と同

様であるo枢府系。 G期 (14世紀初頭~後半)の標識磁器である。

皿|類 (Pig.4， Pla.9) 

1、体部中位で屈曲し、角高台を持つ。 A期 (8世紀末~1O世紀)の標識磁器である O

a、無文。

b、口縁端部に輪花を有する。さらに内面に隆線を持つ例があるo

皿 H類 (Pig.4， Pla到

胎土、紬、高台形は椀IV類と同様である o C期 (XII~XIII期、 11世紀後半~12世紀前半)の標識

磁器であるo

1、椀IV類と同じく、高台は低く厚い。

a、口縁部は直口ないしやや外反するもの。体部内面中位に段があるo

b、口縁部が断面三角形の玉縁状をなす。

2、口縁部は玉縁であるが、平底であり lb類の平底形として分けた。ただし浅形であり灯皿とすべ

きかもしれない。

皿川類 (Pig.4， Pla.9) 

高台は底部外面をやや深く事jるためII類より細く高い傾向があるo 口縁部は直口縁もしくはやや

外反口縁であるo 内面見込み部分の紬を輪状に掻き取っている。高台、胎土、粕は椀vm類と同じ。

また、口縁部のみではII-la類と区別が付きにくい。

D期 (XIV期、 12世紀中頃)の準標識磁器で、椀VIII類とセットと思われ、時期的な出土状態も

一致するo

1、見込み部分の粕を掻き取るもの。

2、器形は1類と同様であるが粕の掻き取りをしないもので、焼成時に最上段に重ねたものと理解

する。 1類に比べ量は少ない。

皿IV類 (Pig.4， Pla.9 ) 

C期 (XII~XIII期、 11世紀後半--12世紀前半)の標識磁器であるが、下記の2類は後出する可能

性があるo

1、口縁部は外反し肥厚する例が多い。底部外面は平底もしくは僅かに扶るものもあるo底部は厚

¥.1)0 
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〔白磁〕

a、無文。

b、口縁端部に輪花。体部内面に白堆線を持つ。

2、口縁部は横方向に屈折し、椀V-4類と類似した口縁である。

a、無文。

b、口縁端部に輪花。体部内面に白堆線を持つ。

皿V類 (Fig.4， Pla.lO) 

IV類に比べ全体に器肉が薄く、体部から口縁部にかけては特に薄くなる。体部下位に丸味を有

し、内面見込みに段2を有する。胎土は灰色を帯びた白色を呈するO 紬色はやや青味を帯びた灰白

色を呈し、体部下半から底部にかけて施粕されない例と全面施紬後、底部外面の紬を削り取る例

があるo この種は法量の一段大形の例がある。広東系の中では比較的良質な類であるo

C期 (XII-XIII期、 11世紀後半-12世紀前半)の標識磁器であるo

1、口縁部は直口縁もしくは僅かに外反する口縁であるo

a、無文。

b、内面に白堆線を有するO

2、1類に比べて上半は内湾気味に立ち上がり、口縁部は横に屈折するo

a、無文。

b、口縁端部に輪花を有する例や体部外面に縦箆文を有する例がある。

皿VI類 (Fig.4， Pla.lO) 

体部形態で2種に細分される o 口縁部は直口。底部は僅かに突き出しており、体部と底部の境は

明らかである。やや上げ底状になる例も多い。胎土は粗く、微細な黒斑や白斑が混じり、黄灰色

味をなす。化粧土を有し、紬は薄く施紬され、体部下半には施粕されない。黄色味の粕が多い。

C期 (XII----XIII期、 11世紀後半----12世紀前半)の標識磁器で、 12世紀中頃以降に減少するO 椀11

類とセットになる。

1、無文。

a、体部上位で内湾し、その屈曲部の内面に沈線状の段を有するo

b、内面中位から下位に段を持つもので、体部は直線的に外上方へ延びるo

2、有文。

a、la類の有文のものを2a類とする o

b、lb類の有文のものを2b類とするo

皿VII類 (Fig.4， Pla.lO' 11) 

体部は若干内湾気味で口縁部に向かつて薄く引き上げている O 底部外面は僅かに削り込み小さ

な高台状となる。化粧土がある O 皿VI類に近いが良質のものが多い。体部の若干の差及び法量の

違いでし 2類に細分する o C期 (XII----XIII期、 11世紀後半----12世紀前半)の標識磁器である O

1、体部中位で屈曲するものo

a、無文。
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Fig.5 白磁皿x---XI類 (1/4)

b、内面に花文状の箆描きを施す。

c、内面に花文状の櫛描文(または櫛+箆描き)を施す。

2、1類より大形で、体部は屈曲せず、外上方へ延びるo 内面に段2を有するo

a、無文。

b、内面に櫛万で蕉葉文を施す。

皿VIII類 (Fig.4、 Pla.11・12)

口縁は直口で、体部は鈍角に内側へ屈曲する o 底部は平底。胎土は灰色ないし空色を帯びた灰

白色を呈するo紬は比較的厚目にかかり、底部の紬は施粕した後に削り取る。

D期 (XIV~XV期、 12世紀中頃~12世紀後半)の準標識磁器である。

1、体部中位の屈曲部の内面に沈線状の段を有するO 小形品。

a、無文。

b、内面見込みに箆描きで草花文を施す。

c、内面見込みに箆と櫛描きで草花文を施す。

l'、上記と体部が異なり、中位は屈曲せず底部から直ちに内湾気味に立ち上がる O 施紬法は二通

りあり、施紬後底部の粕を削り取る場合と体部外面下位以下に施紬しない場合である。 1類よりも

粗雑化し有文の例は見ない。また13世紀に到って出土する傾向があり、 1類の後出的な類と考えるo

2、体部中位でく字状に屈曲し、 1類と異なり底部内面見込みは平坦面をなす。これは印文を押す

ための仕様と思われる O

a、無文。

b、内面見込みに草花文の凹印を施す。

c、内面見込みに箆描き文を施す。類例は少ない。

皿IX類 (Fig.4， Pla.12) 

口縁端部が口禿げになったものであるo胎土は灰白色、硬質で、紬は粘性が強くやや厚目にか

かり、空色を帯びた灰白色を呈するo
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F期の標識磁器である o 13世紀後半-14世紀前半に増加する。椀IX類とセットになる O

1、底部は平底。全面施紬するものo ただし、底部外面は板状の工具で紬をのばしている例が多い。

a、口縁部は短く直線的である o小形で浅い。口径8.6cm前後、器高1.6cm前後。

b、直口ないし僅かに外反するもの。 a類よりも大形で器高が高い。口径9.9cm前後、器高2.3cm

前後。

c、b類より一段大形のもの。口径11.2cm前後、器高3.0cm前後。

d、口縁部を朝顔形に外反させる。 b、c、dの法量は近似するo

2、器形はIX・1類と同様だが、外面体部下位から底部にわたって施糊されていないものo 外反口縁

は少ない。

3、輪状高台が付くものO 体部下位は丸味をなし、 1. 2類とはやや異なる O

皿X類 (Fig.5、Pla.12)

椀X類と同様な特徴を有し、薄胎で精巧・上質な作りである o体部は直に立ち上がり、底部は平

底で、無文および内面に精微な型文を有する O

F期後半 (13世紀後半~末)に到って出土するようになる O 椀x類とセットをなす。

a、無文。

b、内面全体に型文を施すものo

皿XI類 (Fig.5~ Pla.12・13)

紬調、胎土は椀XI類と同様で胎土は僅かに青白色を帯びる白色で硬質。粕は水色味の白色で透

明。柔らかい光沢があり、一部に貫入が入る O 以下の4・5類以外の高台形は椀の特徴と一致する o

B期 (X-XI期、 10世紀後半----11世紀中頃)の標識磁器である。

1、口縁部は外反し見込みに段2を有する o

2、体部の丸味が強く、口縁部は外反する O

3、体部中位で僅かに屈曲し、その内面には沈線ないし段2が入る O また、やや体部が異なり内面

に段1を有する例も図示したが、この例はXI-7類の小形とした方が良いかもしれない。

丁、他のXI類と異なり化粧土があるo体部外面には箆押圧縦線があるo

4、直口縁で、 XI・3類に類似しているが、底部は平底である o体部外面には箆押圧縦線がある O 胎

土に黒色粒を含む。化粧土はない。

5、底部は浅く段をつけて削られ碁笥底風となる。口縁部に輪花があるo胎土は灰白色で褐色粒子

を若干含む。紬は淡灰緑色、透明で光沢、貫入がある O 体部外面下位から底部外面は施紬されな

"'0 
6、口縁部は玉縁であるo底部内面には段はない。

7、体部は直線的に外聞きとなり、口縁は直ないし若干外反する o 体部中位下半が屈折するものと

屈折しない例があり、さらに細分される可能性がある。屈折を有する例は、皿I・1類の系譜関係に

あるo 口縁端部には輪花 (5花)があり、体部外面に箆押圧縦線を有するものとないものがある o

なお、 xI'類は典型XI類に対して、器形の鋭利さ、粕調、胎土などの点で若干の欠点を有するも
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皿

口縁端部は丸く引き出す。体部は緩く内湾させながら立ち上がり、高台形は椀、杯と同様であ

るo有文例があるo枢府系。 G期 (14世紀初頭~後半)の標識磁器である O

次の鉢、査、水注類は椀、皿ほど種類は出ておらず、細分するまでに到らない。 1類(定窯・耶

窯系)、 11類(広東系、化粧あり)、 111類(華南産、化粧なし)、 XI類(北方または華南)の大分類

を使用する。 IV----VIII類は空白とし、 111類以外は椀の大分類と対応させた。

鉢|類

口縁部は直口ないし若干外反し、体部は直線的。高台は肉厚の角形である o 胎土、紬調は椀I類

と同様。口縁部に輪花を有する例がある。 A期 (8世紀末----10世紀中頃)の標識磁器であるo

鉢 H類 (Fig.6)

椀11類と同系統のものであるo 無文、有文があり、有文では内面に箆と櫛目文を有する o椀11類

に比較して上質な例が多い。 1、2類と器形の特徴が異なる鉄絵鉢の例も少数ある o なお下記の鉢

皿類とは異なるものであるO

1、口縁部は亘口ないし外反。

2、玉縁。

鉢川類 (Fig.6)

椀VIII類と類似した特徴を持ち、これまで(仮)鉢VIII類として仮記号を付してきた。今回鉢111類

とする。鉄絵の例が多い。華南産。

壷・(四)耳壷・水注

i類

I類の出土例は囲内では極めて少ない。中でも左京二条二坊高陽院・ SGIA出土の査(註1)は形
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Fig.7 白磁四耳壷(1/6)

態の判明する貴重な例で、鋭利な角高台がつく o胎土、紬調は椀I類と同様である o<A期〉。

11類 (Fig.7)

2000 

胎土、粕調は椀11類と同様である O 図示したのは四耳査であるが、他に水注、瓶、中・小形査な

どがある o この四耳査の高台部特徴は高台の内側面がやや膨らみ、椀11類と似た傾向と見ることが

できるO 胴部内面に施紬しない例が多い。 <C期〉。

111類 (Fig.7)

中分類で1---3類に分けられ、 1→2→3の年代変化があり、底部・肩部・胴部形態で類別が可能で

ある o 丸く折り曲げる口縁部は四耳壷に多く、鋭く屈折する口縁部は水注に認められるが、後者

の口縁の四耳査も出土例は少数あるO 出土品では中分類の特定ができない場合が多く、各類の年

代区分境界が椀・皿と軌をーにするか判断し難い。体部下位から底部外面には施紬しない。胴部

内面に施紬されることが多く、この点でH類と区別が可能となる o 椀IV・V. VI . VII . VIII類のい

ずれかと同一窯系になる o <C---F期〉。

1、なだらかな卵形胴部に太い角高台がつく o 高台端部外面には面取りの削りを行うことが多いが、

基本的に断面は角形状を保つ。 11世紀後半---12世紀 <C期〉に出現し、 D期に継続する。

2、肩の屈曲は111-1類よりもきつくなり、高台端部外面の面取り幅が広くなるo したがって断面は

角形よりも逆台形状になる o 13世紀 <E期〉に出現する。

3、111-2類よりもさらに高合端部外面の面取り幅が広くなり、底部は厚く重い。長胴化し肩から下

-28・
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〔越州窯系青磁〕

は直線的になる o このため一層肩の屈曲は強く見える o 器肉が厚く重い。 13世紀後半~14世紀前

半 <F期後半・ G期初頭〉に位置する。

その他壷類では椀XI、IX、X類と同系の出土品があり、椀大分類の記号を使用するo

(2)越州窯系青磁

越州窯系青磁はI、11、111類に大別するo このうちI、皿類は直接系譜関係を持つ精製品であるが、

11類の各特徴は前者とかなり異質の粗製品である O

I 、 11類はA期 (V~IX期、 8世紀末~1O世紀中頃)、 111類はB期 (X~XI期、 10世紀後半~11世紀

中頃)の標識磁器であるO

椀|類 (Pig.8、Pla.14・15)

紬薬の発色が良く、色調は器面全体が茶黄色や黄緑色を呈する o胎土は淡黄灰色を呈し、密で

精良である O ただし下記の中で1-2ウ、 I・5類などの胎土は砂味が強く、多少粗い。

1、口縁部は直口で他に比べて肉厚口縁をなし、体部は直に開く。底部は蛇ノ目高台のものであるo

a、底部内面に重ね焼きの目跡はなく、全面施粕後、高台畳付の紬を削るo

b、底部内外面に目跡があり、重ね焼きをしたものをb類とする。 a類の蛇ノ目高台よりも畳付

の幅が狭い例が多い。施粕は2つの方法がみられる o (1) a類と同様全面施粕で高台畳付の

紬を削る o (2)高台畳付内が露胎もしくは体部下半以下に施粕しない。

2、輪状高台のものである O 全面施紬後高台畳付の紬を削る例が大半であるが、一部の類は体部外

面下位以下に施紬しないものがある o 高台形状は以下のようなバリエーションがあり、日跡の付

き方にも各々特徴がある o

ア、やや細く、断面方形を呈するo底部内面の目跡は細く環状に並ぶ例が多い。

イ、幅広い輪状高台で、 1類の狭い蛇ノ目と区別が困難な場合がある D

ウ、高台部外側を斜めにカットしている o この種は後述する1-5類(平底形)の底部外面周囲

を浅く引って高台とするもので、底部中央は事jらないことが多い。高台外面斜行部と底部

内面に円形・三角形状の目跡を多く持つ。体部外面下位以下に施紬しない例がある (1-2

ウ')0 また、他のI・2類よりも口径の大きい例が多い。

エ、他の2類に比べて高台の削りがやや粗い。高台端部は外側に向かつて斜めにカットするも

のが典型例である O 内面見込みに段を有することも多い。細長い目跡が環状につく O 体部

外面下位以下無粕の例がある (1・2エ，)。

オ、高い角高台で例は少ない。

文様の有無で細分するo

a、無文。

b、口縁端部に輪花と体部外面に箆押圧縦線文を有するものo

上記の他に内面に箆彫の花文など文様を有する例がある。

3、蛇ノ目高台で口縁部が内湾している o 1-1類の亜種として分けられ、口縁以外の特徴は1-1a類と
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Fig.8 越州窯系青磁椀I-III類・小椀(1/4)

-30・



〔越州窯系青磁〕

同様で、ある o b類の例はあまり見ない。

4、口縁部が僅かに内湾しているo 紬調が他の I類と異なり、色調は濃緑色を呈するo例は少ない0

5、平底(若干上げ底味)の形態のもので体部最下部および底部を回転箆削りし、重ね焼きの目跡

は体部外面最下部の斜行部と内面にある o 目跡形状は1-2ウ類と同様であるが、自の数は少ない。

体部外面下位以下は施紬しない例が大半である o I日版11-3類から1-5類に変更した。

椀 H類 (Pig.8、Pla.15・16)

I類に比べて粗質で、紬の発色の悪い場合が多く、器面の内外の発色が異なっている場合が見ら

れ、また、十分に焼成されてない為か粕にムラが多い。胎土は粗く、胎土中には黒色の斑点を含

み、精選された I類と区分けが可能であるO 底部内外面に重ね焼きの目跡があるo粗質な胎土の欠

点を補うため、化粧掛けを行う。体部外面中位から下位以下には施粕しない。なお稀に化粧を行

わない例がある。

1、旧分類の11-1類(のち1I-1a類に改変)は、その後の検討により長沙窯産と判明したので、ここ

から除外した。これに変わる器形全体の判明する例は現在ないが、今後良好な例があれば埋めて

いくこととする o

a、蛇ノ目高台で底部外面を水平に削る o

b、a類よりも畳付幅の狭いものO

2、底部は幾分上げ底風の円盤状高台を2類とする。 (b、c、e類は口縁部が類似)

a、円盤状高台の外周近くに段状の線を入れ、一見蛇ノ目風としたものである O 底部外面

中心部は削らない。

b、口縁部は直もしくはやや外反するO 外底を箆ナデし、切り離し跡を消しているo 口径18cm

前後、底径9cm前後。口縁端部に輪花を有するものもあるO

c、b類より一段小形のものO 口径15cm前後、底径7cm前後。

d、口縁部を内湾させるものo小形品の例が多い。

e、高台外面に糸切り痕跡を残しているo なお、 b、c、e類の口縁形は同一で、あるo

f、口縁部は玉縁をなす。

11・2類の円盤高台外面は切り離し後、指ないし箆で再調整しているため、切り離し痕が不明瞭と

なっている例が多い。上記のe類は旧版では「糸切り」として分類定義を与えているが、他のa~f

類についても糸切りの例はある O また、箆切りの例も考えられるo

3、1-5類に変更。欠番とするo

上記以外の11類として、輪花を持つ直口縁に高く細い輪状高台を有し、全面施紬した例が極めて

少数ある(鴻臆館跡出土)。これはI・2b類の模倣形態と考えるもので、 11類の中では高台形・施粕法

がきわめて特殊といえるo

椀川類 (Pig.8・11、Pla.16)

胎土、紬調ともにI類と同様であるが、胎土、紬はやや濃い茶色味を帯びる例も多くなる o 全面

施紬され、 I類のように高台畳付の紬を削ることは少ない。高台内に目跡が付く点から、高台径よ
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り小さな焼台を使用する点も I類と異なる o 細長い白色の目跡が外面の高台内際に4~5個程あるが、

内面にはない。

1、口縁部は直線的で、端部は丸くおさめる。高台は細くて高く、直立が大半である o 体部は腰が

丸く張り深形をなす。底部内面外周に沈線(または段)を持つ。底部外面に「太平戊寅」の箆刻

銘を持つ例があるO なお、 b類毛彫りには、口縁部が外反し高台は外聞きの例があるO

a、無文。

b、口縁端部に輪花、体部外面に箆押庄縦線を有する O 他に毛彫文、箆彫り文およびその両方

を加える例がある。文様は唐草、鳳風、鳥、蝶、花など多様であるo

2、口縁部は直口で、体部は外傾しながら直線的に立ち上がる o 高台は細くて低い。 1類に比べて

腰の張りがなく、体部は高台際から直ちに開く。高台は短く直立し端部は横ナデで丸くするが、

この際に高台内面を面取りする D 形状からみて削り高台の可能性がある O 底部内面に沈線(ない

し段)はない。大形、小形がある O 底部外面に「太平戊寅Jr巳Jr永jなど箆刻銘を持つ例があ
るor太平戊寅」は概して無文タイプに多い。
a、無文。

b、有文。細かい毛彫文の例が多い。①外面のみ施文、②内面のみ施文、③内外面施文の例が

あるo①②の例として片彫による蓮弁文を上下に数段施し、各弁の空白を細線で密に埋め

るものがある。②は底部内面に幾何学的な花文、龍文、双鳥文を施すものがあるo ③は外面

に片彫蓮弁文を数段施し、内面に鳳風文を施すものがあるo

3、椀111-1類とは異なる体部形態であり、浅形の椀とするか、皿I・1・2類の系譜を引くと考えて皿

に分類するか決定をしていない。ここでは仮に椀の中に位置づけたが、今後皿に修正した場合に

も分類記号はそのまま使用する予定であるo大形・小形があるo 後記する皿111-1類と比べて体部の

上半部が直線化し、丸味が少ない。高台は外聞きで細長く、先端を外反させる(援状)0底部外面

に箆刻銘を持つ例では「太平戊寅Jr太平戊Jr下J(または「戊J)r供jなどがある O この類でも
「太平戊寅Jは概して無文タイプに多い。

a、体部は直線的に開く O

b、内面は有文。底部内面に双鳥文、双鳳風文、双蝶文、鳥花文、花文などを施文するo また

内面全体に蓮弁文を数段施文したものや、内面に唐草文、口縁・体部に輪花を持つ良質品

の例があるo見込み外周に段を持つ。

なお、 111類はA.削り出し高台、 B.貼付高台の2者があるが、高台周囲に横ナデ再調整を行うので、

A、Bの区別困難な場合が多い。

小椀 l類 (Fig.8)

椀よりも一段小形品で、あるo分類は椀の記号に準ずるが、種類は限られるo

2bオA、高い輪高台で、その他の点は上記の大椀I・2bアA類と同様な特徴である。この種は托の上

にのる蓋の可能性がある。
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Fig.9 越州窯系青磁大椀(1/4)

2a・bアB、低い輪状高台で、上記と比べて体部は緩く内湾し腰は張らない。この体部特徴を仮にB

O 

という記号で表示するo

a、無文。

b、有文。口縁部、体部は輪花と箆押圧縦線文があり、 Aに比べて縦線文は浅く弱い。

小椀川類 (Fig.8、Pla.16)

1、椀111-1類と同様な特徴である。口縁部は外反する O

a、無文。

b、有文。体部に箆押圧縦線文を持つ例、底部内面に毛彫り文を持つ例があるo

2、椀111-2類と同様な特徴であるO

a、無文。

b、有文。

大椀・鉢

椀よりも一段大形で口径約20cm前後のものを大椀の目安とした。これよりもさらに大形のもの

の大形品である。椀と同様に

は鉢とした。分類は椀の記号に準ずるが、種類は限られる o

大椀・鉢|類 (Fig.9)

2aウ、椀1-2ウ類(輪高台、高台畳付外側斜めのカット、無文が主)
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Fig.10 越州窯系青磁杯・小杯・大杯 (1/4)

体部外面下位以下に施紬しない例(ウ， )がある。

2bアA、輪高台で断面は角形。体部は腰が深いかまたは鈍い腰折れで、この体部特徴を仮にAとい

う記号で表示する o 口縁部は外反するO 口縁部、体部は五輪花と押圧縦線文で構成される文様で

ある o縦線文は椀に比べて深く、幅広い例が多い。

5、椀I・5類(平底、体部下端斜めのカット、体部外面下位以下は施紬しない)の大形品であるが、

高台外部は外側に突出して円盤状となる点はやや異なる o 突出部は箆削りされ鋭い稜がつき、 11類

の円盤状高台とは区別できる。また目跡はやや大きな長楕円形で、 I・2ウ類よりも目跡数は少ない。

椀I・5類についても同様な傾向がある。

大椀・鉢11類 (Fig.9) 

上記の例よりさらに大きく鉢とすべきサイズである o 口縁部、体部は輪花と押圧縦線文がある O

椀11・2類と同様な粗製品で、円盤状高台や胎土、粕も等しい。なおこの鉢には上半部に褐彩を行う

例があるo

土不 l 類 (Fig.l0、Pla.17) 

底部は平底で若干上げ底風となる(ただし2類には高台を有するものがある)。全面施紬後、底
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部外周の紬を削り、ここに目跡がある。

1、口縁部は4ないし5弁の花形に造られるo 体部中位は僅かに屈曲し、底径は小さい。この鋭利な

造形は1類の特徴である o 底部内面に目跡のない例が多い。

2A、口縁端部は先が2つずつに分かれた5弁の花形に造られ、体部外面に箆押圧縦線を入れる o底

径はやや大きく、底部内面に目跡がある o 1類よりもやわらかい造形である O

2B、角高台を有する例をB類として分けるO

3、口縁端部内面には沈線が巡る。杯1-2・3類と異なり、やや深形で口径は小さい。体部は僅かに

丸味を帯びながら直口気味に立ち上がる o

土不 H 類

この器形は褐彩を有する例が多い。口縁部は僅かに外反する o 体部は直線的で、底部は平底

(若干上げ底)をなす。

坪川類 (Pig.lO、 Pla.17)

底部外面内側は浅く苧jり、碁笥底をなす。口縁部は直口で、体部は僅かに内湾しながら立ち上

がる o 内面見込みと体部との境には沈線状の段を持つ。底部外面の高台内際に目跡を有する O

大・中・小形の法量に分けられるo

a、無文。

b、有文。底部内面に双鳳風文、双鳥文、花文、また内面全体に蓮弁文を数段施文する例があ

る。輪花文のタイプには底部外面に「太平戊寅」の箆刻銘を持つ例がある o

皿 l類 (Pig.ll、Pla.17)

輪状の角高台で、胎土、粕、施紬などの特徴は椀I類と同様である O

1、体部中位で屈曲し、杯1-1類と同様な特徴であるo底部外面の割りは下記の2類よりも浅く、ま

た粗く削るため底部器肉の厚い例がある。この類は内面に目跡のない例が多い。

a、無文。

b、口縁端部に輪花を有するもの。

2、体部は丸味を帯びるo底部外面の削りは1類より丁寧な例が多い。

3、皿III-3類に変更。後記参照。

血 H類 (Pig.ll、Pla.18)

上げ底風の円盤高台をなす。体部上位は内湾気味となり、口縁端部は外反させる o 胎土、粕、

施紬とも椀II-2類と同様で、あるO 図中には若干器形の異なるものも示した。

皿川類 (Pig.ll、Pla.18)

1、旧版のI・3類をIII-l類に変更する。外聞きの細い輪状(または援状)高台で、 III-3類に比べて体

部は丸味を持つ。全面施紬o

a、口縁は直口で、体部に丸味を帯びるもの。

b、有文。
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O 

2、現在欠番であり、この番号を割り当てるべき製品の見通しも今のところない。その理由は下記

の3類に示す。今後、別の皿形が確認されれば2の番号を埋めるとしたい。

3、椀111-3類の項目を参照。今後、椀111-3類を皿に修正する場合には、 111-3類の番号はそのまま使

の

用することを考えている o

その他、壷、水注、合子、鉢などの器種については、椀で使用した大分類基準 (1、11、111)

記号をそのまま適用する o

(3)初期の龍泉窯系・同安窯系青磁 (Fig.12、Pla.18)

12世紀中頃前後に出土を開始する龍泉窯系青磁椀I類、あるいは同安窯系青磁よりも古いタイプ

0類は漸江省、福建省の両地域で生産されており、現状では龍泉の青磁を O類として区別した。

窯系、同安窯系の区別はつけ難い。その異同については、窯跡出土品の詳細な検討を待たざるを

得ない。 0類の特徴は口縁部下に鈍い屈曲点を有し、体部はラッパ状に開く o 体部形態は同安窯

とは異なる。有文のものは外面系I類に近く、龍泉窯系I類の体部形態(下位に丸味、重心を持つ)

に片万や片彫風の櫛万で縦線を施し、内面には片彫花文、櫛先による点掻文を密に入れる O 文様

は一般的に龍泉窯系I類よりも鋭利で手の込んだ劃花文といえるo胎土は灰白色、淡灰色など、紬

は深草色、黄緑色など多少のパラつきがあるが、一般的に色調は渋く、越州窯系青磁と龍泉窯系I

類の中間的特徴をなす。

0類の出土例は現在のところ大宰府、博多、平泉、熊本県祇固など少数に限られ、出土年代の

明らかなものは大宰府馬場1次淡茶色砂層 (11世紀後半下限)、条坊19次暗褐土(12世紀前半)、条
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で ず

Fig.12 初期龍泉・同安窯系青磁0類(1/4)

坊24次SEl13(12世紀前半)、博多築港1次39号井戸 (12世紀前半)などがある(表11参照)0

(4)龍泉窯系青磁

椀|類 (Pig.13・14、Pla.19・20)

口縁端部は丸く肉厚で、直口となる例が多く、若干外反するものもある。体部下位は腰が張り

重心が低い。高台は断面四角で高台内部は割りが若干浅く、このため底部は肉厚となる O 口縁部

直下から底部外面まで広範に丁寧な箆削りを行う O 高台部畳付けおよびその内部は露胎である o

胎土は綴密で灰色を呈し、紬の発色は青味を帯びた緑色を主体とするが、茶色味、黄色味などを

なす例もあり、パラつきが大きい。紬は半透明で平均的にかかる o 1類は無文もあるが、劃花文で

代表される類であるo童u花文は0類よりも空間部分が多く柔らかな表現となるが、形式化・単純化

された文様は量産化の一面をも示している。内面見込みに片万・櫛刀などの花文の他、文字(陽、

陰)の印文を加える点もI類の特徴であるO

D期 (XIV---XV期、 12世紀中頃~後半)の標識磁器であるo

1、体部内外面は無文であるが、口縁、底部内面中央など一部に文様を持つ例はある o

a、無文。

b、口縁端部に輪花を有するo

c、底部内面に文字印文がある o

2、内面に片彫蓮花文を有する。

a、花文3単位。

a'、花文2単位。

b、横から見た葉文を加えるものo 花文2単位に葉文1ないし2単位の例があるO なお、片彫花文
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Fig.14 龍泉窯系青磁椀 内面見込み文様 (1μ)

に短い櫛目文を加える亜種もあるo

3、内面に片彫文と櫛目を入れ、 2類より複雑な文様をつくる O

〔龍泉窯系青磁〕

¥と主ア
「幾何学花文J

a、片彫りで草花状ないし雲文状の文様を施し、空白部に櫛目を埋める o 文様種類が判然とし

ない場合があるO

b、片彫りで魚などの具像文を持つ。この場合魚の周囲は水性植物(蓮など)の文様かもしれ

ない。

4、二又片万または櫛万によって体部内面を5分割し、その中に飛雲文(ないし花文)を入れる o

内面見込みは3個の茸状の文様(略化した花文または雲文)を片彫りした例、花弁文の片彫り、文

字印刻などがあるo また、分割線のみで内部に文様を施さない略式形式がある (a')。

a、口縁端部に輪花がない。

b、口縁端部に輪花を有するO

c、口縁端部に輪花があり、体部内面には縦の白堆線を施す。

d、4a・bと異なり、内面の分割線及び文様を全て櫛で行う O 分割線は3単位の例があるo

5、11類へ変更。後記参照。

6、体部外面に縦の櫛目を入れ、片彫りで蓮弁文を一周させる。以下の11類とは異なり、内面に片

彫草花文や櫛目文を有する o a類は内外の文様にいくつかの類型があり、さらに細分される。 6a類

は基本的にI・2・3類と同群の中に含まれ、出土年代からみても明らかに次の11類(旧I・5) より先行

する o 6b類については先行するという確証は現在得られていないが、形式的にここに置いた。

a、口縁部は直口ないし外反させるo

b、各蓮弁の中央に稜(鏑)を有する例をb類とした。

c、I・6b類のうち外面櫛文を省略したものであるo
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7、旧版の1-7類は椀IV-エ類に変更した。後記参照。現在欠番であるo

椀 H類 (Fig.13・14、Pla.20)

体部、高台形はI・1~6類と同様で、体部外面に蓮弁の文様を有するものo II類はI・6類の内面劃

花文を略化したものとみることができる。|日版で1-5類とした類であるが、今回II類と改めるo なお、

記述方式は今後混乱が予想されるため当面は fII(旧I・5)J とする。また、!日版のII類はIV類に改

め、すでに削除している O

E期 (XVI~XVII期、 13世紀前後~前半)の標識磁器である o なおC類の一部はやや遅れて出土

する傾向があり、 F期 (13世紀中頃~14世紀初頭前後)に出現する o

a、片彫蓮弁文を描き、弁の中心線には鏑はない。

b、鏑蓮弁文。弁の中心線は稜をなす。

c、b類のうち内面見込みに細い草花文様や幾何学文様の印刻があるもの。草花文印の例は遅れ

て出土する傾向があるO

d 、文字印刻をするものo

1 . II類の底部印文例をFig.14に示した。文字(陽、陰)、動物、幾何学(蓮子?)などがあり、

幾何学文はII-a類にはあまり見ない。

椀川類 (Fig.15、Pla.20・21)

龍泉窯系の中では胎土、紬調ともに最も優品である。高台および粕色に特徴がある。高台径は

小さく、断面は細く尖り気味であるが手法は鋭利である o 不自は軽くかすんだ緑色または青緑色を

呈し、全面施粕後高台端部周辺の紬を掻き取る O その露胎部分と施紬された境の部分は赤色に発

色する。紬はI・II類に比べて厚く均一である O 胎土の器肉は薄く綴密で、灰白色を呈する O 旧版

では体部外面の蓮弁文の有無により 1、2類と分かれているが、 A.体部内外面無文、 B.内面劃花文、

c.外面蓮弁文、 B+C(BとCの併用)という記号を加える。さらに、口縁形に直口と外反があり、

「直口、外反Jと表示することにしたい。

F期 (XVII~XIX期、 13世紀中頃~14世紀初頭前後)の標識磁器である。

1、体部外面無文。

A (直口、外反)、体部内面無文。

a、口縁端部に輪花がないものo

b、口縁端部に輪花を有するものO

B (直口、外反)、内面に片万、櫛などで草花文を入れる(劃花文)。

2、体部外面に鏑蓮弁文を有するo

C (直口、外反)、蓮弁文は幅の細い例が一般的であるが、広い例もあり、それぞれ細弁・広弁

と表示する o

B+C (直口、外反)、上記のB、C類両方の文様構成を有するもの。

III'、 III類の中で高台畳付の平坦面が広いもので角高台に近くなる o この手は全体的に造形の鈍
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Fig.15 龍泉窯系青磁椀111. 1V類 (1件)

い例もあり、時期的にやや後出するか、或いは同時期の傍系の窯製品かという点が考えられる O

椀IV類 (Fig.15、Pla.21) 

IV類の基本的な分類構成は現在未完成である。その特徴は多様性を帯びており、 I、11類の系列

下および111類との系列下と見るべき例が混在するためである O 従って仮に高台形状による分類案

に留めておくが、この方法によりいくつかの器形の集約が可能とみているo

胎土はやや良質から粗質まで落差が大きく、白色細斑を多く含み、 1---111類よりも粗いものが多

数ある o 紬は黄色味を帯び、不透明、半濁化する例がある。底部外面に施粕しない例が多数で、

全面施紬後に高台畳付けの粕を削るものや高台内の粕を環状に削るものも少量ある D また、施文

も多様で、型押、印刻、貼花、箆彫、櫛目等があり、 2---3種組み合わせる例も多い。なお、外面

蓮弁文などは略化傾向が著しい。 G期 (XIX期~、 14世紀初頭~後半)の標識磁器である o

ア、低い角高台。 11類高台と類似するが、高台内側の割りは11類より深く、しかも割り方が粗く

外面中心は凸状で水平面とならない場合が多い。杯、皿、盤に多い高台である O

イ、やや高い角高台で、高台外端を広く斜めに面取りする例もある。高台内面は深く顎jるもの

と浅く割るものがあり、割り方は粗く、中央が凸状となる。体部の腰は低く、内面見込み
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Fig.16 龍泉窯系青磁束口椀(曲口椀) ・小椀 (1/4)

は広い。

ウ、角高台で体部内湾位置は(イ)よりも高台に近いため、腰の張りがやや弱い。

エ、高台外端を広く斜めに面取りするO 体部は(ア・ウ)に近い。!日版で1-7類としたものであ

る。

オ、高い高台。外面は直、内面を斜めに深く削る o

カ、碁笥底。椀にはなく、杯、皿に該当するものがある o

小椀 l類 (Fig.16、Pla.22)

椀I類と同種の胎土・紬調をなす。 D期 (XIV----XV期、 12世紀中頃----12世紀後半)の標識磁器で

ある o

1、内外面とも無文。(椀1-1類と対応)

a、口縁端部に輪花がない。

b、口縁端部に輪花を有するo

1/ a、1類のベタ底型で、高台内部の事jりを行わない。

2、口縁部に輪花を有し、片万、櫛万具で体部内面を5区分している o (椀1-4b類に対応)

3、内面に白堆線による区分けを行ない、口縁部に輪花を持つ。(椀I・4c類に対応)

4、他と器形的に若干異なり、無文で体部は高台部からやや内湾しながら立ち上がる O この例は1-1

類の亜種として把握できる D

小椀 H類 (Fig.16、Pla.22)

椀11類と同様の特徴を有し、外面体部に蓮弁文を有する o I日版では1-5類としたものである o E期

(XVI----XVII期、 13世紀初頭~前半)の標識磁器であるo
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東口椀(曲口椀)

体部は高台際から延びていき、椀、小椀の深形の形態とは異なる o 体部上位で内側に屈折し、

口縁がややすぼまる形をなす。椀に比べて出土例は少なく、細分可能なほど種類もないが、椀に

対してI~IV類に大分類は可能な例がある o I日版では椀I・6a類に分類されていたが、椀から除外し、

独立した項目を設けた。なお、将来、類例が増加する場合を考慮し、椀の分類記号をそのまま利

用することにしたい。

東口椀|類 (Fig.16)

1a、無文の例で、底部形態は椀1-1類と同様であるo

6 (b?)、体部外面に蓮弁文と櫛目文を入れるものである O この例は実見しておらず、蓮弁に鏑

の有無は不明であるo

東口椀 H類 (Fig.16、Pla.21)

b、体部外面に鏑蓮弁文を有する。

皿、 IV類については図示できるものがなく省略した。

浅形椀または皿(高台付)

次の1. n類は「条坊跡nJで「杯jとしたが、椀の特徴と近く、口径・施文も一致する点で浅形

椀ないし皿(高台付)として杯からは分離すべき器種である O 旧版の器種名から言えば、越州窯
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Fig.17 龍泉窯系青磁浅形椀・杯 (1/4)

系青磁・皿(高台付)1類→越州窯系青磁・椀(浅形椀)111-3類または皿(高台付)111-3類→龍泉

窯系青磁・浅形椀または皿(高台付)1類という系統で統一する必要が生じるO この点は後日整理

したいが、今回は仮に浅形椀として分けておく。

浅形椀 l類 (Fig.17、Pla.23)

胎土、粕、施紬は椀I類と同様である O 出土例は多くはないが、椀と対応する文様構成の出土例

があり、大方その分類を適用できる o

D期 (XIV~XV期、 12世紀中頃~後半)の標識磁器である O

1、椀1-1類と対応。内外面無文。

2、内面に片彫りの蓮花文を施す。

a、花文3単位。

a'花文2単位。

3、椀I・3と同様。内面に片彫文と櫛目を入れ、 2類より複雑な文様をつくるo
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4、体部内面を分割し、その中に飛雲文ないし略化した花文を片彫りする。

a、椀ト4a類と対応。図示例では内面の分割は3単位と思われる。

c、椀ト4c類と対応。

6、体部外面に縦の櫛目を入れ、片彫りで蓮弁文を一周させる o

a、内面に花文2単位と横から見た葉文1単位を加える例があるO

浅形椀 H類 (Fig.17、Pla.23)

椀II類の分類基準を適用するo 過去にI・5類としたものである O

E期 (XVI----XVII期、 13世紀初頭~前半)の標識磁器である o

a、体部外面に鏑のない蓮弁文を有する。

〔龍泉窯系青磁〕

b、体部外面に鏑蓮弁文を有するO 確実な例を知らないが、 a類の例により予想されるものであ

るo

坪川類 (Fig.17、Pla.23・24)

胎土、紬調、高台形状は椀111類と同様である。口縁部及び体部形状により中分類されるo

F期 (XVII---XIX期、 13世紀中頃~14世紀初頭前後)の標識磁器である o

1、体部下位をく字状に屈曲させ、ほほ直線的に外上方に立ち上がるo 口縁部は短く屈折し、上面

は平坦な面または凹面をなす。

a、無文。

b、内面見込みに蓮花文の印刻をするものO

c、内面見込みに双魚の貼付文(凸文)を有する o

なお、この種には口縁部が薄く直になり、輪花文を有する亜種があるO

2、体部の立ち上がりが1類のように屈曲せず、丸味を持ち内湾気味に立ち上がる o 口縁部は鋭く

外反し、上端は平坦面をなす。

3、体部は2類と同様に丸味があるo 口縁端部は横に長く屈折させ、上端は凹面をなすことが多く、

さらに端部はつまみ上げる O

a、無文。

b、体部内面は縦に凹面の削りを入れ、花弁形とするo

c、内面見込みに双魚の貼付文を有するO

4、器形は2類と同様で、体部外面に鏑蓮弁文を有する。

a、内面無文o

b、内面見込みに双魚の貼付文を有する。

c、内面見込みに双魚の印文を有する O

なお、口縁形において、 2、3、4類の区別は小差であり、この3者は一括した方が良いと考える O

旧版の分類に準ずるならば、 2類(上端平坦)と3、4類(上端凹面)に2分できるo

5、皿形に近いもので、体部は丸味を持ち、口縁部を薄く引き出す。この類は1~4類と口縁形が異
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なり、上記したように浅形椀または皿(高台付)に入れる方が適切かもしれない。

O lOan 

a、無文。

b、体部外面に鏑蓮弁文を施すものo

なお、 III'類についても椀同様の基準とする。

坪IV類 (Fig.17、Pla.24)

図示した例は杯111-4類の系譜として把握できるもので、高台形はア形であるo

皿 l類 (Fig.18、Pla.25)

胎土、紬調は椀I類と同様である O 体部中位で屈曲し、口縁部は直に引き出す。先端部は薄くな

るが丸味を持ち、後述の同安窯系青磁皿と区別できるo 法量により 1類と2類に分ける o D期 (XIV

-xv期、 12世紀中頃~後半)の標識磁器である。
1、底部外面は焼成前に紬を掻き取っている O
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a、無文。

b、内面見込みに箆で片彫花文を施すものo

c、片彫花文と櫛目を施すものo

2、1類と比べて小型のものであるO 底部は焼成前に粕を掻き取っているO

a、無文。

b、内面見込みに花文を有するが、施文具が1類と異なり櫛状のもので描く。

c、2b類に比べ放射状に櫛目が入り、複雑な文様構成を持つもの。

d、片彫魚文を施すものO

3、1・2類に比べ若干器形が異なり全体的に器肉が厚い。

a、全面施粕した後に底部の紬を掻き取っているo

b、体部下半および底部には施紬しない。

なお、 3類は福建省産の可能性も考えられる D

皿IV類 (Fig.18、Pla.25)

高台を有するもので、高台形について椀IV類の分類基準を適用する O

〔龍泉窯系青磁〕

〔同安窯系青磁〕

その他の器形として、盤、鉢、壷(瓶)、香炉などがあるが、細分可能なほど種類は出土してい

ない。これらについては椀の大分類I~IVを適用しておく o

(5)同安窯系青磁

胎土は粘性が強く、硬質であり、灰色、淡黄灰色を基調とする O 焼成良好な製品の紬は透明な

ガラス質で光沢があるが、黄色味、茶色味の緑色で、色調のパラつきも多い。紬膜は比較的薄く、

化粧土はない。体部下位には施紬しない。

D期 (XIV-XV期、 12世紀中頃-12世紀後半)の標識磁器であるo

椀 l類 (Fig.19、Pla.26)

1、逆台形状の厚い高台を有し、体部は高台部からやや内湾気味に外上方へ立ち上がり、体部上

位で若干内側に屈曲する O 内面見込みと体部との境に大きく段を有し、内面上位には沈線を入れ

るO 内面に箆状の施文具による略化した花文と櫛の先端で押したジグザグ状の点描文を有するO

a、外面無文。

b、外面に細かい縦の櫛目文を有する O

c、b類に比べて外面に粗い櫛目文を施す。

椀 H類 (Fig.19、Pla.26)

I類と比べて底部の器肉が厚く、口縁部を僅かに外反させる O 内外面とも無文である。

椀川類 (Fig.19、Pla.26・27)

n類と同様の形態で、体部外面に幅広の粗い縦の櫛目文を施す。

1、内面文様により細分する。
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a、内面無文o

b、櫛状の施文具により花文を描く。

c、櫛状の施文具および箆状の施文具により花文を施す。

〔同安窯系青磁〕

〔初期高麗青磁〕

2、111-1類と形態は相似するが内面見込み部分の紬を環状に掻き取るものO 内面上位には沈線を入

れる O

椀IV類 (Fig.19)

1、口縁部をく字状に外反させるもので、 11、111類に比べて器肉が薄い。

a、無文。

b、体部外面に111類と同様の粗い櫛目文を入れる。

小椀 l類 (Fig.19、Pla.27)

体部の形は龍泉窯系青磁椀I類に近いが、高台形は同安窯系椀の特徴を有し、底部外面中央は凸

状に削られるo

皿 l類 (Fig.19、Pla.27)

口縁部端は薄く尖り気味で、体部中位で屈曲する点は龍泉窯系青磁皿I類と同様であるが、屈曲

の上部は外側へ反転し、その内面は段状となる。

1、体部外面下半以下には施粕しない。

a、内外面無文。

b、内面に箆による文様とジグザグ状の櫛点描文を有する。

2、全商施粕された後、底部外面の粕を掻き取るO

a、無文。

b、内面に箆による文様とジグザグ状の櫛点描文を有する。

皿川類 (Fig.19、Pla.27)

高台付肌を111類とする o 1、2類と比べて体部は長く、屈曲は少ない。

a、無文。

b、有文。内面に櫛目を施す。

c、体部外面に縦線(櫛目文か?)を施す。

(6)初期高麗青磁

椀|類 (Fig.20、Pla.28)

胎土、粕の良質な精製品で、素文の純青磁と呼ばれるものに類するo

C期 (XII----XIII期、 11世紀後半----12世紀前半)の標識磁器であるo

1、蛇ノ目高台のタイプであるo胎土は淡灰色、灰色を呈し、綴密なもの、やや砂味のもの、やや

粗いものがある。下記のIII類に比べ精選されるo 白色粒を多く含むものもあるが、粒子はO.5mm以
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下で、均一に入っている O 紬は半透明で光沢、貫入があり、黄緑色や青味を帯びた暗緑色に発色

している O 一部施紬されていないものもあるが、全面にやや厚めの紬が施されている o 口縁は直

口で、体部は外上方へ直線的に開くか僅かに内湾する O 蛇ノ目高台内側の割り込みは浅い。内面

見込みは小さく一段凹む。体部外面から底部は回転箆削りを行うが粕のため不明な点も多い。匝

鉢内で個別焼成されたものと思われ、高台畳付けのみ白色耐火土の目跡がある。体部内外面とも

無文であるo
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〔初期高麗青磁〕

2、輪状高台のタイプである。胎土、粕、施柏、見込みの段、目跡などは1類と同様であるo

A、形はI・1類に類似し、外上方に聞きながら僅かに内湾するO 底部の器肉は薄く、輪状の角高

台をなす。無文。

B、A類に比べ深鉢形の器形で、体部は外上方へ僅かに内湾して聞き、口縁部は長めで緩やかに

外反する。体部下位から底部の器肉は厚く作られる O

a、無文。

b、口縁部内面下に横沈線を入れるものo

椀 H類 (Pig.20、Pla.28)

体部は内湾して丸味を帯び、外面に蓮弁文を有するタイプのものが多い。高台は高く外反気味

の長方形で、蓋11類とセットになる。目跡の付き方により精製品と粗製品の2種類があると思われ

るo C期 (XII~XIn期、 11世紀後半~12世紀前半)の標識磁器である o

1、精製品タイプのものである O 胎土は灰色を呈しやや粗い。 O.5mm以下の細かい白色粒が均一に

入る o 1類に近い。粕は厚めで青味の暗緑色、淡緑色で光沢、貫入がある O 半透明で発色が良くI

類に近い。 1類と同様に全面施粕されるが、畳付けの一部は施紬されない。内面見込みはI類と同様

に一段凹む。体部外面に蓮弁文を有する o 蓮弁は上位に花弁の先端部外形を細く箆描きし、各弁

に2本、弁と弁の間に1本の太い回線を縦に陰刻したもので、陰刻の幅が広いため半陽刻の外観を

呈する o 体部外面下位に細い横沈線を入れる o 上下の蓮弁の界線は文様を割り付ける際の目安と

も考えられる O 目跡は畳付けのみに付く。

a、無文。

b、体部外面有文。

2、粗製品タイプで、内面見込みと高台畳付けに目跡がつき、重ね焼きを行ったものである o

a、laと同様に無文。

b、lbと同様に体部外面有文。

椀川類 (Pig.20、Pla.28・29)

I、11類に比べ胎土、粕、手法が粗雑なもので、内外面に目跡を有し、重ね焼きによって造られ

た量産品である。胎土は灰色を基調とするが、淡灰、暗灰、灰白、淡茶灰、茶灰、灰黄、淡灰黄、

澄灰、淡樫灰色など呈する o 混入物はやや少なく生地の細かいものとO.5~2mmの白色粒子を無造

作に含む粗いものとがあり、後者の方が多い。化粧土をかけないため、胎土内の白色粒子は紬下、

白斑状を呈する O 粕調は灰緑色を基調とするものは多いが、黄緑、暗黄土、暗緑褐、濃緑、暗灰

緑、灰褐色など様々な発色がみられる o紬は大半が不透明、不鮮明で、光沢のないものや少ない

ものが多い。また、全面施紬後に高台畳付けの紬を削り取る o 高台は数方向に乱雑な削りを行う

ため畳付けに凹凸ができる O 紬は薄く施粕されるものと厚く施利されるものがある o 1、11類に比

べて紬の掛け方は均一でなく雑な感じを受けるo 法量により l、2類に分けるo

C期 (xn~XIII期、 11世紀後半----12世紀前半)の標識磁器である o

1、口径13----15cm、器高5----6cm、高台径5cm前後の小形のものであるo
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〔初期高麗青磁〕

A、体部下位は鈍く屈曲し、口縁部は短く三角形状に外反する。輪状高台を有し、高台部外面は

粗く面取りされ、稜線をなしたり、弓形をなす。高台部見込みは中央にへそ状の削り残した突起

がある o 高台部の内側の削り方は浅いものから深いものまであり、将来、細分が可能かもしれな

い。内面見込みと高台畳付けに白色耐火土の大きな目跡がある o 2類に比べて小形品のためか4足

のものが多い。

(a)、沈線なし。

b、内面に沈線を持つO

2、口径16----19cm、器高7cm、高台径7cm前後のもので、 1類よりひと回り大きい。

A、体部が直線的で口縁部が外反するか小さく三角形をなすものである。

B、体部が内湾気味で丸味を有し、口縁部が直口のものである。高台は輪状高台でやや高く太め

のものが多い。高台部外面の面取りや中央のへそ状突起は1類と同様である。

b、体部内面に沈線状の段を有する O

3、上部の器形は不明であるが、高く外反した高台を有するものである。高台部外面は面取りを行

っている O 畳付けは内側を面取りして内傾させる O 他の皿類に比べて胎土は淡茶灰色を呈し、や

や細かい。紬は暗黄土色で光沢があり、やや発色は良いが不透明で厚めに施利される O なお、こ

のタイプは椀II-2類ないし蓋II-2類の可能性もあり、分類として除外すべきかもしれない。

椀 IV類 (Fig.20)

口縁部は直口で、体部は底部から緩やかに内湾する o 輪状高台であるが、多少鈍化している。

内面見込みに小さく凹む段をつくる O 無文のほか体部外商に二段の箆描蓮弁や内面に毛彫文など

を有する例があり、細分する必要がある O 先の1----III類より後出するタイプとみられ、類を分けた。

以上のほか、内面に型押しによる凸文(浮文)を有する例もあり、分類と文様について、今後

整理を要する。

小椀川類

椀III-l類のさらに小形のものである O

皿 l類 (Fig.20)

胎土、粕調とも椀I類と同様である。椀との対応関係で、 1、2類を考えるが、現在1類の例(蛇ノ

日高台)はなく、除外すべきかもしれない。

2、輪状高台。図示したように体部内面に白堆線、口縁部に輪花を有する例があるO

皿川類 (旧杯皿類) (Fig.20、Pla.29)

全体的な特徴は椀111類と同様である D 胎土はlmm位の白色粒を含み粗い。 濃緑褐色でやや薄く

施粕され、全面施粕後、高台畳付けの粕を削り取る。光沢、貫入がある O 体部は内湾し、口縁部

は僅かに外反する o 高台はやや高い輪状高台で、外面は面取りする O 内外に白色耐火土の目跡が

あるo
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蓋 H類 (Fig.20)

椀II類とセットになる蓋であるO

1、内面に目跡はない。

2、内外面に目跡がある O

蓋川類 (Fig.20)

椀1II-3類のセットと考えられるが、 II類の無文に含まれるかもしれない。

【2)陶器の分類

〔初期高麗青磁〕

〔陶器〕

冒頭に述べたように、陶器についてはA・B.Cの群別分類を行ない、各器種を総括して産地推

定の手がかりとしているO この点については表3・4編年図の注記に示した。

盤

盤|類 (Fig.21)

1、胎土は淡黄灰色、明灰色、赤褐色などを呈する。黒色粒、白色粒を多く含み、粗くザラザラし

ている O 粕調は黄紬で、内面全体と口縁部外面に施粕され、口縁端部や口縁外面から底部は露胎

とする O 露胎の部分は赤褐色に発色する場合が多い。口縁部の紬は施軸後、拭き取ったもので、

紬が薄く残存することも多い。化粧掛けを行う o 器形は鍔状の口縁部を持ち、大きな平底でやや

上げ底をなすものも多い。口縁部内外面に重ね焼きの目跡がある o

a、無文。

b、内面に鉄絵(褐粕で施文)を有する O

I'a、口縁部上面が湾曲し、先端を曲げる o 1類よりも口縁部幅が狭い。器高は1類より高く深形で

あるo胎土・紬調と施粕の特徴は1類と同様で無文が中心であるo

2、胎土は 1類と同じで、黄紬が主体であるO 内面のみあるいは外面上部から内面に施粕され、口

唇部には施紬しない例があり、上記と同様に施粕後、紬を拭き取ったものである O 外面の露胎部

分は赤褐色、褐灰色γ 灰褐色、灰色、褐色などを呈する O 体部は丸味を有するo 口縁部は肥厚さ

せ、断面方形に近い例が多い。外面上位から内面に化粧土を有するo 口縁部に目跡を有する例が

多く、胴部にも目跡を有するものもある o

a、無文。

b、内面に鉄絵(褐紬で施文)を有するD

2'、器形は1-2類と近似するが、口縁部断面は方形よりは鈍い玉縁となる例が多い。胎土・紬調な

どは下記のII-l類と類似し、粘質味で軟質焼成も多い。 a、bの分類は上記と同様であるO

上記I類の粕には緑紬および二彩の例がある。緑紬では内面鉄絵以外に線彫文の例がある O

盤 H類 (Fig.21)

1、盤I類と同様な例もあるが、混入物がやや少なく粘質味で、やや軟質焼成となるものが多い。紫

灰色、灰白色、淡茶白色、暗灰色などを呈する o 粕は黄紬で、緑味灰黄色、黄灰色、黄褐色、灰
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Fig.21 陶器盤・小盤(1/6)
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〔陶器〕

緑色をなす場合もある。施紬はI類と同じで外面露胎部分は青紫色、赤褐色などに発色する。外面

に黄緑色などの紬が薄くかかることもある O 化粧土を有するo 器形はI類に比べ器高が高く浅鉢形

をなす。口縁部はT字、 L字形をなす。口縁部に目跡を有する O 内面は無文のものが多く、将来、

有文(鉄絵)のものが予想されるためb類を空白とした。

a、内面無文。底径割合はやや小さい。

b、内面に鉄絵を有する O

c、底径割合は大きい。

以上の盤1. 11類の胎土、粕調は四耳壷111・IV類と類似する O

盤川類 (Fig.21、Pla.29)

胎土は淡灰色、黄灰色を呈し、比較的精良で均一だが粉味を帯び、少数の白色微粒子を混入す

るO 粕は磁器質で黄褐色、茶褐色を基調とする O 稀に濃茶色(鉄紬)の例がある O 内面全体と体

部外面上位一部に施粕される。口縁部の紬は施紬後、拭き取る O 化粧土を有する。口縁部はL字形

や玉縁状をなし、口縁端内面は若干突出する o 体部外面下半は回転箆削りされ、体部最下位また

は底部外周に面取りを行う o 底部は平底でやや上げ底をなす。口縁部に目跡を有する O

a、無文。

b、内面に鉄絵を有する O

また、濃茶色紬の例は底部内面中央に印文を持つ例がある O

小盤

小盤 i類 (Fig.21)

2、盤I・2類に対応する小形品である O

a、無文。

b、内面に鉄絵を有する o

2'，盤I・2'類に対応する小形品である O

小盤 H類 (Fig.21)

1、a、内面無文。底径割合はやや小さい。盤II-la類に対応する小形品であるo

鉢

鉢|類 (Fig.22、Pla.29)

胎土は暗紫灰色をなし、小豆色、灰色、青灰色、黒灰色、赤褐色、褐色、明褐色、灰赤色など

を呈する場合もある。大粒の白色砂を多く含む粗い胎土で饗I-IV類の胎土と類似するものがある。

体部は丸味を有し、底部は平底をなす。口縁部内面には1条から数条の突起を有する O 体部外面下

半は粗く回転箆削りされ凹凸が多く、外面最下位は箆による器面調整があり、底部は未調整で板

起こしを行なっていると思われる o 内面はあばた状の凹みが多く器面は研磨されていることから

握鉢に使用されたと考えられる o 底部内外や口縁部に砂、粘土混合の大きな目跡がある。
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Fig.22 陶器鉢 (1/6)

-56・

1 -3 

30αn 



1、無粕。表面は淡茶色、暗茶褐色、暗褐色、黄灰色を呈するo

a、口縁部内面に一条の突起を有し、外面に平行叩き目を有する。

b、口縁部内面の突起は一条で、口縁端部が内面にせり出し、二条の突起にみえるO

c、口縁部内面に数条の突起を有するo

〔陶器〕

2、施粕するものを2類とした。明緑灰色、淡褐色、灰白色などの薄い紬が口縁部内外や内面ある

いは外面の一部にかかる o

a、口縁部内面に一条の突起を有する。

b、口縁部が外反するO

3、胎土は暗灰色、暗茶灰色をなし、 lmm前後の白色粒子を多く含み粗い。口縁部は肥厚した鈍い

玉縁状で、体部は内湾する o 底部は平底と考えられるが欠損し不明。無利陶器と考えられるが、

濁黄灰色の粕状のものが口縁部を除き内外にかかる例があり、胎土とのなじみが悪く、これが剥

落している場合が多い。紬状のものはガラス津と見る意見もあるO 水注X類と同質の胎土であるO

鉢 H類 (Fig.22)

1、a、胎土は褐色、赤褐色、灰黄色を呈する。口縁部内外のみに茶褐色の紬を施し、他の部分は

無紬である O 器面は暗褐色、黒褐色、紫褐色を呈する O 口縁部は長く肥厚させる O 底部は平底を

なす。内面に6---13本前後の櫛目を縦に入れ、摺鉢に使用されたと考えられる。口縁部外面下や端

部内面には目跡がある O 小鉢II-l類の例も図示したO

なお旧版ではlb---c、11-2類をあげ、摺り目を有する亜種としたが、これらについてはl-a類と同

群に属するか疑問もあり、今回削除しておく o

鉢川類 (Fig.22)

胎土は茶褐色、灰色が主体で、樺色、明灰褐色、淡灰色、淡赤灰色などを呈する場合もある o

白色砂を多く含むものや紫色粒の入るものもある。黄白色、灰緑色、灰褐色、時褐色、暗茶褐色

などの紬が薄く施粕される。体部上位は内湾し「く」の字形に外反する口縁部がつく。胴部はや

や深めの鉢形をなし、碁笥底風の底部がつく。体部外面下半は回転箆削りを行う。内傾した口縁

部内面と体部外面中下位に目跡を有するo

1、最大径が胴部上位にあるO

2、最大径が胴部中位にあるO 口縁部外面下に沈線が一本入る O

鉢IV類 (Fig.22、Pla.29)

胎土は暗茶褐色が主体で、赤褐色、紫灰色、樫灰色などを呈する場合もある O 細かい白色砂を

少量含む。光沢のある暗茶褐色の紬が内面全体から体部外面下位にかけて施される O 体部外面下

位と底部外面は露胎で暗赤褐色を呈する。粕のなじみが悪く白濁化するものがある o 口縁部は折

り曲げて玉縁状に肥厚させ、体部は丸味を有し、底部は平底ないしやや上げ底をなす。体部下半

は箆削りされる o 胎土、紬調は水注V'VI類に類似する O

1、体部上半は直立する。口縁部内商と体部外面下位に目跡がある o

2、口縁部が内側に入り肩が張った形態を有するもので、目跡は肩の外面のみにみられ体部下位に
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Fig.23 陶器水注 (1/6)
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はない。

他に1類の小形品があるo

鉢VI類 (Fig.22)

〔陶器〕

胎土は明樟色、明褐色を呈し精良である O 白色砂や暗紫色粒を含むものがある o 黄色、明燈灰

色、茶褐色の紬を薄く施す。器形は浅い鉢状をなし体部は開く o 口縁部は肥厚させ「ハJの字形

に外側へ開く o 底部は碁笥底風のものo 体部外面下半は回転箆削りを施す。口縁部外面に目跡が

あるo

1、口径30cm前後の大形品。口径20cm前後の小形品については「条坊跡nJでVI-2類としたが、今

回小鉢VI・1類と変更する o

フjくj主

水注 H類 (Fig.23)

手由は黄色味を帯びる茶褐色紬で、胎土となじまず剥落しやすい例がある o 口縁部は水平に屈折

し、上面が窪む例もある。頚部は上方が開く。把手は2、3本の縦沈線が入る。底部は輪状高台に

つくるo 体部外面の中下位に箆削りを行う O

水注川類 (Fig.23)

胎土は暗茶褐色、赤褐色などが主体で、紬調は光沢のある暗茶褐色、暗褐色などを呈する O 小

形品で、口縁部は皿形に聞き、頚部は細い。胴部に注目はなく、口縁部の一端(把手の反対側)

を摘み出して注口とする o 底部は平底。下記の水注V、VI類と同質であるO

水注IV類 (Fig.23)

胎土は茶色を呈する。紬調は黄色味の緑黄色粕で、底部外面は露胎である o 紬は胎土と馴染み

が悪く剥落しやすい。頚部は下方が聞き胴部との境に小さな段をつくるo 口縁部は角形に肥厚さ

せる o 注口と把手は対称に位置し、その90度回転させた位置に双耳が付く o 高台畳付けは蛇ノ目

状(または幅広の輪高台)に削り出されるo 胴部外面下半は箆削りされるo

水注V類 (Fig.23、Pla.30)

胎土は暗茶褐色が主体で、淡黒鼠色、暗灰褐色、暗灰紫色、黒褐色、赤褐色などを呈する場合

もある。細かい白色砂を含み綴密である。紬調は光沢のある暗茶褐色紬、明褐色紬で胴部外面下

位、底部外面を除き施される o 露胎部分の器面は胎土と同様に暗茶褐色、赤褐色などを呈する o

口縁部上面の紬は拭き取る。紬は素地となじまず白濁しているものがあるo 頚部はやや長く下方

はわずかに開く o 口縁部は断面三角形に肥厚させるものが多い。胴部外面下半は回転箆削りされ

る。注目と把手は対称に付き、その位置から90度回転させた位置に輪状に曲げた縦長の耳を1対有

する。胎土、粕は鉢IV類と類似。

1、口縁が玉縁状に近く、底部は平底でやや上げ底をなす。

a、耳は片面に1個つくものo

b、耳は片面に2個つくものo
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〔陶器〕

2、口縁が三角形をなし内面は若干凹み、底部は円盤状に削り出され平底または上げ底をなす。

a、1類と同様。

b、l類と同様。

水注VI類 (Fig.23、Pla.30)

胎土は赤灰色、暗茶灰色。紬は暗茶褐色で光沢があり、体部外面下位以下は施糊されない。口

縁部上面の紬は拭き取る O 耳は輪状に曲げ、横形に貼付ける O 底部は平底。体部中位下には目跡

があり(推定15個前後)、鉢IV-1類と重ね焼きを行なった可能性がある。

水注VII類 (Fig.23、Pla.30)

胎土は灰色で白色粒を含む。粕は暗茶褐色で光沢はなく内外に施紬する O 口縁部内面に5~6個

のやや大きな自跡がある O

水注VIII類 (Fig.23、Pla.30)

胎土は灰燈色、暗茶色などを呈し、白色粒、黒色斑点を含む。紬は暗茶褐色、灰緑色などで底

部外面を除き薄く施紬される o 口縁部は「くJ字形に外反し頚部と胴部の境は鈍い段となって明

瞭ではない。口縁部内面に白色目跡がある O 四耳壷VI、VII類の形態と類似する O

水注X類 (Fig.23;

胎土は鉢1-3類と同様で粗く、無紬陶器である O 濁黄灰色の紬状のものが付着しガラス津と見ら

れる点で、ガラス土甘塙として使用されたとの意見もある o 口縁部は盤状で端部の一部を摘み出し

て注目としている O 底部は平底で体部下位が屈曲する O

耳壷(双耳童、四耳壷、六耳査)

耳壷 H類 (Fig.24、Pla.31)

胎土は暗褐色、淡赤灰色で粘質l床を帯び、白色粒を含む。紬は薄い茶褐色紬の上に暗褐色紬を

流す。頚部内面から外面下位にかけ施紬され、口縁部内面の紬は拭き取る O 化粧土を伴う o 頚部

と胴部の境は鈍く段をつくるが明瞭に区別がつく o 口縁部は玉縁状に肥厚させる。横形の四耳を

肩上位に貼付ける D

耳壷川類 (Fig.24)

胎土は淡黄灰色を呈する o 黒色粒、白色砂を多く含みざらついている O 器形の最大径は胴部上

位にあり、やや肩が張った形態をとるo 頚部は胴部から直に上方へ屈折し、断面方形ないし玉縁

状に肥厚させた口縁がつく O 肩音ISに2条の凹線を入れた横形の四耳を有するO 胎土、紬調は盤I類に

類似する o2種に大別されるo

1、緑褐色の単色粕で、稀に暗茶褐色粕の例があるO 胴部に波状箆文、横耳聞に箆ないし印文を有

する。 2類よりも口径の小さな例が多い。

2、外商から頚部内面に黄紬(茶色味ないし緑味を呈する場合もある)をかけ、さらに肩部外面に

暗茶褐色柚を流す。頚部は口径が広い。伝福岡県久山町出土の黄紬鉄彩四耳大壷に代表される O

耳壷IV類 (Fig.24、Pla.31・32)
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III類の後出型のものである。胎土は淡灰色、黄灰色、灰白色を呈し、 111類よりも粘質味を帯び

軟質でやや粗製のっくりであるO 口縁部内外面から体部下半に施紬され、口縁部の紬は拭き取るO

化粧土がある。形態は111類に類似するが、頚部は口径が小さく中央部で外側に脹む。胴部内面に

は円盤状当て具痕がある。 111類と同じく2種に大別されるD

1、緑褐色の単色紬で、肩部に横形の四耳を貼付け、各耳の聞に印文がある。「蓮花王御査」と呼

ばれる伝世唐物茶査(註2)に類品がある o

2、粕は黄緑色で肩部より暗茶褐色紬を流す。耳は縦形六耳で、外面に2条の凹線を有する O 印文

はない。

耳壷V類 (Fig.24)

胎土は茶灰色、極灰色、明灰色、灰褐色などを呈する o赤紫色粒の入るものがある O 紬は黄白

色、茶灰色、褐灰色、褐色などに発色し単色紬の例が多いが、肩部外面に灰緑色、暗灰褐色、茶

灰色などの粕を流すものがある O 肩部外面に横沈線、波状沈線を入れるものがある o 胴部上位に

最大径を有し、頚部と胴部の境は明瞭である o 頚部は下方が聞き、外反ないし水平に屈折する口

縁部がつく O 肩部は横形の四耳を有する o 底部は外面中央を扶り、輪状ないし蛇ノ目状の高台に

するO 胴部外面上位から底部にかけ回転箆削りを施す。口縁内面や胴部外面下位に目跡を有するO

胴部器形で2種に大別するO

1、胴部が膨らみ球胴に近い。

2、1類より器高が高く長胴となる。

耳査VI類 (Fig.24、Pla.31) 

胎土は灰色、赤灰色、茶灰色、暗褐色、 l明樫灰色、暗灰色などを呈し、黒色粒や紫色粒を含む。

粕は灰褐色、灰緑色、淡茶灰色、緑味黄灰色、稀に黒褐色を呈する o 発色が様々で一定でない。

胴部外面上位に黒褐色、茶褐色、暗緑褐色紬を流すものも多い。全面に施粕するものと底部外面

のみを露胎とするものがある o胴部外面上位に横沈線、波状沈線を入れるものもある o 頚部と胴

部の境は不明瞭で樽形の形態に近い。口縁部は「く j字形に外反する O 胴部上位は横形の四耳を

有する O 器高20cm前後、口径1O~15cm前後の小形品の類に属する O 胴部外面上、中位から底部は

箆削りされ、口縁内面や胴部外面下位に目跡があるo 高台形状で2種に大別する。

1、幅広の畳付で内側がやや浮き、体部下位は若干外反する O 口縁部内傾面のみ目跡のつく例が多

¥';)0 

2、碁笥底風の輪状高台で体部下位は外反しない。口縁部と体部外面下位に目跡がある。推定6~7

個。

耳壷VII類 (Fig.24、Pla.31)

胎土は淡赤灰色、灰色、緑味灰色、黄灰色、明灰色、茶色、暗褐色などを呈する o 暗紫色粒を

含むVl類に似た胎土のものがあるが、良質で白色砂の入るものも多い。粕は光沢のある灰緑色紬

のものが多いが暗褐色、暗茶褐色、暗灰褐色に発色する場合もある o 内外面施糊され、胴部外面

上位に褐紬、暗茶褐紬を流す。胴部外面上位に横沈線、波状沈線を有する o VI-l類と同様な形態
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であるが、器高30cm前後の大型品でVI類より精製されている。胴部外面中位以下は回転箆削りさ

れ、口縁部内面に9~ 1O個前後の目跡がある o

耳壷XI類 (Fig.24、Pla.32)

胎土は灰褐色で白色砂や黒色斑点が入るO 無意由で外面は黄灰褐色をなす。胴部外面に平行叩き、

内面に円盤状当て具痕を残すものがある o 器壁は薄いため大きさの割には軽い。底部は平底で、

長胴形。頚部は短く直立し、口縁部は肥厚させる。肩部に縦形の耳を付ける o 耳は双耳と四耳の

例があるO

耳査XII類 (Fig.24、Pla.32)

胎土は茶灰色系で灰色、暗灰色、淡茶灰色などを呈し、黒色斑点や白色砂がやや多く粗い。た

だし別項目に記す斐の胎土よりは密である o紬は明茶褐色、暗茶褐色利で光沢は少ないものが多

く、底部内外面、胴部内面を除き薄く施糊される O 内面は露胎であるが紬は落下する O 大形品で

胴部上位が張る O 頚部は全体からみれば短く小さい。胴部外面は平行叩き、内面は円盤状当て具

痕が残る。胴部外面下半は粗い回転箆削りを施し凹凸がつく O 底部外聞に粗い白色砂が多くつく O

1、直立した頚部に折り曲げて肥厚させた口縁がつくもので、縦長の四耳を有する。

2、下方に広がる頚部で、口縁はあまり肥厚せず外面に突帯を持つ。肩部に双耳を有する例と報告

される(条坊II-Fig17、大宰府史跡調査分)。ただし欠損部分もあり、 1類と同様な縦長の四耳の可

能性もある。 1類との差は少なく、 1類に含めていいかもしれない。

3、l類の胴部を短くしたもので、その他の特徴は1類と同様であるo器肉も 1類同様に厚く重たい。

なお上の1類、に類似した長胴凶耳壷で、古く遡る例が博多で報告されている(表4-19)0 口縁部は

あまり肥厚しないもので、この群に入るならば追加分類が必要となるが、今後の検討としておく o

耳壷XIII類 (Fig.24)

胎土、紬調は鉢IV類、水注V'VI類などと類似するo 胴部は長胴で肩に縦形の双耳、四耳を持つ。

底部は平底で上げ底となることが多い。口縁部の形態に特色があり、断面が長い三角状で外面下

方が膨らみ、内行した幅広い縁帯となる。縁帯外面は凹面をなすことが多い。

1、耳が付かないものoI条坊mJでは壷111類としたものであるが、今回分類を変更した。

2、耳が付くものO

耳壷XIV類 (Fig.24)

胎士、紬調は鉢IV類、水注V'VI類などと類似する O 胴部は張りが強く球胴に近い。肩部には環

状に曲げた横形の凹耳を持つ。頚部は短く内行気味に立ちあがり、口縁は断面三角形に近い。底

部は平底。

壷(無耳壷)

壷 i類 (Fig.25)

I類は各種形態が含まれているが、現在整理中であり、下記には記号化した一部を掲載した。

胎土は褐色味の灰色を呈し精良であるが黒色斑点を含む。粕は黄緑色、淡黄緑色、灰褐色紬で
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一長~~~j 1l-1 

。 30cm 

Fig.25 陶器壷(1/6) 

あるo 器形は長胴形で、頚部と胴部の境は段がつき明瞭である O

l、最大径を胴部上位に有し、口縁部は外反ないし玉縁状に肥厚させる O 口縁部と短い頚部が分離

できるもの。底部は平底であるO

2、口縁部は逆三角形状に肥厚させる O 口縁部と頚部が分離できず不明瞭なものO 底部は平底であ

る。この類の施粕範囲は狭く、体部上位の内外に限られる。

他に底部が輪状高台をなす一群があり、今後記号化したい。

壷 H類 (Fig.25、Pla.33)

胎土は淡茶灰色・淡黄灰色で白色粒を少量含み、精良である O 紬は茶褐色・緑褐色・灰緑色な

どで内外面施粕され光沢がある O 口縁部は断面三角形で横へ引き出す。胴部はやや膨らみをもっ

長胴で、頚部はす詰まり状となり短く目立たない。

l、単色紬で、底部は平底でやや上げ底をなす。胴部上位に波状沈線、横沈線を入れる O 口縁部上
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面、底部外周縁などに白色目跡がある。

2、肩部に暗茶褐色紬を流す。 1類よりも一段大形で、底部は碁笥底状をなす。肩部あるいは口縁

部外面に白色砂目跡がある o

壷IV類 (Fig.25、Pla.33)

胎土は灰色を基調とし、茶褐色、赤褐色、淡茶灰色、灰色、灰褐色、紫灰色など様々な色調を

なし、通例では黒色斑点を含み、白色粒が少量入る例もある o 紬は光沢のない暗茶褐色が主体で

あるが、茶褐色、暗茶褐、黒褐色紬、稀に灰褐色に発色するものもある O 内外面に薄く施紬され

るが、体部外面下位以下は施刺しない例もある。器形は長胴形で胴部上位から中位が膨らむ。口

縁部は「く」字形に短く外反する O 底部は箆削りされる。胴部外面中位以下は粗く回転箆削りさ

れ凹凸がある O 底部外面に大きく 3ケ所の目跡が付くのが通例であり、口縁部に目跡のつく例は少

ない。

1、胴部が長く口縁部が内傾し短く外反する。器高30cm前後のものO

a、平底もしくは上げ底風のものo

b、底部内面を扶り高台状につくるものO 多くは鈍い扶りで明瞭な高台をなさないo a類の変形

かとも考えられるO

2、a、胴部が短く小形(器高22.0cm前後)のものO

3、口縁部が断面三角形をなす。

a、平底もしくは上げ底風のものo

b、高台状をなすものO

壷V類 (Fig.25)

この種の器形は比較的雑なものからやや上質のものまでばらつきがあるが、ここには器形、手

法とも端正な部類に属するものをあげた。胎土は灰色をなし混入物はなく精良である O 紬は黒茶

色で鈍い艶があり、均一で滑らかである。内外全面施紬され、その後口縁部上聞の紬を拭き取り、

底部外周の粕は削り取る O 胴部は樽形であるが、上部に低い段をつけ頚部との境をつくる。口縁

部は鋭く横に引き出す。底部は平底でやや上げ底をなし、大きく環状に砂目がつく(または3方の

目とも考えられる)。体部中位やや上から回転箆削り痕を残し、器面にその凹凸を残すが比較的丁

寧な手法であるO

壷(仮)XV類

小形品に属する瓶形。胎土は淡黄灰色系で、白色粒を含み綴密。薄手で焼成は良い。紬は茶色、

濃茶色などを呈し、施紬は局部的で、口縁部内外と肩部上位に止まる O 長胴で短く小さな頚部が

つく o底部は平底で底径は比較的大きい。胴部内面はロクロ目が強く凹凸をなす。肩部上位に目

跡がつく O 博多(森本分類)のA群111類褐紬小口瓶に相当するものであるO

窒

要1--Y類の底部は平底で外面に砂が多く付着するo 口径に対して底径は小さい。
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護 l類 (Fig.26)

胎土は赤褐色を呈し白色砂を多く含む。紬調は灰黄色紬で白濁して発色の悪いものがあるo 口

縁部、底部を除き内外商に薄く施粕される O 口縁部の紬は拭き取っている o 口縁部は内側へ屈折

し外面に稜線をつくるo 内面に同心円の当て具痕を有するO

聾 H類 (Fig.26、Pla.33)

胎土は赤褐色を呈しI類と類似し、白色砂、紫色粒を多く含む。紬は緑褐色、暗緑色紬で口縁部

を除き施糊される。内外に数度流し掛けされるため紬はやや厚い。口縁部の紬は拭き取っているO

口縁部はL字形をなし、上部は厚く端部は内面に突き出す。口縁部外面と体部の境は太い凹線状を

なす。胴部外面は目の粗い平行叩き、内面は同心円の当て具痕である o

聾川類 (Fig.26)

胎土は暗茶褐色、褐色、紫灰色、暗赤色を呈し、白色砂や紫色粒を含む。白黄色、暗灰緑色紬

を内外に施す。口縁部は2又に分かれY字形をなす。胴部はI、11類に比べ強く張る O 内面は同心円

状の当て具痕を有し、その上を横ナデ調整で消しているものがあり、外面は平行叩き目の上を横

ナデ調整するものもあるo

聾IV類 (Fig.26)

胎土は紫灰色を呈し白色砂が多い。粕調は暗緑褐色、灰緑色紬で口縁部以外に施粕する O 胴音IS

内面は施紬しないが、黄褐色紬を内面に薄く施すものがある。胴部は丸味を有し口縁部は内湾す

る無頚査形のものである o 口縁部は上端へ次第に肥厚させ、内外面ないし外面のみに深い横沈線

を入れて胴部との境をつける O 肩部に縦形の四耳を有する or条坊nJでは縦形の四耳を1類、横形
の四耳を2類として分類したが、耳の付け方は乱雑な例もあり、横形とした例は斜めに曲がって付

けられた可能性もあるので1・2類の分類記号は今回削除した。法量に大小がある O 胴部外面は平

行叩き、内面は円盤状当て具痕がある O 破片の場合、他の護とは内面の当て具の違いで分類可能

と思われるO

要V類 (Fig.26)

1 ---IV類より器高の低い中形品で、分類番号を今回追加した。 11類のE種とも考えられるが、口

縁部断面はT字形でやや異なる。内面は同心円状の当て具痕を有する O 粕は褐色、濁灰黄色などを

呈するO この類には軟質で無紬らしい例もある。

註 (4章)

l 、百瀬正恒「平安京跡出土の中国陶磁器一1O~1l世紀の白磁、青磁を中心にしてJ r貿易陶磁研究No.6J1986 
2、「蓮花王御査J伝世居物茶壷に類品。福岡県柳川市立花邸の所蔵品に類品がある。
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表 3、貿易陶磁鉢・盤編年表

(表3)1福岡市鴻櫨館跡SK02，2・4鴻臆館跡SK56，3鴻JIt鉛跡SK255，5・6鴻櫨館跡SKOl，7・8大宰府条坊跡、
19次暗褐土， 9福岡市博多築港2次541土機， 10大宰府南条坊跡2次3層， 11大宰府南条坊跡2次4府. 12博多築港

2次626土城， 13大宰府史跡39-3次， 14大宰府条幼跡11次SK050，15大宰府条坊跡27次SK205.16博多!お照町C.Dほ
259土横， 17大宰府史跡70次SEI770，18大宰府南条坊跡SD501，19・21-24・28大宰附条坊跡19次SK004.20大宰

府南条坊跡SK617，25大宰府南条坊跡4，26大宰府南条t}j跡SK41O， 27博多祇|曜|駅/1¥入LJl号土峨 * 4は位州然系
青磁鉢H類 AIII下(8)A2群(23・24)B2苦手(15-18)B3醇(21・22)CI群(9-12・25?・26?) 

C2群(28)・器種名のつかない数字のみは鉢

(表4)1大宰府条坊跡27次SD202，2大宰府条坊跡29次SDl30，3大宰府条坊跡27次SK157，4大宰府条坊i跡27次黒褐土

凹み， 5大宰府条坊跡27次SX232.6愛媛県松山市石手町経塚， 7福岡市博多聖福寺境内. 8京都郡勝山町松凶経塚.
9大宰府条坊跡27次暗灰粘， 10久偶米市横道SK424，11大宰府条坊跡14次j天褐土. 12大宰府史跡39-1次SE870，.13

大宰府史跡119次SD3500，14大*Tff条坊跡27次SX163，15大宰府南条坊跡2次， 16・17博多. 18博多i汚引錫げ. 19 
博多14次B区中燭.20浮羽郡111主丸町観音寺5号経塚.21-25・30・34-38・40・41・45大宰府条t}j跡19次SKOω.26・
27博多祇園駅出入口 l号土減， 28・42・43・46・48博多.29・32佐賀県霊仙寺.31・33大宰府条坊跡19次SD∞1.
44大宰府南条坊跡SE509.47 t奇玉県東松戸市岡・光福寺境内 本 6・29・32・47以外は福岡県

青磁(1)白磁(2-6・21.22・47)他l;t向器高成無車h陶器(12-15) 数字は分類番号
陶器 BI鮮(7・8) CI群(10・11) A2群(24-27) 水=水注

B211'F(l6-18) C2群(39.40) 耳=双耳

B3群(29-34) 数字のみは蛮(無耳)

*表3 ・ 4は山本信夫・山本信~ r'l'世食器の地域惇…10.九州・南西宮昔J.".¥Jr国立llit:史民俗博物館研究報告j第71集1997を若干訂正している。
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・山本信夫「大宰府の発掘と中国陶磁Jr北九州の中国陶磁』北九州市立考古博物館 1988 

-山本信夫「北宋期貿易陶磁器の編年.大宰府出土例を中心として-Jr貿易陶磁研究 NO.8J 貿易陶磁研究会 1988 

・山本信夫「太宰府の中国陶磁 .白磁分類の問題点-Jr古文化談叢第20集(中)j1989 

-山本信夫「太宰府市における情報整理一わが研究室における考古学資料の収集方法一Jr第2回考古学におけるパー
ソナルコンピュータ一利用の現状J帝塚山考古学研究所1989

・山本信夫 r11・12世紀の貿易陶磁器 ・1980年代の編年研究を中心として-Jr貿易陶磁研究 NO.1OJ 貿易陶磁研

究会1990

・山本信夫「大宰府における13世紀中国陶磁の一群Jr貿易陶磁研究 NO.lOJ 貿易陶磁研究会1990

-山本信夫「九州地方一波涛を越えたイスラム陶器一Jr東洋陶磁学会会報 第14号』東洋陶磁学会1991

・山本信夫「東南アジアの9一11世紀貿易陶磁Jr貿易陶磁研究 No.llJ 1991 

・山本信夫「大宰府の陶磁器Jr貿易陶磁研究会 九州大会資料J1992 

・山本信夫「大宰府と貿易陶磁J(第2編第10章第2節)r太宰府市史』太宰府市1992

-山本信夫「中世土器の様相、中世の土器・陶磁器J(第3編第6章第l節、第2~íH.3) r太宰府市史』太宰府市1992

・山本信夫「九州地方一平安時代前半の墳墓と貿易陶磁-J r東洋陶磁学会会報第17号j東洋陶磁学会1992

・山本信夫「大宰府における i折江省青磁の変遷8世紀末~14世紀・J rNew Light on Chinese Yue and Longquan WaresJ 

香港大学亜洲研究中心 Chuimci Ho編1994

・山本信夫「九州地方一離島の初期貿易陶磁器と新発見の白磁Jr東洋陶磁学会会報第26号j東洋陶磁学会1995

-山本信夫「ベトナム中部の陶磁器生産と貿易ーゴーサイン窯跡群の発掘調査一Jr東洋陶磁第23. 24号』東洋陶磁

学会1995

-山本信夫「北宋期越州窯系青磁の検討Jr大宰府陶磁器研究.森田勉氏遺稿集・追悼論文集-J1995 

-山本信夫・山村信築「中世食器の地域性.九州'I-Jr~I:1世食文化の基礎的研究 国立歴史民俗博物館研究報告 第71集』

1997 

-山本信夫 r<特論)新安海底遺物Jr考古学による日本歴史10対外交渉』雄山間出版 1997 

・山本信夫「中世前期の貿易陶磁器Jr概説 中世の土器・向磁器』真陽社 1995 

-山本信夫「森田氏の考古学と作品Jr大宰府陶磁号制f究j森田勉氏遺稿集・追悼集刊行会 1995 

-山本信夫「九州地方の消費遺跡から見た宋・元時代の龍泉窯青磁Jrシンポジウム「宋・元時代の龍泉窯青磁を考
えるJj1999 

-山本信夫「中世前期の貿易陶磁器 ~その分析視点~J r原遺跡七郎丸1地区・口寺田遺跡j 国東町教委 1999

・横田賢次郎・森本朝子・山本信夫「新安沈船と大宰府・博多の貿易陶磁器ー森田勉氏の研究成果に寄せて-Jr貿易陶
磁研究No.9J1989 

-金武正紀「ピロースクタイプ白磁碗についてJr貿易陶磁研究JNO.8貿易陶磁研究会 1988

・森田勉「毛彫文様のある二、三の青磁についてJr古文化談叢6J1979 

-森田勉「大宰府の出土品土器、陶磁罷Jr仏教芸術146J1983 

・森田勉「北部九州出土の高麗陶磁器一編年試案一Jr貿易陶磁研究No.5J1985 

・森田勉「九州の紀年銘資料共伴の出土陶磁器Jr貿易陶磁研究No.6J1986 

折尾学・森本朝子「福岡域社Jr福岡市高速鉄道関係埋蔵文化財調査報告mJ1983 

-森本朝子「博多出土貿易陶磁分類表Jr福岡市高速鉄道関係埋蔵文化財調査報告IVJ 1984 

・池崎譲二・森本朝子「博多出土北宋後半期の貿易陶磁Jr貿易陶磁研究No.8J1988 

・森本朝子 rl2世紀の中国陶磁に関する新知見Jr博多研究会誌 第4号J1996 

-森本朝子「博多出土の貿易陶磁 その分類試案Jr博多研究会誌 第5号J1997 

・出光美術館編「近年発見の窯社出土中国陶磁展J1982 
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5、磁器の属性

0属性対照表の活用について

本表は陶磁器分類の際に手引きとして活用するための補足資料である。

ここには陶磁器の属性を分類別に総括し、破片の同定を可能とするための要点を示して

おり、実際に太宰府市では整理作業や報告書作成にこれを活用しているo

この表によって、陶磁器の分析に有効な視点が得られると確信するが、統計資料数がま

だ少ない類もあり、的確な属性分析にまで完壁に到達しているというわけではない。特に

表中の記号空欄部分は一定属性として決め難い点を残しており、今後の検討を要する。ま

た記号化した部分においても多少の修正が生じると思うが、この点については今後、随時

補正していきたい。

なお分析における制限については以下の点に注意して欲しい。

1、ここでは14世紀中頃までの陶磁器分類にとどめ、後半以降出土する類については含め

ていない。

2、属性は比較的典型的な特徴という点に絞り込まれているo ぱらつきのある部分も含め

ると項目作成は難点が生じるためである O この点については同一分類内における個体性よ

りも一般性の抽出を目指している。

3、各項目の適否は上記分類の範囲内という制限があり、これ以外の未分類のものまで援

用できるとは限らない。しかし、各分類の系列内であると判断できる場合は、部分的に援

用は可能である O

4、同定しようとする陶磁の属性項目のうち、何項目が該当するかという点は大事である O

例えば、 10項目中、 8項目が該当するならば、かなりの確率で分類同定が正しいと予想され

るO

(凡例)
各項目の属性番号1、2…は各陶磁器分類の〔表〕と対応する。

×は表では表しにくい内容を付加した。

は確定した分類ではなく、現在使用している仮番号であるO

〔表〕中の記号については次の意味を示す。

0……一部分該当する O

.……大部分該当するO

-異質。

企……他の項目と重複するが、注意を要する点。一例をあげると、皿は内面底部と体

部の境が不明瞭な器種があるO 体部中下位に付く圏沈線は、見込み外周と見

るか、体部内面の装飾的圏沈線とみるか判断は難しい。この例では「見込み段

2 (の例が多い)Jに.印を付け、さらに「文様・体部内面・横沈線jにA印

を付けて、両項目からアプローチできるように配慮した。

空欄……現在不明瞭な点あり O

この表を参照しながら、読者はパズルを解くように一個の陶磁器の分類を言い当てるこ

とができるo ……となれば幸いであるo
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表5 白磁椀・小椀属性対照表 (2∞0_2現在)
路種 分須 ①胎土 ⑦紬 ③施紬 @器形 ⑤文除 め焼台目路

範囲 化E 口線部 体部 底部 見込み 体館内面 青島 体部舛面 ロ0・
11213 4151 1 21314 516 112 314 111 213 415161 1 21311 213 415 617 819 HlI I5IH 11 2 314 01 1 l' 12 31415 011 011 213 41 1 11 2 314 

椀 1・1 • • • -... 1・2.
1-2b • 1-4 • • ト4

O ・1-5 1. |・ |・ • |ι. O Cl-
仮11.IlI.0 

1 ・・・・・・・・・・
• ??  ・. 

. -....... 11・4071[日1120¥

1I1I..43ba 7tl目lUω ? :..1・
11-3b 

11-3c • 11・4.
11-4b ー|・
11・5 • |・
IIVV--2lta !日111¥

|し |・
ICl -

IV-lb [・ |し
IV宇lc

IV・2.
IV-2b 1-
IV・2.c
IV-(2)bc • IV 
V-l. 

-，- I~ll: |・
V-Ib 

O O • V-Ic 
V-Id 

V・2. ーIl.
V.2b ーIc
V-2b 

V-2c 争|・ • V-3a 
1>-V-3b 

V・3b
V-4a -11.. 
V-4 
V-4b 

V-4c 

Ivι巾閉V1w-' • VI-2. 

I~i ~ 
-1・-VI-2b ー|・VI-I 

VI-Ib 
|帽Vl_ミ
VII-. 

仁r lel: It =: 
VII-b 

1': ・ • VII-c • • 仮VIVIII-IlI-O 

i: 
-、-'

LC C C J 
L •••• VIII-2 

VIII-3 

ー|ーVIII-4 • • IX-I 

••• È~ . -•. 1:1 : z LC C rJ 、 • IX・20 • • IX-2b 

11'(_"百周 • I~ • X-1a . . -. li li i~ • • X-Ib • X・2. • X-2b • XI-I 

-...... ;c -... -...... =: .. -XI・2
Xf-2 
XI-3 

-. ーIr、
Iq- 12 I~~ XI-4 

XI-5 O 
Xf-5 I~: 
XII-Io :1: :l: ~ 司.. ー |・-

l・-XII-Ib 
XIII-I. 

. . .. ー |・-

司-.... 

|ー :1とXIII-Ib 

et-XIII-2. 
I~: Ie、XIII-2b 

XIV-. 

司. - ?ヨXIV-b • B ーIC
C-I 

司.. 
1，‘ C-2 

小碗 1-3 .ー
1-5 |・-Ic |・
(20) 

2b 

~~. 1~:lt 2c 
2bc 
4bc- ー. -1・VIII・1

I~ 
1'" 

X-I 

XIV-a 
XIV-b O 
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白磁椀・小椀(中国産)の特徴と該当器種

①胎土
胎土と軸の2面から特徴をみると(1)、 (xI)、 (n、XTI、
XIII)、(III-VIII)、(IX)、(X)の群に大別される。
l、純白、乳白、乳黄灰色で撤密、精良。柔らかく暖かみの
ある色調。……I・1-3・5
2、僅かに青白色味を帯びる白色。 I類より硬質でやや粗く 11、
IV類より精良。……1-4、XI、(11-0)、X、B、(XIVの一部)
XXは上に近いが他の特色から分離可能。
XXlの一部は淡灰色味、黒色粒を含む……XJ' 、III-Vに
近い。

3、淡灰色、淡黄灰色でやや甘い。微細な黒斑、あるいは白
斑が入る。磁器質というより陶器質の胎土。……11、XII、
XJ1I 
4、11類と近似するが黒斑は少ない。焼成やや甘く砂味を帯
びる。…---xn、X冊、 (11-5)
XII-5の一部は胎土の良いものあり。
XXllIまXIIIよりも良質で乳白、黄色味の白色。
5、淡灰色、灰白色で硬質、胎士に気泡があり粗い。黒斑を
含むものとないもの。……m-VIIT、IX。範囲が広い。
IXは粕で分離可能。
XIXには白色で良いものがある。
XIVの玉縁が小さくシャープなものは良いものもある。

②軸
1 -乳白、淡黄白色、平坦的な厚みで表面滑らか…1-1-3・5
×紬のやや厚いものもある。貰入が殆とeない。
2 -僅かに空色味(水色味)を帯びる白色で平均的な厚み。
表面は滑らか、発色は柔らかい。青白磁的。……1-4、XI、
(n・0)、B
×淡緑白色味や黄白色味を帯びるものがあるo
×表面やや凹凸のあるものあり。
×灰色味、灰緑色味の暗い発色を帯びるものがある。--
xI' 

3・灰色味、灰緑色味、黄灰色の暗い透明軸が多く、やや厚
く施紬され、表面は気抱、凹凸がある。……IIT-IX、C
4・IXは濁った空色味で紬は平均化し厚め、田-VIITと分離
可能。
XIXの良質なものは淡緑色味の白色である。
×白色、淡黄白色の良いもの少数あり。
5-乳白色、黄色味、灰黄色、灰緑色味で薄く施紬。紬は細
かく貫入の入るものが多い。柔らかい発色……11、XIJ、
XIII 
XXIHま乳白色味多い。
6・白色、僅かな水色味、淡黄色味の白色、軸は薄く均一、
良質。青白磁的。……x

③施軸
(範囲)
1・全面施軸後畳付を削る。・…・・I・1・2・4・5、小椀I・3・5
2 -口縁部の粕を削る。(口禿げ)……TX・卜 2、X
X IX-1、Xは全面施紬される。 IX引立体部外面下位以下施
紬しない。
3 -体部外面下位以下から底部外面または高台部外面のみを
施軸しない。……1-1-5・4' 、11-Vlll、IX・2、XT、XII、
XIII、XJV、B、C
XI-1は上記のように2通りある。
XI・2、XI、Bは高台部まで施紬されるものが多い。
4-内面見込みの紬を環状に掻き取る。……VIII、(VlII-O)
(イヒ粧)
卜化粧土がある。…---rr、XII、XTII
XT、XIには例外的に認められる。

④器形
(口縁部)
l・小さな玉縁……1-1・4、(TT・0)、11・1、V-3、XI-l・2、
XJ -2、、
XV-3は小さく玉縁状に曲げる。
2・大きな玉縁……III、lV
XIII、IVは一部小さなものもある。
3・扇平な玉縁……11・5，IV-1c ・2c
4-直口縁…---1・2・5、H・3・4、V・1、Vlll・2、X-l・2、
氾・4・5、(V田ー0)、C
5 -外反、屈曲…H ・V・2、VI、VII、VIII4、lX、xl・3，XTI、
XIII、(XIV)、C・2
6-横へ屈折… U ・V・4、VI・2、VIII・1・3、XIV

(体部)
l・ストレート・・…・I・1・2・4・5、III、IV、VII、VIII
2・やや丸味(=丸味弱い)・…--11、V、VI、VII、IX、XI、
xI'、 XII、XIU、XJV
XII、XII!ま上半丸味。 V、IXは体部下位に丸味。 XIV、X皿
は体部中位で内湾。

3、傾斜気味……VI、VJl、 Vlll、X-l
×これらは傾斜でVと分離可能。ただしV-4には浅形のも
のがある。
(底部)
1 -蛇ノ目高台。底部は薄い。・・---・I・1・2・4
×畳付がやや狭い。……I・4
2 -低い輪状高台。内側を斜めに削る。底部は薄く水平。…
---XT 
3 -高台外面を直に、内側を斜めに削る。底部やや厚い。…
・・・n
4-Uを高くした形の高台。……XII、XIII-l・2、XIV
5・削り出しが浅く底部厚い。……IV-1
6-上より若干内部を深く削ったもの。……皿、 IV-2
7 -逆台形の高い高台……v
XXII、Xlll-l、(XTV) も高いが形態が異なる。
8 -Vより低く細い高台……VI、VII、VIII
9・低い逆台形、外聞き。……IX
10・角高台……I・5
14・小さな角高台……x
15・細く高い高台……小椀 1-3
16・肉厚の;逆台形……B、C
(見込み)
卜太い回線状の段……VU、IX・2、Xl・1・2・4・5
XVIIの見込み径は小さい。
2 -段①見込み側が一段凹む。……XI、(1日H・2)、 n-4、H・5、
TV-lb、(VIII・0)
XV-lの一部も該当o
×見込みの径が広い。……XI
3 -段②体部が薄くなる。・…・・IV、V、XII
XIV、Vには段のないものもある。
4-見込み描き取りの段…・・・VIII-2、3、(VIII・0、VIII-4) 

⑤文様
(体部内面)
0-無文
1・縦の白堆線…(1町I・2b)、II・3b、n・4b、VII-c、VIII・4、(氾V)
l'縦の隆線……1-2b
×体部外面の箆押圧縦線による内面隆起線の場合は除外す
る。

2・櫛目・・・…v・lc-d、V・2b-c、V-4b -c、VT・1・2b、VII、
(VIII-Oの一部)
3 -箆描または細かい櫛万の花文…・・・I・5の一部、 VII、XIII-b
4・|場刻型押……X-b、B
5 -横沈線…・・・TT-5、IV-IX、XI・4・5、XIII
×ないものもある。
XII-5、IV、XIは下位のみあり。
(底部内面)
0・無文
l・見込みに花文の陰刻印文……VII、IX・2b、C・2
(体部外面)
0-無文
3・縦櫛花弁文……V-2b・3b
2・縦箆花弁文…H ・V-(lb) -2b-2c-3b-4c、XII-lb 
XXII-l bは体部外面下位に稜をもっ。 vと分離可能。
1・体部押圧縦線文H ・H ・XI・3・5、(1・5)
4-陽刻蓮弁…・・・XI・4
5 -片彫蓮弁
(口縁)
1 -輪花……(11-3c)、V-1d・2c-4d、VII、VIII-4、XJ-3・5、XIV-b

⑥矯造法、焼台の形状
1 -高台径より大きな焼台……1-VII、XII、XIII
2・高台径より小さな円形焼台…---XI
XIV、Vの一部にもあり。
3 -高台重ね焼き。……VIII
4-口縁伏せ焼き、重ね。……IX、x
×博多IV-3、lV・4は見込みに重ね目がある。しかし極めて
数は少ないため、小形品を中に重ねたものであろう。 V
にも一部小形品の目跡のつくものがある。
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表6 白磁皿属性対照表 (20∞.2現在)
器種 分類 ①胎土 ②柚 ③施勅 @器形 ⑤文繰 ⑤娩台目跡

範図 化岨 口線部 体部 底部 見込み 体部内面 関富 費島 白幡
112 314 511 213 415 611 213 415 111 213 41 5 61 1 213 415 21 3 516 819 Ja 11 1211 1S11f 171 1 213 410 111 213 410 111 01 1 112 112 314 

皿 I-Ja |・ |・ • • I・1b • Ic 
l1-Ja 

i ; ・.. ・=・
l' • • |・-

11-1b 

11-2 
1・

11J-1 
-1・ l' 

11J・2 Id-
IV.1a 

i 
IV・1b Ic 
IV-2a 

IV-2b 
1・ Ic 

V・l 1'-' |・ 1: V.2a 

V・2b |・1，
VI-1. 

i 
• |・

VI-1b • -1・ |・-
VI・2. • |・ • VI-2b • ー|・ |・- • VII-Ja |・・ • VII-1b • • VII-1c |・・
VII-2a • |・
VII-2b • • VIII-Ja 

1 ...... | ...... l ...... | ..... | ...... |・
VIII・1b • VIII.1c |・
VIII.2a l' VIII.2b 

VIII-2c • 仮VIII-1' Ic 

i i 
IX-Ja | ...... ~~ i ~~ 
はー1b
1X-1c 

民・1d

IX・2

•• 
Ic 

民-3 |・ • Id-
X-. 

•• . - • • X-b • XI・1

•• 
••••• 

XI.2 

X1.3 

-・・・・11 
X1・31(X1ヲ小形7) Ic ー.
XJ"-3 • XI-4 |・. XI-5 

XI-6 • H 1: XI・7体屈折

XI-7 _In 
B 

1・l |・l・ ・3・
IC |・- |・

c1 
1・D Ic 1=: • Ic 

土下 B • 
~ I~~ -. c 

D l~ Ic |・ • E 1， Ic 
鉢 I |・ |・ |・ |・ O IC 
11-1 

3， • 11-2 • • 11J |・ |・ |β・ |・
耳壷 |・ l' l' IC 
11 |・・ |・ • 11J-1 

11J-2 

11J-3 

小耳量 111.2 

水注目 |・|・I~ ・ l' • 111 |・
托 I 11 |・ |・ |・ョ~ じ型 」
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白磁皿(中国産)の特償と該当器種

①胎土、②紬の特徴は椀の場合と同様であ。胎土と紬の2

面から特徴をみると(1)、 (xI)、 (V 、 VI、 vn) 、 (II~IV、
VIII)、〔医〕、 (X)の群に大別され、それぞれ椀の群と対応

する。

①胎土

1・純白、乳白、乳黄灰色で般密、精良。柔らかく暖かみの
ある色調。…...1-1、鉢-壷・托I

2・僅かに青白色味を帯びる白色。 I類より硬質でやや粗くH

-IV、VJJJ類より精良。……XI、X、B、杯B

XXは上に近いが他の特色から分離可能。
XXIの一部は淡灰色味、黒色粒を含む…"'XI'、11. IVに

近い。

3 .淡灰色、淡黄灰色でやや甘い。微細な黒斑、あるいは白

斑が入る。磁器質というより陶器質の胎土。……V、VI、

VII、鉢・壷・水注II

4' VI類と近似するが黒斑は少ない。焼成やや甘く砂味を

帯びる。……V、VII、鉢・壷・水注H

5 .淡灰色、灰白色で硬質、胎土に気泡があり粗い。黒斑を
含むものとないもの。……II~IV、 VIII 、 IX。鉢-壷・水

注問。範囲が広い。 IXは粕で分離可能。

XIXには白色で良いものがある。

②柚
1・乳白、淡黄白色、平坦的な厚みで表面なめらか……I・l

×紬のやや厚いものもあるo貫入が殆どない。

2'僅かに空色味(水色味)を帯びる白色で平均的な厚み。

表面は滑らか、発色は柔らかい。青白磁的。…XI、B

×淡緑白色味や黄白色味を帯びるものがある。

×表面やや凹凸のあるものあり。

×灰色味、灰緑色味の暗い発色を帯びるものがある。……

XI 

3・灰色味、灰緑色味、黄灰色の暗い透明粕が多く、やや厚

く施粕され、表面は気泡、凹凸がある。……II~IV、 VIII、
IX、鉢・壷・水注皿

4' IXは濁った空色味で軸は平均化し厚め、 II~IV 、 VIII と分
離可能。……IX

XIXの良質なものは淡緑色味の白色である。

×白色、淡黄白色の良いもの少数あり。

5 .乳白色、黄色味、灰黄色、灰緑色味で薄く施軸。軸は細
かく貫入の入るものが多い。柔らかい発色……v、VI、
VII、鉢・査・水注H
XV、vnは乳白色味多い。
6'白色、僅かな水色味、淡黄色味の白色、粕は薄く均一、

良質。青白磁的。……x

③施軸

(範囲)

1・全面施軸後畳付を削る。……1-1

2 .口縁部の軸を削る。(口禿げ)……IX-l・2'3、X

XIX・1、Xは全面施軸される。ただしIX-1は底部外面の余

紬を板状のもので伸ばした(または余分な紬を落とす)

場合が多く、底部の紬は薄くなる。

XIX引土体部外面下位以下施紬しない。

3 .体部外面下位以下から底部外面または高台部外面のみを

施紬しない。……H、皿、 V-1 (一部)、 VI、VII-1b'2、

VIII (一部)、 (VII卜1')、民-2・3、XI、B

XI、XIは高台部まで施軸されるものが多い。

4・内面見込みの紬を環状に掻き取る。……III-1

5 .全面施軸後、底部外面の紬を削り取る。…・・・IV、V、VII、

VIII 

(化粧)

1 .化粧土がある。…"'V、VI、vn、XI'-3、鉢・壷・水注II
XXIには例外的に認められる。

XVは化粧なしの例がある。

④器形

(口縁部)

l・小さな玉縁……XI-6

2'大きな玉縁……H・1b. 2 

3・扇平な玉縁……鉢II-2

4'直口縁……I、II-la、国(一部)、 V-1、VI、刊、 VIII、

IX-1a' b . C、JX・2、X、XI-3・4、B、杯B、C、鉢1

5・外反、屈曲......II-la、III、IV・1、IX・ld. 3、XI-5

6'横へ属折……IV・2、V-2、XIート 2、鉢凹
(体部)

l・ストレート…・・II、III、IV、V-1 (一部)、 VI弘 IX-l・2、

X、XI・7(一部)、鉢I、III

2・やや丸味……V-l(一部)、 V-2、VII-2、IX・3、XI・1・2・

3・4・5・6

3・傾斜気味……III

4'屈曲内折・…一1-1、VI-a、VIIl-1・2、XI・7、VII・1、杯B'C

5・外反……杯E (一部)

(底部)

2・低い輪状高台。内側を斜めに削る。底部は薄く水平。…

…XI・1. 2・3・6・7

3・椀11(高台外面を直に、内側を斜めに削る)と類似する高

台・・・・・・鉢H

5・削り出しが浅く底部厚い。……II・1

6・低く細い高台。……III

8 .肉厚でやや高い逆台形……鉢III

9 .低い逆台形、外聞き 0 ・…・・IX・3

10・角高台……1-1、鉢・査・托I

11・平底ないし上げ底・…・・II・2、IV、V、VI、VIII、IX-1・2、

X、XI-4

12・碁笥底……IV-1 (一部) ・泊・5

13・底部外周に削り込みを僅かに入れ、小さな高台状とする

"'VlI 

16・肉厚の逆台形……B、杯B'C

17 .先細(逆三角)の低高台……E、坪E

(見込み)

1・太い回線状の段。

2'段①見込み側が一段凹む。……XI・3?

3 .段②体部が薄くなる。・…・・II-1a、W、V、VI-b、VU-2、

IX・1・2、XI・3'4・5・7

4'見込み掻き取りの段……III-1、鉢JJJ

⑤文様

(体部内面)

o.無文
l・縦白堆線…・・・rv・1b. 2b 
l'縦陸線……I-lb、鉢1(一部)

2・櫛目・・・・・・VII-lc、VIII-1c 

Y 箆描または細かい櫛万の花文……VI・2a'b、VII-1b. 2b 
VJJJ-lb、VIII-2c

4' I湯刻型押……X-b.B (一部)、坪B (一部)
(底部内面)

o.無文
1 .見込みに花文の陰刻印文……VIII-2b

]'見込みに魚文などの印文……IX-2b

(体部外面)

1・体部押圧縦線文…"V-2(一部)、 XI・3・4・5・7

(口縁)

1・輪花… H ・I-lb、IV-lb. 2b、V-2(一部)、 XI・3・4・5・7

2・花形……XIの一部

⑥矯造法、焼台の形状

1 .高台径より大きな焼台……I

2 .高台径より小さな円形焼台……V冊、 XI(?)

3・高台重ね焼き。……田・1

4'口縁伏せ焼き、重ね。…"'IX、X
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表7 越州窯系背確属性対照表 (20∞.2現在)
器種 分類 ①胎土 ②柚 ③施紬 @器形 ⑤文様 ⑤娩台目跡

範図 化駐 ロ縁部 体部 底部 体部内面 体部外面 ロ緑

112 31 4 1 1 2 31 4 1 1 2 31 4 111 21 3 41 1 21 3 112 31 4 51 6 7 1 0 1 1 2 01 1 21 1 21 3 112 31 4 
例 1・1. • • • • • • • • • 1・Ib • • O • O • • • • • 1.2 • • • • • • .1 • 
1.2b • • • • O • • .1 • 
1・27 • • • • O -・1・2イ • • • • -・1.2ウ • • • O • • • • 1.2ウb • • • O • • • • 1・2ウ' • • • O • • • 1・2エ • • • • • 1.2エ' • • • • .. . • 1・2オ • • • .1 • O • 1・3 • • • .1. -・ • • 1-4 • O • .1. • • 1.5 • • • O • • • .1 • 
1・2ウか? • • 1I.lb 

O ・ O O • 010 • 11.20 • • • • 010 • O O • 1I.2b • • • • • O • 11.2< • • • • • O • 1I.2d • • • • • • • • 1I.2e • • • • • O • 11・2f • • • • • • • 日(来分頚) • • • • • • 111・Ia O • • • • 111・Ib O • • • .10 O O O 
111・2. O • • 111・2b O • • O O O 

IN見 I・2Abォ • • .10 • • • 1・2Bbア • • • • • 11・2d • • • • • • • 111.1. O • • • .1. • 1II.lb O • • • .1. O O • • 111.2. O • • • • 1II.2b O • • O O • • ilUV 
勾: 1・1 • • • • • • • 1・2 • • • • • • 1.2日 • • • • • • 1・3 • • • • • 11 • • • • • • • • 111.. 

O ・• • .1. • lII.b 
O ・• • • .1. • 大勾Z lII.b 
O ・ • • O ・ • 皿(高台付) 1・Ia • • • • • • • • O 1.lb • • • • • O • • O 1.2 • • • • • • • • 11 • • • • • • • • O • 111・Ia O ・• • • • • • • III・Ib
O ・• • • • • • 111・2(空白)

浅形椀 111.3. 
O ・• • • • • • 1II.3b 
O ・• • • • • 大椀 1・2Abア • • • • • • • • 1-2.ゥ • • • O • • • • • I・2.ク' • O • • • • • I・5 • • • O • O ・• • • 鉢 11 • • • • • • O • 董(灯盈1)111 • • • • • • • 合子 • • • O • • • 11 • • • • • • • 111 • O ・• • O O ・ O O • 
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越州窯系青磁の特徴と該当器種

①胎土

l・一般に均一で精良。淡黄灰色。……椀・小椀・杯・皿I、

m 
2・やや粗い胎土……椀・大椀1-2ウ、 I・5

3・粘質味を帯び細かいが、黒色斑点(場合により茶、褐色)

を含む粗質胎土。一般に胎土は灰・灰茶色。……椀・小

椀・坪・皿11(rr-l は除外)

4'くすんだ灰色、やや茶色味の例が多い・H ・椀・小椀・

杯・皿町

②軸

卜黄緑色、茶黄色で発色良い(上質例ではi炎背緑色)0・
椀・小椀・杯・皿I、III

2. 1に比べて紬調はやや雑な例が多い。……椀・大椀I・2ゥ、

I・5

3・粕調は雑でむらがある。……椀・小椀・杯・皿TT

4・濃緑色、茶色味の例も多い0 ・…・・椀・小椀・杯・皿田

③施軸

(範囲)

1 .全面施紬後、畳付の軸を削り取る。……椀・小椀・杯・

皿1(ただしI・lb、1-2ゥ、 1-2ェの-"部、 1-5は除外)

2 .全面施紬…・・・椀・小椀・杯-皿皿

3・体部外面下位以下には施軸しない。……椀 I-lb、I・2ゥ、 1・

2ェの一部、椀・大椀I・5、椀・小椀rr(未分類の一部は除

外)

4'杯など平底は底部外周の糊を削る。……坪I

(化粧)

1・内面から体部外面上半に化粧を行う。……椀・小椀・

杯-皿11

XIIの一部の例は化粧がない。

④器形

(口縁部)

卜直口縁で端部まで一定の厚さ。…椀I・1・2ウ・ I・5の一部

XI-lbの一部は端部が薄くなる例あり。

2.内湾口縁で端部まで一定の厚さ。……椀I・3・4

上記以外は端部を薄くするする例が多い。

3 .内湾口縁……椀・小椀11・2d、椀I・3・4

4・玉縁状……椀II-2f

(体部)

1 .直線的・…・・椀I・1・大椀I・2ゥ・ 5

2・中位または下位は内側へ屈曲。……大椀I・2A、小椀1-2A、

皿I・1、杯I・1

3・丸味(内湾度が強いもの)。……椀I・3、11-2d、椀・小椀

TTI-l、皿I・2、H、III・1

(底部)

卜蛇ノ目高台…・・・椀I・1・3、11・1、11・2a

2・輪状高台……椀I・2・4、11-2a(一部)、 11の一部、1II・2、小

椀1. 1II・2、大椀I・2、杯I・2B、皿I・1.2 

3・高い輪状高台。…・・・椀1II・1、I・2オ、小椀III-l

4・援状高台……皿1II-1、浅形椀m-3、合子山

5・円盤底 H ・H ・椀1I・2、lIIln
6'平底でやや上げ底・…・・椀・大椀1-5、杯I、11

7・碁笥底…-一杯皿、大坪III、合子町(一部)

⑤文様

(体部内面)

o.無文
1 . 1Ilよりも線の太い箆彫り文で単純。 H ・H ・I類

2 .毛彫り文および毛彫り文+片彫文の組み合わせ。鍛密な例

が多い。……凹類

×他蓮子文など。……III類

(体部外面)

o.無文
l・縦線文(割花)・…・・椀 1-2b、III-lb、11、大椀I・2b、小椀1-

2b、杯I・2など

2'蓮弁文など片彫文または片彫文+毛彫り文の組み合わせ。
......111類

(口縁)

l・輪花……椀・小椀1-2b、H-2b'2cなど11の一部、椀・小

椀III・lb.2b、大椀1-2b、小椀I・2b、皿I-lb、皿nの一部
鉢TTの一部

XI類では体部外面の縦線文(割花)と輪花は両方施文さ

れるのが通例であるが、一方を欠落する例もある。

2 .稜花形……杯1-1

3 .二重5輪花…・・・杯I・2

⑥ 矯造法、焼台の形状

1 .高台畳付および底部外周のみ白色耐火土の目跡がある。

…I類。椀1・la、I・1・3、大椀1-2A、小椀I・2A、杯1・1・3、

皿I・1

2 .重ね焼き。内面見込みと高台畳付に目跡。……I類。椀I・

lb、1-2、1-5、大椀I・2、小椀I・2・5、杯1-2、皿1-2

×ただし重ね焼きの際、最上位のものは内面に目跡はない。

3・重ね焼き。内閣見込みと高台外周に目跡。 I類に比べて目

土は雑。……TT類

4・底部外聞の高台内際に4-5足の細長い白色耐火土の目跡

がある。内面にはない。高台径より小さい焼き台の使用0
.....1Il類
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表8 龍泉窯系青磁属性対照表 (2飢ゆ2現在)

語種 分類 ①胎土 ②柚 ①締結 @器形 ⑤文線 ⑤焼古田臨

箆困 回線部 体節 底部 見込 体部内面 底部内面 体部外面 ロ緑

112 311 213 112 314 511 213 415 617 112 314 51 1 213 415 1 10 112 314 516 71 H 910 ¥(111 IJI 1411 I<lO 19¥2 2112 23124 1711 11 21 3 
街。 ヨ|・ le |・ 1- 3 I-¥a |・ |・ |・ . |・ . - 10 
I-Ib • 1-1< • • O 
1・2.
1-2. 

|・ |・ ，- |・ • 1・
:1 1: el ・ |・

1-2. • • 1・2b • gl~o 1・3. • • 1・3b el le elolo 
14. el le O 
14. el le • (4b -・ 010 • 14< O • 010 O • 14d el. O 
(-6. ，. |・ |・ |・ I! 

lel.1・. I・6b
1<< • • |・ 1・|ー I~ |ー

1: 
|・• O 

11-< • • • • II-d • • • • IIIIII・-1lAAab直直口ロ -. • 1II -I Aaf~反 • • • • • • • • 111・IAb外反 • • • • • • • • • 111-18直ロ • • • • • • • • • 111-18外反 • • • • • • • • • IIIIII・.22CC外直広口 ，-• 111・28+C宜ロ • • • • • • • • • 111・28+C外反 • • • • • • • • • 111 • • • 010 • • I1VV7 イ I:I~ ，- nυ ・ I~IC |し
O O O 

IVウ • .10 O 010 • • O 010 

IIVV4オイI日1・7の一郎、 • el. O 010 glo • O O O • elo O • O O 
小綿 1-1. • • • • • .1 • 
1・1. • • • • • I-Ib • • • • • el. • • (-2 • • • • • • • • • 1-3 • • • • • • • • • 組閣・・胃ー ・• • • • • • 11-. • • • • -・ • II-b • • • • -・ • 111・IA. |・
In-IAb • II HI I ・・22 CC 4 1 日111-2 副 • • • • • • • • • • • • • O • • 111・3 • • • • • • • • 11¥ • • • • • (V 

1・|・
茂形調 1・1 • • • • I ・・ .1. • 1-20 • • • • el le • 1-20 • • • • • • el le • 1-3 • • • • • • .1 le • • (4. • • • • • • • -・ • • 14< • • • • • • • • • 1・6. • • • • • • el 1 • el le 
11-. -. -. -. -. -.・. |・.II-b 

!I(口調
・41EaMη • • -. • • • • • • • • • .1 • 
II-b 3 3 • • 1・
111 • • • • ミJ

111 
IV |・ |・ l・ 1- 1・珂L IIJ.¥. i・ -. • I! • IIJ.¥b • • • 111・1< • • .1 • 
11¥-1 (豆温) • • • • 111-2 • • • 111・3. • • • 111-3b • • • • 11¥・3< • • .Ie 
1114. • • • 1114b • • • • 1114< • • • • 111・5. • • • IIHII・;5b • • • O O 
IVア

I~ I~I~ 10 ' u 
IVカ

阻止 -. .Ie -. Ib 

恨I-l1c ・Ib' • • .1 le • • • • • • • .1 le • • • • • • 1・2. • • .1 1. • • • • • 1-2b • • .1 le • • • • • 1・2< • • .1 1. • • • • • t・2d • • .1 1. • • • • • 1-3. • • el 1. • • • • • 1・3b • • .1. • • • • • IV u ，VI IV 
小盤 1114X5b • • • • • |・ • 1114 • • • • • • IIr 
盤 IV • • • • • IV • • • • • • O 
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龍泉窯系青磁の特徴と該当器種

一般にすべての器種にわたり、 I~IV類は胎土、軸色で群の
大別は可能である。ただしIV類はI~III類よりも胎土は粗悪化
傾向はあるが上質の胎土の例も若干含まれ、必ずしも粗悪とは
言い切れない。この点は紬調の場合にも当てはまる。 IV類の
中分類を行っていないので、上記の点は属性表に反映できない。
0類についても同様であるo このように属性表はO類、 IV類の
部分は不十分で、 I~III類の範囲内では有用度が高い。 0類・ IV
類については下記に内容を補足した。 IV類の多様性は一つの
時代的な特徴を表すわけであるが、中分類における器形分類と
胎士、紬色に一定の相関性は導き出される見通しがあり、今後
の作業としておきたい。

①胎土
胎土と紬の2面から特徴をみると (0、I、n)、(m)、(IV)の
群に大別される。
1.灰色、暗灰色を基調とし九混入物はなく綴密。……椀・
小椀・浅椀・東口椀I、1I(1日I・5)、椀O、皿I
2・灰白色もしくは白色で精良。……椀・小椀・束口椀m、
III'、杯III
×例外的に焼成不良の赤褐色胎士.あり。
3 .淡灰色で白色細粒を多く含む。やや粗い。……椀・小
椀・東口椀・杯IV
×ただしIVは上質の胎土の例もあり。

②軸
ト青味を帯びた緑色。……椀・小椀・浅椀I、II、椀0、皿I
×黄茶、緑褐、茶緑、水色味など発色は多様で濃淡がある。
0類は渋い色調をなす例があり、 I類より上色軸が多い。
半透明で軸は薄い。 HはIよりも軸が厚く青味の強いもの
がある。
2.緑色もしくは青緑色。紬は厚めで均一。……椀・小椀・
束口椀・杯皿
×龍泉窯系の中では軸色が安定し、最も美しい。菊翠色半
透明。
×口縁部の紬を削る(口禿げ)例が小椀皿に少数あり。
3・黄色味の強い緑黄色が主体でIII類より劣る。粘性の強い
軸で不透明。……椀・小椀・束口椀・杯IV
×淡緑、黄褐色、褐色、灰色味、濃緑、濁化したものなど
多様。 III系統の上色粕もある。

③施軸
(範囲)
卜高台畳付け、底部外面施軸しない。……椀・小椀・浅
椀・束口椀I、H、(IVの多数)、椀O
XIVの一部は高台以内に軸が進入する例がある。
2.全面施軸後、高台端部周辺の紬を削る。この部分は赤色
に変色する場合がある。……椀・小椀・束口椀・杯町、
m'、IVの一部
3・全面施紬後、底部内面ないし外面の軸を環状(または円
形)に掻き取る。……椀・小椀・東口椀IVの一部
XIV類は器形の違いに応じて施軸方法に多様性がある。
4・全面施軸後、底部外面の紬を削る。……皿I

5 .体部外面下位以下施勅しない。……皿1-3b

④器形
(口縁部)
1・直口縁……椀・小椀I、H、rn、浅形椀I、II、杯rn・5、IV、
皿I
×やや外反する場合も多い。
2.外反……外反味のやや強い例として杯IV、椀0の一部、椀
I・6a、III・IVの一部にある。
3.口縁下屈曲、内湾…・・・東口椀I、II、IV
×束口椀TIIは未確認であるが、当然予想される。
4・短く外側へ屈折。……杯III-I

5 .やや長く外へ屈折。……杯rn・2
6.長く外へ屈折し、先端を若干摘み上げる。……杯1II-3・4

×杯III・2.3・4の差は小さい。

7. 直口縁。先端は丸くする……皿I-l~3
(体部)
l・体部下位の腰部が強く張り、内湾気味に聞く。……椀
小椀・浅形椀I、H、IVの一部
×日には腰の張りの少ない例あり。
2.体部の腰は張らず高台際から延びる。……椀・小椀III

3.体部下位で屈折し直に聞く。……杯III・1

4. 体部は高台際から内湾しながら延びる。……杯III・2~5

5・体部中位で内側に屈折し直に聞く。屈折以下の斜行面は

同安窯系皿に比べて広い。……皿l-l~3
(底部)
l・やや細い角高台。高台内部の削りは平坦に丁寧な削り…
・・・椀0
2・角高台、高台内部の削りは外部より浅く、底部が厚い。
平坦に丁寧な削り……椀・小椀・浅形椀(高台付皿)
束口椀I、H
XIVの外面高台内の割りは深く、削りは粗く、平坦になら
ない例が多い。
3.細く尖り気味の高台、内部は深く削る。径が小さい。
…椀・小椀・東口椀・杯m(杯は底径が大きい)
4.角高台だが外面端部に広く斜め面取りを行う。……椀・
小椀・東口椀・杯IV
XIVの高台は多様であり、ア~オの形態は本文参照。
5・上げ底気味の平底。……皿1-1~3 
(見込み)
1・内面見込み外周には段を有し、この径は高台径よりも広
い0 ・…・・椀I、H、小椀1(1-1' a、I・4は除外)、日、浅形椀I、
II 

×一部の器種では段の径は高台径よりも小さい場合がある
(椀 1-3など)。
×椀I、HとIVの差。椀IVには段の無い例が多い。

⑤文様
(体部内面)
o.無文
1.片彫・花文、蓮花文、荷花文(菊)、牡丹文、草花文、葉文、
蕉葉文、飛雲文(略化した花文?)、茸状文(略化した花
文?)…椀0、 I・2~6、皿-IB .2B+C、浅椀1-2・3・6、皿I
2・片彫・動物文(鹿、魚、など)、具像文……椀1-3b、皿1-2d
3・櫛万(片彫) ・区画線(花弁を割り付け?)……椀I・4a. b、
小椀I・2、浅形椀1-4a
4.櫛目・水波文、草花文……椀1-3.4d、III-IB. 2B+C、IV
浅椀I・3、皿I-lc. 2b . c . 3b 
5.櫛目・区画線(花弁を割り付け?)……椀I・4d
6.縦白堆線(花弁を割り付け?)…・一椀1-4c、小椀1-3、浅形
椀1-4c
7・丸万彫・草花文など……W
8・菊花状の凹蓮弁……坪田-3b
9.型押文…・・・IV
(底部内面)
O ・無文
10・片彫文……椀I・2a・3b、浅椀1-4a
11.片彫+櫛白文…・・・椀1-3
12・印文・文字陽陰刻(凹凸)……W、椀I-lc・I1-d、杯III-lb
13・印文・草花文など(凹)……IV、椀II-c、土不III-lb 
14 ・印文・双魚、動物など(凹)……均~III-4c
15・貼花・花文…・・・小椀III-IAb. 2C 
16.貼花・双魚……杯皿・lc.3c・4b
(口縁部)
17・輪花・・・…椀I・lb. 4b . c、III司lAb、IV、/J、椀I-lb.3、III・
lAb、2C
18・花形(大きく花弁切り取り)……小椀1-2
(体部外面)
O ・無文
19・片彫・蓮弁……椀1-6a. II-a . d 浅椀I・6a、II-a
20・片彫・鏑蓮弁…・・・椀I・6b. c、椀・小椀II-b. c、1IT-2C
2B+C、杯III・4・5b、東口椀H・b、1-6b

21・縦櫛目……椀I・6a. b、東口椀I・6b、椀o(一部)
22・略化箆描謹弁……椀IV
23・横櫛目文帯(上位)......椀IV
24・縦線文・…・・椀IV(区画)、 o(密な縦線)

⑥矯造法、焼台の形状
1・高台径より大きな焼台
2.高台径より小さな円形焼台
3.重ね焼きの目跡、 3・4・5足。……椀1. II-b (一部)
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表9 同安窯系青磁椀・皿属性対照表 (2α>0.2現在)

器種 分類 ①胎土 ②結 ⑦胞紬 @器形

値圏 口線部 体節

111 213 4 1 1 21 3 41 5 112 

舗 (.1. • • • • 1・lb • • el .1 • • (.lc • • • • • II • • • • • III.]a • • • • • III.lb • • • • • III.lc • • • • • III・2 • ele • • • IV.(a • • • • IV・(b • • • • 小錦 I • • • 血 (.1. • • • • (.lb • • • • (.2. • • • • (.2b • • • • III.. • • • III.b • • • III-c • • • 
同安窯系青磁腕・皿の特徴と該当器種

体部破片では龍泉窯系青磁と区別が困難なことがあり、特

に焼成不良の資料は注意を要する。胎土、紬調は龍泉窯系青

磁と分離可能な点を以下に記述したが、文様などの情報があ

ればさらに区別は容易となる。以下は龍泉窯系青磁I類との

比較を中心にした。

皿については旧版の1IIは皿と分離して高台付皿に分けた方

が良い(龍泉窯系の場合と同様に)。今回は旧版のままとし

た。

①胎土

1・典型的な胎土は明るい灰色または黄灰色を基調とし、細

かく硬質、粘質味が強い(龍泉窯系は灰色でやや粉味)0
・…・椀・小椀・皿

②軸

1・典型的な例は透明感が強い(龍泉窯系は半透明)。また軸

膜は薄い方である。紬色は黄色味に片寄る傾向がある

(龍泉窯系は緑色・緑青色味に片寄る傾向)。……椀・小

椀・皿

③施軸

(範囲)

1・体部外面下位以下から底部外面は施軸しない。露胎部範

聞は龍泉窯系青磁よりも多い。・…・・椀l-IV、小椀、皿凹

2・内面見込みの軸を環状に掻き取る。……椀TTl-2

3.体部下半から底部外聞は施紬しない(龍泉窯系は下記4の

例が中心)。…・・・皿I・1

4'全面施粕後、底部外而の軸を削り取る。……皿I・2

④器形

(口縁部)

l'直口(体部上位内湾)……椀I

2・外反…・・・椀11、ITT、小椀I

3・外側へ屈折、薄手・…・・椀IV

4・厚手……椀I-lc、11、rn
5 '先端は尖り気味(龍泉窯系の先端は丸味)。……皿1-1・2、

III 

(体部)

l'底部際から内湾気味に聞き、腰は張らない(龍泉窯系は

腰が張る。ただし0類は張らない)。……椀I-IV

2・中位で内側へ屈曲し、上部は僅かに外反しながら開く

(龍泉窯系は直に開く)。また屈曲部以下の斜行部は龍泉

⑤文棟 @l尭台目跡

底前 見込み 体館内面 底部内面 体部外面

1 1 2 311 21 0 1 1 2 31 0 1 1 0 1 1 2 311 21 3 • • ele • • • ele • • • • ele 
ele O elO • ele O ele • ele O • • ele O • • -・ O ele • • ele O • • ele O • • • ele • • • -・• ele • • • • -・• • • ele • 
窯系皿に比べて狭い。……皿1-1' 2 

×皿IIIの体部はI' IIと異なり斜めに大きく聞き、外面の屈

曲も少ない。

(底部)

l'台形の厚い高台。底部外面中心部は凸状(へそ状)に削

り残す(龍泉窯系は平坦に削る)…・・・椀 I-IV、小椀I

2・底部器肉が厚い。 lよりも高台径が広い。……椀H、111、

IV 

×削り方は龍泉窯系よりも一般に粗い。

3 .平底(上げ底気味)…・・・皿1-1・2

(見込み)

l・見込みに段が付く。見込み径は高台径よりも狭い(龍泉

窯系は広い)……椀l-III

XII、IIIは多少広い例もあり。

2.浅い段……皿1-1・2

⑤文様

(底部内面)

0'無文……腕、皿I-la'2a、皿lII-a、小椀I
ト内面に箆組と櫛点描によるジグザグの文様……皿I・lb' 

2b、皿山-b

(休部内面)

0'無文…・・・椀II、III-la' 2、IV、皿l-1a'2a、llllIII-a 

1 '体部上位に横沈線……椀I、II、III-la、III-2

2・櫛と箆による花文……椀I、TTl-lc

3・櫛による花文……椀II1-1b 

×同安窯系の分類数は龍泉窯系に比べて少ないので、小分

類の内面文様の類型は上記以外に追加される可能性があ

る。

(体部外面)

O ・無文…・・・椀I-la、rt、IV-la、皿1-1' 2、1lI・a'b
卜細い縦櫛目…・・・椀I-lb

2 .やや粗い縦櫛目……1・lc、皿III-c

3・幅広の粗い縦櫛目(旧版は箆による片彫りとされている)

…・・椀I-lc、III、IV-lb 

×縦櫛目でなく片彫り縦線は龍泉・|司安窯系0類にあり。

⑥ 矯造法、焼台の形状

1、高台径より大きな焼台

2、皿は高台径より小さな円形焼台。

3、重ね焼き……椀III-2、(IV)
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表10 初期高麗青磁属性対照表 (2∞0.2現在)
器種 分類 ①胎土 ②紬 ③錨紬 @器形 ⑤文徴 ⑥理由自跡

範閤 ロ緑郎 体部 底部 見込み 体部内面 ロ鰻 体部外面

1 1 2 112 112 1 1 2 31 4 1 1 2 3 1 4 1 1 2 31 4 112 01 1 213 1 1 0 112 1 1 2 
前 1・1 • • • • • 1.2A • • • • O ・
1・2B. • • • ele • 1・2Bb 1 e • • • • 11-1 • • • O O O O 11・2a • • • 11・2b • elo • O O 111・IAa • • • • 111・lAb • • • • (111・1日)
111・2A • • • • 111・2B • • ele 1II-2Bb • • ele 111-3 O O • IIVV(t無有文士】、-. O υ-・υO ・・• • 小寸錦了 111 • • • (1.1) 

1-2(鋸文Ile • • • 1I・I2I(有文)• • el le • • • • 歪 11-2 • elo • • 111 O 010 O • 
初期高麗青磁椀・皿の特融と該当器種

生産地の資料から検討する分類ではなく、大宰府出土品に
限定するため、分類に欠落部分が予想される。従って将来、
分類追加が可能な形で分類を試みる。初期高麗青磁は大きく
I、H、III類に大別される。椀1-1類(蛇ノ目高台)、 I・2類(輪
状高台)、 II類(体部に丸味を持ち高い高台、 1類は内面に重
ね焼きの目跡がなく、 2類はあり)、 III類(粗製で重ね焼きの
目跡がある。 l類は小形、 2類は大形)に細分され、特にI類
は精製品に属する。
皿(高台付)は「条坊lllJでは杯としていた。 1993年に皿
と改めた。理由として越州窯系青磁では同種のものについて
肌に分類しており、これと器種名の整合をさせるためである。
なお、皿の出土例は少なく、細分化するには到っていない。
表中( )内の記号は仮番号である。

①胎土
1 -淡灰色、灰色を呈する。績密なもの、やや砂味のもの、
やや粗いものがある。白色粒を多く含むものもあるが、
粒子は0.5mm以下で、均一に入っている。……椀・皿
葦 I、E、IV
2 . 1、E類に比べ胎土、軸、手法が粗雑。灰色を基調とする
が、淡灰、暗灰、灰白、 i炎茶灰、茶灰、灰黄、淡灰黄、
棺灰、 i炎糧灰色など呈する。混入物はやや少なく生地の
細かいものと、 0.5~2mmの白色粒子を無造作に含む粗い
ものとがあり、後者の方が多い0 ・…・・椀・小椀・皿・蓋
III 

②軸
l・半透明。紬色は黄緑色、青味を帯びた暗緑色の発色。…
…椀・皿I、11、椀IV
2・灰緑色を基調とするものは多いが、黄緑、暗黄土、暗緑
褐、 i農緑、暗灰緑、灰褐色など棟々な発色がみられる。
紬は大半が不透明、不鮮明で、光沢のないものや少ない
ものが多い。……椀・小椀III・椀11-2の一部

③施軸
(範囲)
1・全面施紬でやや厚めの軸をなす。高台畳付は一部露胎の
例があり、一部軸をふき取ったか、施糊しなかったもの
と思われる。……椀I、H、IV、皿I、蓋
×貫入がある。
2 .全面施紬後に高台畳付の粕を削りとる。数方向に乱雑な
削りを行うため畳付に凹凸ができる。……椀・小椀・皿

XlJ[には体部下位以下に施紬しない例がある。

④器形
(口縁部)
1・直口(体部上位内湾)0 :....・椀I、III・2B、IV、皿I・2(有文)
2'口縁部は長めで、緩やかに外反。……椀I・2B、皿I・2(無文)

-. • 
O 

• • • • 

• • • • • • • • • • • • • -. • • • • • • • • • -. • • • • • • O • • • • • • • • • • • • ele • • -. ~Io .1 - • 。o• O O ・• • • • • O ・ • • • • O O ・ • • • • • • • • • • O O O • O ・ • 
3 .短く外反……椀H、III・lA'2A、皿皿
4・下方へ屈折……蓋H・III(IIの無文型か?) 
蓋は椀 11、III・3とセットとなるものである。環状の摘み
は比較的高く、外反しており、椀の高台と一致する特融で
ある。なお蓋III-椀III・3ともにHの無文タイプに属する可
能性もあり、今後、椀III-3の全形が分かる類例の出土を待
って再検討したい。
(体部)
卜体部は外上方へ直線的に聞くか、僅かに内湾する。……
椀ト1
2・外上方に聞きながら僅かに内湾する。……椀I・2
3'体部は内湾して丸味。……椀II、(Jll-1B)・111-2B、IV
4・体部は直線的で下位は鈍く屈曲……椀III・lA'2A 
(底部)
1・蛇ノ目高台。高台内側のくり込みは浅い。……椀 1-1
2・輪状高台。……椀 1-2、III、IV、皿1-2、.Illl.III
3 .高く外反する輪状高台(蓋の場合は環状摘み)……椀11、
III・3、蓋H、III
4-高台部見込みは中央にへそ状の削り残した突起がある。
・…一椀・小椀・皿III
(見込み)
1・見込みに段が付く。見込み径は高台径よりも狭い……椀I、
11、IV
2・見込み径は高台径よりも広い、沈線状の段……椀皿・2Bb
(一部)、血I・2
×皿]-2は浅い段。

⑤文様
(体部内面)
0・無文......椀11、III-la、III・2、IV(一部)小椀、皿I・町、
蓋11. III 
l・体部上位に機沈線……椀I・2Bb
2'鶴鵡などの毛彫り文……椀IV(一部)
他に内面印花文の例がある。
3 .縦白堆線……皿I・2(有文)
(体部外面)
O'無文…・・・椀・小椀・皿I・11-III、蓋III
卜半陽刻状の蓮弁文を有する……椀H・1・2b、蓋E
2・線描きの蓮弁文を2段行う。・…・・椀IV(一部)
皿(高台付)には、内外面無文 (1・2)、体部内面に縦の白
堆線、口縁部に輪花文 (1の一部)、内面に印花文(碁笥底の
皿または坪1)などの例がある。椀なども含めて、文様と器
種分類の関係は整理途中であり、今後体系化したい。
(口縁)
1・輪花…・・・皿1・2(有文)

⑥矯造法、焼台の形状
1 .高台畳付のみ白色耐火土の目跡がある。……椀1-1・2、11-
1、IV、皿I

2 ・重ね焼き。内面見込みと高台畳付に目跡4~5足。……椀
11-2、III、IVの一部、皿III、蓋田の一部
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表11 図版・写真図版引用遺物出土遺構一覧表

図版 写真図版

者番祖 Fig沓号 分類 出土遺構 l文献 Pla脅号
1・1白分夜類宮

出土遺構 文献

日磁 椀 1 1・l |大70SKI685 24 34 S-50 
烹禾事報害告

11・.21a底部
34 S・176

1-2a |穴:46SEI340 20 46 SEI340 20 

1-4 口Z大3785STD∞8365 19 1-4 ;:38 SD865 19 

1-5 4 I・5 日7ST∞3 4 

II・0 |粂12暗灰色砂 61 ll-O 島12主暗灰百五色一砂 61 

II・1 |幻9-3SK976 19 11-1 白14 I 

2 ll-b 白50S-376 11 

11-3b 虜9S附 2 2 11-3b 19 SK005 2 

11-4a 9 SK∞5 2 2 11-4a 島19SK005 2 

11-4b 地下鉄銀路内本体~A'B区 3号鴻 36 

11-5 91 SK∞5 9 2 11-5 91 SK005 9 

l III 46 S01330 20 Illl 46 S01330 20 

IV-1a 島71ST390 |未報告 2 IV-la 71 ST390 |未報告

1 IV-1b ー34S・240 |禾報告 3 IV-1b 34 S-240 |禾報告

l IV-2a 81京階宣条主色ー土 6 3 IV-2a 81 U首糸色主 6 
IV-2ac 島19 2 3 IV-2低 191火色土 2 

1 V-la 39黒色砂質主 19 3 V-la 34 S・145 |禾報告

3 V-1b 『町3 'a1.~ |未報告

V-2a 
||大大9705茶E2灰25色土下層

14 3 V-2a 
81419 時霊条ヨ ι 

6 

l V-2b 24 3 V-2b 12 (禾掲寂j

l V-3a 粂141火褐色土 4 V-31l 14夙褐色 ι
V-3b 

大石3百8三階E宵E妙-質-土
19 4 V-3b 

案事刃克EE8τ5崎商・5育砂"5町土
19 

l V-4a 11 4 V-4a 11 

l V-4b 粂66S-5 |未報告 4 V-4b |未報告

V-4c 
噂支多百4吉次百2I

33 
V-4d 18 4 V-4d 大36SE721 18 

4 V-4d口縁部 新町3包含層 |未報告

2 V1-1a 
I:多満7196次SKO12842反7号粘遺構

44 
2 VI-1b 8 5 VI-1b ケ肩16SK024灰粘 8 

z VI-2b :絹16SK023 8 5 VI・2b ?屑16SK023 s 
2 Vll-b 

:1倉26沼南野側延l守長主部獅
46 5 Vll-b 

Z!226!t，菖南跡側匙l守長主部繍
46 

z VIIl-O 2 5 VIII-O体部内面 2 

5 VIIl-O"l底部 27-2 SKI55 2 

2 VIlI-1 大36SE721 18 5 VIII-1 22黒色粕主 2 
2 VIll-2 大36SE721 18 5 VIIl-2 141氏褐土

2 VIII-3 大38SE854 19 

Z VIIl-4 町3S・15 示報官 6 VIII-4 新町3S-15 未報告

2 IX-1 19 SK∞4 2 6 IX-1 l粂¥9SKα)4 2 

2 IX-2a 5¥ U首1火妙 示報官 6 IX-2a i粂5¥崎1火妙 禾報官

2 X-1 t倉佐助ヶ谷第7期遺構訴 52 
2 X-2 t晴窟冨1A苦m手tヶs苦手K第0¥5刻遺構評 52 

2 XI-¥ 42 6 XI-I 鴻腫館3次 SKO¥ 42 

2 xr -2 }温館3次 SKO¥ 42 6 xr -2 
鴻奈案百訂腫書宮三官3E古次5百5 5km 

42 
2 XI-3 60 SE200 

烹示衷報害告
7 XI-3 示報宕

2 XI-4 軒町3暗茶色土 7 XI-4 6 

2 XI-5 長74-2S・苑15王枠百内 烹禾事報苦告
7 XI・5

7百Z74Tτ官2T帝3s事荷官1E5主軍枠7冨晋内曹-主ー
案禾事報害告

2 XII-la 長71S・3 7 Xll-¥a 

2 Xll-¥b 長27-1楢l火色枯主 2 7 Xll-1b口車重晋5 2 

7 XlI-¥b底部 示報告

2 XIIl-¥b 74 S0205 24 B XIII-1b 34 S-78 禾報告

2 XIIl-2b 7¥S-¥¥∞官ウ胃ラ主ゴ一メ淡l火微妙 未報告 8 XIIl-2b 71 S-I¥oo 禾報告

小椀 3 1-3 45床土 20 8 1・3 45床土茶褐土 20 
3 ¥c 93 SKO¥5 9 B 1c 93 SK015 9 

3 2bc ¥4 J.火筒色主 1 8 2bc ¥41火褐色主

3 2b ;:38 S0860"I ¥9 
3 X-1 

71デ最吉l白火土石百主1i"
l未報告 s X-1 

粂粂7931黒茶l火灰土色土
|禾報告

3 XIV-b 11 26 s XIV-b 9 

皿 4 1-1. 
大筑粂後6705国表渇府茶土跡色5土9次 SK2817 

24 9 I-la 大70濁茶色土 24 

4 I-¥b 47 

4 ll-¥a 6 9 ll-¥a 粂27-2S-163 2 

4 11-lb 

|日り粂有た2237次9--3l 5暗K褐96色0土

2 9 11-lb 粂27-1爾褐色土 2 

4 11-2 30 

4 1lI-1 19 9 111-1 粂50SE405 9 

4 111-2 
M閉市F259有E3宮官SE古戻16宿E0下主主層一一

9 
4 IV-1b 19 

4 IV-2冶 l未報告 9 IV-2a 

日需田吉2黒吉灰茸色野璃土E主

|未報告

4 1V-2b 71炭層

l烹下EE層万主一 控
9 IV-2b 

晴喜4 V・1. 176 S-5 10 V-1a 

4 V-2a 93 SE20 10 V，2a 9 
4 V1-1a 

14 夜烹耳冨暗摂E褐買胃E宜軍吉色主主土主-す一一-一市一

10 VI-1a 
島14腎暗菊褐色E主土

4 VI-1b 19 2 10 VI-1b 住14

4 VI-2a フ0 24 

4(上} VI-2b 長14 1 10 VI-2b 粂14 暗褐色土 1 

生4ヱLVI-2b 大芙7完0S D8 60 
24 

Vll-la 19 

4 Vll-1b 粂176S-5臼 抄 未報告 10 Vll・1b |粂176S-5白色砂 未報告

4 Vll-1c 粂27・1時!大 陥ニt 2 
4 Vll-2a 案粂否50 SE250 11 11 Vll・2a 50 SE250 11 

4 Vll-2b SE220 仁層 9 11 Vll・2b 64 SE220最上Jt/ 9 

4 VIII-1b 粂71 炭層上 未報告 11(中上3VIIl-1b 71皮膚よ層 未報告

11(中中}VIII-1b t孤(15-111) 未報告

4 V¥lI-¥c 粂14 黒褐色土 11 VIII-¥c 14黒褐色主
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図版

l夜粂437目一一軍一同写吉-真王Eー図宝←版富一市一器皿極 Fig管芳 分類

I粂原4375茶Tl色60土出土遺情
文献 P1a番号 分類 l文献

白磁 4 VIII-1 

時書
11 VIII-1 |未報告

4 VIII-2b 11 VIII-2b 
|深未草報害告

12 VIII-1 粂51i，炎黒色粘
4 IX-1a 最71噴里戻灰主土 |禾報告

4 IX-¥b 条71

時喜
12 IX-1b 粂71議1火主 l禾報告

4 IX-1c 条51S-1∞ 
4 IX・1d

大駕実蕩73F9Z・2胃3S主豆D沼一91Z一6 
19 12 IX-¥d 大39-2SD9¥6 19 

4 IX・2 10 12 IX-2 
安五馬有T場4官罰S主X百0一「40 ¥0 

4 IX-3 24 ¥2 IX-3 24 
5 X-b 5¥ S・1∞ 1未報告 12 X-b pE 
5 XI・1 B腫館3次 SK01 42 12 XI-¥ 鴻腫館3次 SK01

5 XI・2 E温餌3次 SK01 42 13 XI-2 鴻腫錨3次 SK01 42 
5 XI-3 ιE直館3次 SKOl 42 

5 XI ・3 16 SD088 2 

5 XI-3? 
87茶ST褐21色0土

7 13 XI-3 '! ー87茶褐色土 7 

5 XI-4 93 9 13 XI-4 93 ST210 9 
5 XI-5 34 SK120 |未報告 13 XI-5 34 SK120 禾報告

5 XI-6 

332腫2E直7餌館・233黒次次褐SS色KK0O土11 凹み

42 13 XI-6 書旭館3次 SK01 42 
5 XI-7 42 13 XI-7 B腫飽3次 SK01 42 

鉢 6c左上 11・1 2 

6c右よ 11・l 、27・2SK155 2 

6 11-2 27-2 SK155 2 

6 III 島27・l時灰色粘土 2 

四耳壷 7 11 
E土主5園190駅55XK出40入3604口下2層0 11 7 III-1 3次 1ーす土坑 2 36 

7 III-2 

7 III・2(ノj、) [:¥9 SK004 2 
7 111-3 47 S-¥1O |未報告

青趨磁州窯糸 碗 B I-¥a 8¥ SK025 6 14 1-1a 81 SK025 6 
s 1-1b(¥) r:93 SX244 9 ¥4 1-1b(1) 93 SX244 9 
8 1-1b(2) r:34 S-43 |未報告 ¥4 1-1b(2) 34 S-43 l未報告

8 1-2aア 34 l火褐ニiょ 17 14 1-2a ー34S-215 |未報告

8 1-2bア フ4SD205A 24 14 1-2b 34 S-215 |季報舌
s 
II-・22bZすイ

74 SD205A 24 

B r:15 SK075 
s 1-2aエ E櫨館3次 SK01 42 
8 1-3 

E守58Z百85茶南-5灰側90色匙貿土長茶音下土E 層
|未報告 14 ¥1-3 |粂88S-590寅茶土 |未報告

8 1-4 24 
8 1-5 2 15 11-5 粂16暗茶土下層 1 (禾掲蔽)

8 II-1b 87 SX076 7 15 1I-1b l粂87SX076 7 
8 11-2a r:87 SX076 7 

8 II-2b 74 SD205A 24 15 11-2b 邑7-2ST265 5 
8 11-2c 

ヒて3381 S暗D褐86土5 
¥9 15 11-2c 

|事粂32343l火三条百主一
2 

B 11-2d 16 15 11-2d |未報告

8 II-2e 27-2 SXI74 2 15 II-2e 粂27-2SX174 2 
8 11-2f 94灰褐色土 25 16 II-2f |粂93茶灰色土 9 
8 111-18 69 S-455 |未報告 16 III-Ia 

協説SKOI
!禾報告

B III-Ib B旭創3次 SK01 42 16 1II-1b 42 
8 III-Ib (東京都) 62 
8 111-2b 

B=趨10館73S次-7SK01 
42 16 III-2b |鴻橿~1ì3次 SKOI 42 

小碗 s 1-2bオA !未報告

8 I1I-lb i調腫7担E時3次荷車SKEOFI 42 16 III-1b |鴻温館3次 SKOI 42 
8 HLP面開 31 

穴碗 9 1-2a 同 日百!I.氷遺跡 IIJ面 43 

9 1-2bアA
E関II H百T恵安氷3遺E跡1I1117 1画 43 

9 1-2ウ 59 

9 1-5 l腫鰐3次 SK02 42 

9 11 (鉢) 74 SD205A 24 
杯 10 ¥1-1 下中杖遺野 SE201(一回川町)150 17 ¥1-1 |大76SD320最下層 24 

10 1-2A 
E冊温冨錫5533 

SK56 41 17 I-2A l粂34S-178 |示埜告

10 1-2B SK56 41 

10 1-3 
!彊118百3茶3 
褐色土 7 17 11・3 |L粂哩沼118館茶3~褐色SK土01 7 

10 III-b SKOI 42 17 III-b 42 
小勾: 10 III-a 60 SE300 |未報告

穴皿tj、 10 III-b 
tヨZ津7Z4美賀5術D商2館0万5蔵A一 (東京都)

62 

11 I-Ib 54、21 17 I-Ib 端#号
54、21

11 1-2 24 17 I・2 禾報告

1I(上LJJI
3酒8商S3D安86吉SK36

19 18c左上 11 |L鴻大3櫨8館S3凶型6E5K36 
19 

IIc下】 11 伊主ヱ 18(左下 II 禾報告?

11 1II-1a i腫館表採
r支~碗 11 1II-3a 

}酒沼商館33次安SSDK006 3 
42 18 1II-3a li喝旭館3次 'SD06 42 

11 III・3b 42 

11 III・3h(大) 44 SX035 6 18 III-3b (大) |粂44SX035 6 

碗 12(左上。 19暗褐色土 61 

12c左中 O 24 SEII3 一， 18(右上。 粂24SElI3 2 

12低下 O 場1S-1 未報告 18(右中。
駕馬耳場1I 1Sえ茶l妙 京未事報害告

。 18(右下 O

12c中上。
博多駅 築築築港港港線線線443次次9号114井087戸号2号井土戸積34 

巴12庄i右工}0 O 胃博多茅EEtT 440 0 

1::$*1椀 ll13Ila 曜日KOω 2 4 111a 協9SK似 長13 II-Ic 9 SK004 2 19 II-Ic 9 SKOO4 
13 11-2a STl60 |米報告 19 11・2a |原3STl60 |禾報告

ILI~・2a |粂19SD∞l下層 11 
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図版
-写-真E図主版苫帝器寝一 Fig番号 分類 出主地帯 |文献 Pla1否9守 分類 文献

飽来型軽系 続 13 1-2b ーかtSTl45 9 1-2b 
染事か官4S5T・144050 

9 

青磁 13 1-3. 自71ST400 |未報告 19 1-3. 未報告

13 1-4b 93 ST060 9 19 l-4b 粂93ST060 9 

13 1-6. 39-3土坑15 19 20 1・6.
穴E3E9菩-3亨土官筑15 19 

13 1-6b !I!士音寺蔵 未報告 20 1-6b 未報告

13 11-. 71 S-270 禾報告 20 11-. 粂50SK290 11 

13 lI.b 
馬粂場144暗SX褐a色厄土 10 20 lI.b 馬場4SX040 10 

13 lI.c 20 lI.c 
粂14S附-3褐5色之

Zタンプ 14 「金玉満堂J1:1 :39-2 SK927 19 20 「金玉満堂j |粂50 11 (来ぬ蔽)

14 強n可由~主遺孟範よl :大中t(その他の沼情) 20 

14 メ45SD1230 20 

14 「人月I 南1SD103 30 

14 「三I 大44(その他の遺構) 20 

14 
」動盆物王文童堂J

南鎌大倉7I4佐S5E助E10192ヶ3掘谷5り第方5期遺構群

24 

14 30 

14 幾何学花文 52 

椀 15 1II.1B筒口緑 日1S-1∞ 北西側側溝溝黒黒褐色土土11 |未報告 20 1II.1B筒口緑 |粂51S・1∞ 北側溝黒褐土 |未報告

15 
担詮鵠盆

?51 S-1∞ 未報告 20 
而111乏.IBで外百反百夜口一線

粂51S-1∞ 西側溝黒色土11 l未報告
15 島51S-150 |米報告 21 1妻子 S-150 時喜15 1II-2C外反口線 長51百育爾脊肩戻車芭京主包王ー11 |未報告 21 1II-2C外反ロ級 l西耐i梓黒色土11
15<，右上} IV 67 23 

15(右下IiIV 原4ST∞2 未報告 21 IIV l原4ST∞ヨ |未報告

15 IV.ア l大:45 SX12∞ 20 21 IV.ア 大45SXI2∞ 20 

15 IVーイ |大67 黒灰色土黒色土 23 

15 IV.ウ l穴67SK1615 23 

15 IV.エ 45 SX12∞ 20 21 IV.エ 1:;1;:45 SXI~∞ 20 
15 IV.オ 67 SK1586 23 

京(曲白口扇椀)
16 1-1a ~Z多7381駅祭出反色築土砂i吾質線土2次ドーωI込IIIB匝35 16 lI.b 

直119笠豆
21 I1-b 些71些里主 |未報告

16 1-6(b?) 

弓轟 16 I・l'a 1 SE112 30 

16 1-lb ミ宰J'(.f 54、21

16 1-2 45 黒褐土 20 22 1-2 |粂19黒灰色土 2 

16 1・3 ー ~45 SK1212 20 22 1-3 l粂50SXI60 11 
16 1-4(1・1亜種) 大38SD815 19 22 1-4 

|粂71宮炭戻層主 鴎喜16 lI.b 粂71黒lJt土 |禾報告 22 I1-b |粂71
16 1II-1Ab 大45SXI2∞ 20 

16 I1I-2C 大宰府 54、21 22 
HII1II1I.3-23 EC芥直貫口縁百寝

51 5-150 l未報昔
22 71黒!大土 |禾報告

16 111-3 |大44SK1l50 20 22 ー ~44 SX1150 20 

16 IIV 宝165X015 8 23 IV 16 SX015 8 
|浅形椀 17 11-1 1多4次 33、45 23 1-1 

F5多194次SKOO4 
33、45

17 1-2.' 19 SK004 2 23 1-20 2 

17 1-4a 
1立?t-す4烹次H 33、45 23 1-4a F多4次 33、45

17 II.a 

諸喜
23 II.a 

白E4371烹粂百包有主 案未事報吉告
勾: 17 III.la 51茶色枯 23 I1I-1a 

17 I1I-1b ;事府 54、21

17 III-2 ~ SE235 14 

17 1IJ-3a 4 SK401 28 24 I1I-3. 粂菜35 0 5 X 0 5 8 11 

17 III・3b 4 SK401 28 24 I1I-3b 1 1炎茶色粘 禾報告

17 I1I.3c 70 茶M.l!i.士 24 24 111・3c 大70糸l火色主 24 

17 l11-4b 二5第11曹 13 24 lIJ-4b 51宮余買色主干占 烹未軍報吉告
17 1IJ-5a 71謀灰土 |未報告 24 1II-5a 71 
17 111・5b

帯主15
54、21 24 1II-5b 71 S-714 禾報告

17 IV |未報告 24 IV河両台 51 S-15 未報告

24 IV碁笥底 50 SX160 II 

皿 18 1-1. ~19 SDOOL!:"I/ii 2 25 I.)a 19 SDOO1..t1曽 2 

18 1-1b :ホ45SK1212 20 25 1-1b 長71S-295 未報告

18 1-1c 南6SD602 29 25 1-1c 長50ST320 11 
18 1-2. 45茶褐色土 20(未掲寂?) 25 1-2. 45余褐色1ニ 20(禾掲紙.?)

18 1-2b 45 SK1212 20 

18 1-2c 45出尚土 20 25 I・2c 粂50SE377 11 
18 1-2d 大120茶灰色土 26 

18 1-3b 大窮37 SX751 18 

18 IV 1 S-15 |禾号音 25 IV 粂51 S-15 |未報告

l青悶磁安窯系 椀 19 1-1. ヒ36東土坑 54、21 26 I.)a 
六茶E336τ束百土3坑F 54、21
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